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第３回 総務文教委員会記録 

 

１ 日  時  令和６年３月６日(水)  午前１０時００分 開会 

２ 場  所  議会委員会室 

３ 出席議員  ７名 

委 員 長  天 野 京 子   委 員  岩 澤   愛 

副 委 員 長  葭 原 利 昌   〃  宮 澤 一 照 

委 員     

員 

 島 田 竜 史   〃  霜 鳥 榮 之 

〃  今 田 亜 樹      

４ 欠席議員  １名  関 根 正 明 

５ 欠  員  ０名 

６ 職務出席  １名  小 嶋 正 彰（副議長） 

７ 説 明 員 １１名 

市 長  城 戸 陽 二   こども教育課長  小 林 あゆみ 

地 域 共 生 課 長  高 橋 正 一   こども教育課長補佐  余 野   等 

地域共生課長補佐  大 野 貞 治   生 涯 学 習 課 長  鴨 井 敏 英 

市 民 税 務 課 長  岩 澤 正 明   生涯学習課長補佐  小 林   豊 

市民税務課長補佐  西 條 晴 美   生涯学習課市史編さん準備室長  上 田 芳 彰 

教 育 長  塚 田   賢      

８ 事務局員  ４名 

局 長  阿 部 光 洋   主 査  櫟   かおり 

庶 務 係 長  霜 鳥 一 貴   〃  貫 和 志 行 

９ 件  名 

議案第 ２ 号  令和６年度新潟県妙高市一般会計予算 

議案第 ６ 号  令和６年度新潟県妙高市杉野沢財産区特別会計予算 

議案第 12 号  令和５年度新潟県妙高市一般会計補正予算（第13 号） 

議案第 14 号  昭和天皇の崩御に伴う職員の懲戒免除及び職員の賠償責任に基づく債務の免除に関する条例を

廃止する条例議定について 

議案第 15 号  妙高市個人番号カードの利用に関する条例議定について 

議案第 16 号  妙高市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例議定につい

て 

議案第 17 号  特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例議定について 

議案第 18 号  妙高市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例及び妙高市職員の育児休業等に関す

る条例の一部を改正する条例議定について 

議案第 19 号  妙高市監査委員に関する条例の一部を改正する条例議定について 
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議案第 20 号  妙高市勤労青少年ホーム条例を廃止する条例議定について 

閉会中の所管事務調査について 

                                                     

〇委員長（天野京子） ただいまから総務文教委員会を開会いたします。 

   これより議事に入ります。 

   委員の皆様におかれましては、質疑のポイントを明確にして、簡潔にお願いをいたします。お互いに時間どおり

進みますよう御協力をお願いいたします。 

   それでは最初に、地域共生課の審査に入ります。終了予定時刻は、11時です。 

                                                     

  議案第２号 令和６年度新潟県妙高市一般会計予算のうち当委員会所管事項 

〇委員長（天野京子） まず、議案第２号 令和６年度新潟県妙高市一般会計予算のうち当委員会所管事項についてを

議題といたします。 

   提案理由の説明を求めます。地域共生課長。 

〇地域共生課長（高橋正一） おはようございます。ただいま議題となりました議案第２号 令和６年度新潟県妙高市

一般会計予算のうち地域共生課所管の主なものについて御説明申し上げます。 

   初めに、歳入から御説明申し上げます。予算書の35ページをお開きください。下段の16款２項１目１節総務管理

費補助金のうち特定地域づくり事業推進交付金は、特定地域づくり事業協同組合である妙高はねうま複業協同組合

の運営を支援する補助金に対する国からの交付金であります。 

   少し飛びまして、49ページをお開きください。中段の17款２項１目１節総務管理費補助金のうち結婚新生活支援

事業補助金は、新婚世帯への家賃や引っ越し費用などの市補助金に対する県からの補助金であります。 

   その下の17款２項１目２節空き家対策総合支援事業補助金は、市が行う特定空き家等解体撤去支援補助金に対す

る県からの補助金であります。 

   少し飛びまして、57ページをお開きください。57ページですが、上段の17款２項５目２節住宅費補助金のうち移

住支援事業補助金は、首都圏から移住し、就労や起業した子育て世帯への県からの補助金であります。その下の地

方就職学生支援事業補助金は、首都圏の大学生が地方で行う就職活動の交通費等への県からの補助金であります。 

   少し飛びまして、75ページをお開きください。中段の22款５項３目１節雑入の地域共生課分のうち一般コミュニ

ティ事業助成金は、自治総合センターの宝くじ社会貢献事業による地域自治組織における備品や集会施設の整備に

対する助成金であります。その下のクラインガルテン妙高納付金は、クラインガルテン妙高の利用者から徴収する

利用料から施設の管理運営に必要な経費を差し引いた額であります。その下の水力発電導入加速化事業補助金は、

青田地区と菅沼地区で事業性評価を行うための費用に対する補助金であります。 

   続きまして、歳出について御説明申し上げます。91ページをお開きください。上段の２款１項１目空き家等適正

管理事業では、空き家の実態把握、適正管理を働きかけるほか、特定空家の除却をさらに推進するため、特定空き

家等解体撤去支援補助金の所得要件をなくして実施したいものであります。 

   飛びまして、107ページをお開きください。下段の２款１項６目出会い・結婚サポート事業は、今年度までは妙高

出会いサポート事業と結婚新生活支援事業を統合した事業でありまして、新たに地域のこし協力隊を１名配置し、

さらなる結婚活動の支援を行っていくとともに、引き続き新婚世帯に対し家賃や引っ越し費用を助成することで、

若者の結婚に伴う経済的負担を軽減し、婚姻数の増加につなげていきたいと考えております。 

   少し飛びまして、117ページをお開きください。121ページまでの２款１項14目地域づくり応援事業では、地域の
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取組に対して相談や各種補助金による支援を行い、地域で取り組む自主的、主体的な活動を支援していきます。地

域づくりＳＤＧｓ交付金では、子ども会活動の交付条件を緩和することで、子ども会育成活動を支援するほか、ラ

インを使った回覧板の普及を目的に、地域デジタル化を推進します。また、新たな取組として、協力隊の任期終了

後の定着に向け、ＯＢを活用したサポート体制を構築していきます。 

   次に、121ページをお開きください。上段、地域コミュニティ施設管理事業では、集会施設の増改築や修繕などへ

の補助金に加え、地域が希望するコミュニティ備品の整備を進めていきます。その下の地域づくりのための小水力

発電事業では、事業化の見込みが高い２地域について、流量調査と事業性評価を実施します。あわせて、地域レベ

ルで取り組む小水力発電に関する勉強会や先進地視察を行い、地域づくりのための小水力発電の土台づくりを進め

ていきます。一番下の特定地域づくり事業協同組合支援事業では、妙高はねうま複業協同組合が派遣職員を３名増

員し６名体制とすることから、職員数に応じた財政支援をしていきます。 

   大きく飛びまして、219ページをお開きください。下段の６款１項３目クラインガルテン妙高維持管理事業は、未

改修の残り１棟の外周等の改修工事を実施するほか、エアコンが設置されていない18棟へエアコンを設置します。 

   少し飛びまして、259ページをお開きください。中段の８款４項２目家族と環境にやさしい住宅取得等支援事業で

は、住宅取得において新婚世帯に対する加算を新たに設け、若い世代の転入増加や転出抑制を図ります。その下の

妙高ふるさと暮らし応援事業では、新たに地域のこし協力隊を１名配置し、移住支援２名とともに、空き家登録物

件の情報提供、都市部の若者へのＳＮＳによる情報発信などを進めるとともに、空き家見学ツアーやワーキングホ

リデーなど、イベントを通じて、移住、定住人口の増加を図っていきます。また、新たな取組として、県と協力し、

東京23区外と神奈川県、千葉県、埼玉県から子育て世帯が移住した場合に50万円を交付するほか、東京圏の大学生

がこちらの企業等に就職が内定し、妙高市に移住する意思がある場合に、交通費等の助成を行うなど、東京圏から

当市への移住するための施策を実施していきます。 

   最後に戻っていただきまして、７ページをお開きください。第２表、債務負担行為について御説明申し上げます。

２段目のＵＩターン促進住宅支援事業補助金は、妙高市に転入し、市内企業に就職して、民間の賃貸住宅に入居す

る方の家賃に対し、月額最大で１万5000円を２年間補助するものであります。 

   以上、地域共生課所管の主なものを御説明申し上げましたが、よろしく御審議の上、議決賜りますようお願い申

し上げます。 

〇委員長（天野京子） これより議案第２号の当委員会所管事項のうち地域共生課の所管事項に対する質疑を行います。 

   初めに、歳出から行います。 

   52番、空き家等適正管理事業、予算書は91ページでございます。 

   宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） おはようございます。これ空き家でもね、使えるところと使えないところというのは非常に

出ていると思うんですけれども、観光地で長年空き家になっているところ、それから最近でしたら火事でね、景観

を損なうところ等が非常に多いのが実情であります。それは観光なのかどうかちょっと私は分かりませんが、空き

家として見たときに、そこはもう利用できない、そして新赤倉にある長年のホテルですね、あれはもう本当に獣が

すんでいるというような、そういう現状の中のその辺の対応というのはどのようになっているか、お聞きしたいん

ですけど、これはこの課でよろしいんでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 地域共生課長。 

〇地域共生課長（高橋正一） 空き家の対策は当課でございます。大きなホテル等に関しましても、空き家に登録され

てございます。毎年ですね、国の法律、あと市の条例に基づきまして、指導書という形で所有者のほうに指導書を
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送らせていただいております。さらには、今の現状がどうか分からないという方もいらっしゃいますので、写真を

つけて、今この物件はこういう形になっておりますよということで、所有者の方に物件の実情をよく理解していた

だくとともに、適切に対応するようにということで、指導書を送付して適切な管理をお願いしているところでござ

います。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） 本当にね、それ何年もやられていると思うんですけれども、これだけ経済がインバウンドで

ね、今すごくお客が入っているように見えますけれども、実際は果たしてじゃそれが本当にインバウンドでは、一

瞬この２月、３月の頭で終わります。今日本の方々が動いているかというと、全く動いていないのが現状なんです

よ。それをひしひしと今やっぱり痛感している中においてね、本当にその景観、それでやっぱりその地域、特に新

赤倉でいうんだったら、あそこのところに歩いている子どもたちもやっぱりいるんだと。天候状況によっては、あ

そこの壁が風で落ちてくるという危険な状況になっている。その辺も含めた地域からの要望というのは、撤去して

ほしいということは出ているんでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 地域共生課長。 

〇地域共生課長（高橋正一） ちょっといつのタイミングだったかしっかり覚えてはいないんですが、新赤倉の区長さ

んから声をかけていただきまして、現地の確認を一緒に行っております。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） 長年ね、あそこの大きなホテル、あれはやっぱり何とかしなきゃいかん本当に懸案だと思い

ます。確かに地権者がいるというんですけれども、本当にだんだん、だんだん屋根が落ちてもう廃墟化しているよ

うな状況の中で、危険性を感じている人たちもいるし、やっぱり子どもたちが通学に当たっても、本当に危険を感

じるような状況なんで、我々のほうで強制代執行とか、何らかの措置は考えるべきだと思いますし、あの斜め前に

もペンションが同じ棟があって、その上のところに大分もう雪の重みで落ちて、それで１軒だけだったらまだいい

んだけど、あそこの通りはやっぱり市道になるのか、いわゆる危険性といったときに、あの後ろからのマンション

の方々もそうですし、歩くのに非常にちょっとやっぱり危険を感じるところがあるんで、何とか私はすべきだと思

うんですね。それをやっぱり喫緊にやっぱり対処してあげないといけないと思いますし、観光地として、一番売れ

なきゃいけない場所、例えば足湯の隣のところの火災が発生してそのままに放置されているような現状、それから

その前のでかいホテルの現状、あれを見たときに果たしてそれがいいのかどうか、やっぱりそこはね、ちょっと何

らかの措置をしなかったら私はいかんと思うんですよ。その辺を含めた対処法というのは、手紙を出すだけだった

ら外国の持ち物の人もいらっしゃると思うし、だけだったら何の意味もないし、放置されるんではないかなと思い

ます。どういう形でやられるかということを改めてお聞きしたいんですけれども、いかがでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 地域共生課長。 

〇地域共生課長（高橋正一） お答えいたします。 

   本日もそういったお声、お話をいただきましたので、再度そういったことがあるということで、まずは指導書で

す。それと、電話で連絡取れるところもございますので、しっかりその旨をお伝えしたいというふうに考えており

ます。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） やっぱり例えば足湯とかを見ながらね、癒やされるところにですね、ああいう火災でね、な

っている廃屋を見ながら、そして家のやっていないところを見ながら足湯に入るのと、すばらしい景観の中で入る

のとでは、これはもうやっぱり観光立市の基本だと思うんですよ。なんで、やっぱりもうこれ以上はということを
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やっぱり考えなきゃいけないんだけれども、それが一つの観光のリピートに全くつながっていないし、その辺はそ

れを一緒にまとめているＤＭＯもＤＭＯだと思います、私。一緒になってやっぱりそれをちょっと発言してあげな

かったら、行政もやっぱりその気にならない。やっぱりその辺の皆さん方の連携はどのようになっている、観光事

業主との連携ですね、その辺をどのようにやられているか。海外の人だけじゃないと思うんですよ。リピートする

ということが大事なんじゃないかなと私は思いますが、その辺はどのようにお考えでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員、だんだんずれるといけないので、この空き家等適正管理事業に特化して質疑をお願

いします。地域共生課長。 

〇地域共生課長（高橋正一） お答えいたします。 

   空き家の関係につきましては、市の空き家の計画がございます。それをしっかりチェックしていただく機関とい

うことで、空き家等対策協議会という組織がございます。その中にも妙高ツーリズムマネジメントさんから参加し

ていただいております。その会議の中でも、やはり景観上の特定空家の位置づけが問題になっておりますので、引

き続き適切に処理するように対応していきたいと思っております。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） 特定空き家解体撤去支援というのが250万盛ってありますけれども、主にどういうところに使

うんでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 地域共生課長。 

〇地域共生課長（高橋正一） この補助金につきましては、特定空家ということで、かなり状況の悪い、状態の悪い空

き家の撤去を応援すると、後押しをするということで、対象額の２分の１、マックス50万円を補助するものでござ

います。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） それらに鑑みて、この補助金というのは、これはどこから出ている補助金なんですか。国と

か県からの交付金とかそういうのでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 地域共生課長。 

〇地域共生課長（高橋正一） 市から補助金を出しておりますが、２分の１が国から補助されます。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） ２分の１こうやって国からも出ているということになるんだったら、やはり空き家の特定と

いったときにですね、危険性を帯びているのが非常に観光地に多い。それは、そこのところをちょっと交渉する私

は価値あると思いますよ。ただただ、普通にやっているような状況じゃもうちょっといけないんじゃないかなとい

うふうに思います。その辺は城戸市長どのようにお考えでしょう。城戸市長も担当されていたと思うんですよ、以

前。どうでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 城戸市長。 

〇市長（城戸陽二） お答えさせていただきます。 

   今言った特定空家の解体支援を３年前から始めさせていただいて、市内における特定空家の解消を図ってきてお

ります。これは国による法律の改正も大きいと思います。空き家問題全国的な問題でありますので、様々な全国的

な問題に関しては、市長会でも大きな話題にもなっておりますので、これ多分うちの地域だけでなくて、全国的な

問題になっていますので、私としての立場、市長会の立場で声を出していきたいと思っています。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 時間がないんで端的に伺います。 
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   今の支援の関係も絡みますけども、１つにはなかなか大変な事業だと、すんなりいくわけじゃないといったとき

に、協議会委員のメンバーの位置づけがどうなのか、エリアによってそれぞれ出ているのか、観光地だけの話でも

ないなという位置づけで、全市的なという形になってくるんで、まずは委員の位置づけ、それから撤去支援どこま

で行ってどうなるのか、この辺のところの判定っていいますかね、あるいは今把握していて、今年度はこのぐらい

とかという、そういう見通しがあるのかどうなのかね、この辺のところ分かりましたらお聞かせをいただきたいと

思います。 

〇委員長（天野京子） 地域共生課長。 

〇地域共生課長（高橋正一） お答えいたします。 

   まず、空き家対策協議会の位置づけでございますが、これは条例に基づいて設置されている協議会でございまし

て、空き家対策計画の進捗状況等、計画に対する今後の取組内容を報告していく組織でございます。メンバーとし

ましては、弁護士、それから宅地建物取扱業者さん、建築士さん、社会福祉協議会、消防、警察、ＤＭＯ、環境衛

生対策等、それと地域づくり協議会、さらには特定空家の認定調査会のメンバーから成っております。それから、

空き家の撤去の補助金に関してでございますが、去年は５件予算を持ちまして５件とも使われました。今年度は、

今のところ２件です。その部分で少し今のところですね、市民税の非課税世帯という制約がございまして、その部

分で少し二の足を踏んでいる部分があるということが分かりましたので、６年度からはそれを除いて、特定空家の

方に関しては、マックス50万円という補助金を出していきたいというふうに考えてございます。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 全てこれに対応しますということになると、全体的に見て不公平という点も出てくるし、地

域の安全性の問題も出てくるし、いろんな判断の基準がそれぞれ条例の中でもあるんだろうというふうに思うんで

すけども、そういう点をトータルでもって見たときに、安全性と公平性っていいますかね、この辺のところでもっ

て、でき得ればトータル的にね、この地域にこのくらいというあまり細かい数字でなくていいんですけども、そう

いうのが私たちにも見えるとありがたいなというふうに思うんで、もしできるようであったらそこまで対応してい

ただければありがたいなというあたりでございますんで、よろしくお願いしたいと思います。 

   以上で終わります。 

〇委員長（天野京子） 続きまして、53番、一般管理事業（地域共生課）、予算書は93ページでございます。 

                   〔「55番に変更」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） 飛ばします。54番、出会い・結婚サポート事業、予算書は107ページでございます。 

   岩澤委員。 

〇岩澤委員（岩澤 愛） では、質疑させていただきます。 

   地域のこし協力隊が新たに会計年度の職員ということで加わるということなんですけれども、今まで委託されて

いる方と新しく会計年度で働かれる方との業務の割り振りなど、その辺はどのようか教えてください。 

〇委員長（天野京子） 地域共生課長。 

〇地域共生課長（高橋正一） お答えいたします。 

   これまでは、出会いサポート実行委員会ということで、委託をして取り組んでおりました。その中で課題となっ

ておりましたのが、相談とかですね、いろいろな業務があるときに一件一件の対応に対する時間がかなりかかると

いうことで、なかなか細かいところまで対応できなかったというようなことが一番大きな課題としてございました。

その中で今回協力隊を入れることで、そういったフォローができること、それから今までですと、結婚が一番の目

的のような形で動いていたんですが、その前段の出会いの部分について、もう少し力を入れていきたいなというこ
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とで、協力隊を導入させていただきます。 

〇委員長（天野京子） 岩澤委員。 

〇岩澤委員（岩澤 愛） では、協力隊の方はどのようなそのキャリアを持っていらっしゃる方、また就かれてからか

もしれませんけれども、出会いに向けてのサポートということで、どのような研修等を予定しているかなど、お聞

かせください。 

〇委員長（天野京子） 地域共生課長。 

〇地域共生課長（高橋正一） 最初に研修のほうですが、基本的な協力隊としての研修、それから県のほうでも出会い

のほうですね、今力を入れておりますので、そういった研修に出させていただければと思っております。もちろん

スキルに関しては、なかなかこれというとないんですが、まず思いでしょうかね、結婚支援、出会いのサポートに

対する思いというところを重視していきたいと考えております。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） これの研修旅費というのは、これ５万7000円というけど、研修なんてするような何かあるん

でしょうかね。 

〇委員長（天野京子） 地域共生課長。 

〇地域共生課長（高橋正一） 研修の５万7000円につきましては、協力隊員の研修になります。基本的な協力隊員とし

てのスキルアップということで、初任者研修ですとか、先ほど申し上げましたとおり、結婚支援に向けた研修のほ

うに出していただくということで、新潟市なり東京で行われるものに出席したいと考えております。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） この地域のこし協力隊なんですけれども、入ったということは、ここ何年かいらっしゃる方

が今回から来られて、それでこれに従事するという、そういう形なんでしょうか、どうなんですか、これは。 

〇委員長（天野京子） 地域共生課長。 

〇地域共生課長（高橋正一） 基本的には、メインは首都圏等から来ていただく方が対象となっておりまして、初めて

妙高に来られる方が対象となってございます。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） 私はね、ここら辺に住んでいる文化の違いってやっぱりあると思うんですよ。東京から来て

地域協力隊で、わざわざその人がまた東京に研修に行ったりとか、都会に研修行ってもね、やっぱりこの地域には

この地域の文化、それから習慣があると思うんだけれども、そういう人たちをいかに一緒にするというかね、そう

いうことを考えるならまだしも、これからそれをやって、その事業がその１年後に成果を生むかといったら、私は

それはちょっと違うんじゃないかと思うんです。今までＪＣとかね、そういうところでやっていたんだと思うんで

すけれども、どうなんでしょうかね、これ。そのお考えは、なぜ地域のこし協力隊にそれをお願いする方向になっ

たかということをお聞きしたいんですけれども、いかがでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 地域共生課長。 

〇地域共生課長（高橋正一） お答えいたします。 

   まずは、その実行委員会だけではできない部分を補填、補完していきたいという部分で、人の手だてが必要だと。

そのときにですね、ほかの先進のところですと、地域のこし協力隊の方々が来られて、新しい発想でいろんな事業

を取り組んでいるという事例もございます。基本的にはそういったところで、出会いの場を創出するとか、今まで

やっていなかったところについて、その方々からぜひ活躍してもらいたいなと思っておるところでございます。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 



 

 - 8 - 

〇宮澤委員（宮澤一照） あんまりね、こういう出会いというのは、出会いのプロというかね、そういう結婚相談所だ

とかね、そういうところにいらっしゃるんだったらまだしも、本当にそういうことできるのかなと私は思うんです

よ。だって家族構成も、例えばこっちの地域のやっぱり家族構成、家に長男として入らなきゃいけないだとか、い

ろんな問題がやっぱりこれから出てくる、あるんですよ。そこの中に入って、理想論だけでそういうことができる

ようなことはないと思うし、その辺を含めた非常に慎重な取扱いをしなければ、逆にそれは成果は私は上がらない

と思う。なんでその辺をですね、明確にしてやるべきだと私は思うんですけれども、よろしくお願いいたします。

いいです。 

〇委員長（天野京子） 続きまして、55番、地域づくり応援事業、予算書117ページでございます。 

   今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） よろしくお願いします。何点かございますが、まず主要事業の概要のほうの説明文の中に、

高校生が考える地域活性化の取組を支援というふうにあります。その高校生って、対象は新井高校生なのか、妙高

市に住んでいる高校生、市外に通学している高校生なのか、その辺いかがでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 地域共生課長。 

〇地域共生課長（高橋正一） お答えいたします。 

   私どもが今想定しておりますのは、新井高校生に限らず、もっと言えば上越近辺に住んでいらっしゃる高校生、

全体で一緒になって何か考えていければいいなというふうに考えております。 

〇委員長（天野京子） 今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） ありがとうございます。じゃ、多分今年度、新井駅の勉強室みたいなところで、高校生集め

てお話を聞くようなことされていると思うんですけど、それが取っかかりというか、で来年度つなげていくような

事業の流れということでいいですかね。 

〇委員長（天野京子） 地域共生課長。 

〇地域共生課長（高橋正一） そのとおりでございます。 

〇委員長（天野京子） 今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） ありがとうございます。 

   続きまして、地域づくりＳＤＧｓ交付金の中の先ほど説明もいただきました新しい事業、子ども育成の交付条件

の緩和なんですけれども、こちらの概要を教えてください。 

〇委員長（天野京子） 地域共生課長。 

〇地域共生課長（高橋正一） お答えいたします。 

   これまでＳＤＧｓ交付金の上乗せ交付金の中で、子どもさんに関することについては、実は子ども会の活動は除

外しておりました。ですから、地域づくりの会長さん方とお話しするときに、それが今はメインになっているんじ

ゃないかということでお話もございます。どんどん、どんどん少子化が進む中で、子どもの育成というのは大事な

んだろうということで、理事会等の中でもお話をしまして、子ども会を除外するという部分については排除して、

子ども会活動も支援していこうという考え方でございます。 

〇委員長（天野京子） 今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） 分かりました。ありがとうございます。 

   続きまして、主要事業のほうの41ページのところです。地域支援員と地区担当職員による地域活動支援の部分で

す。たくさんやることがあるなというふうに思っていますが、この地域活動支援というふうにまとめてあるんです

けれども、中身を見る限り、市民活動支援とも取れると思うんです。なので、その辺地域活動支援と市民活動支援
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とどちらがメインかなというふうに思いまして、その辺の考えをお聞かせ願えたらと思います。 

〇委員長（天野京子） 地域共生課長。 

〇地域共生課長（高橋正一） お答えいたします。 

   今地域支援員がふだんいる施設につきましては、地域づくり協働センターということで、以前の市民活動支援セ

ンターから名前を変えてございます。主軸は、地域づくり活動というふうには今の流れでは思っておりますが、市

民活動についても、いろいろ新たなパネルをつくったり、ＳＮＳで情報発信したりしておりますので、特に除いた

ということはなく、一緒にやっていきたいと考えております。 

〇委員長（天野京子） 今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） ありがとうございます。生涯学習課から地域づくり協議会の分野が地域共生課のほうに移管

をされて、市民活動のほうも多分というか、やることになった流れがあると思うんですが、ぜひ生涯学習課ともそ

の辺ノウハウを共有しながらどんどん進めていっていただけたらなというふうに思います。 

   続きまして、地域運営仕組みづくり支援事業と地域運営スタートアップ支援事業についてなんですけれども、令

和５年の成果と、それから令和６年もされるということで、対象地区等もし決まっていれば教えていただければと

思うんですが、いかがでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 地域共生課長。 

〇地域共生課長（高橋正一） お答えいたします。 

   地域運営仕組みづくり事業につきましては、令和５年度の実績といたしましては、新井地区の水上地域と新井南

部地区でそれぞれ４回ずつ座談会ということで活動を行っております。令和６年度今予定ではございますが、斐太

地区と新井南部地区を予定しております。まだ決定したわけではございません。 

   それから、地域運営スタートアップ支援事業の関係ですが、５年度はですね、勉強会ということで、上町それか

ら斐太、二俣、田切、妙高で行っております。ただ６年度につきましては、これは予定ですが、小出雲地区、それ

から石塚、参賀、和田、妙高高原地区を予定してございます。 

〇委員長（天野京子） 今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） ありがとうございます。これは、また講師の先生を呼んでやるような形の形態なんでしょう

か。 

〇委員長（天野京子） 地域共生課長。 

〇地域共生課長（高橋正一） そのとおりです。今年度お願いしておりましたＮＰＯ法人都岐沙羅パートナーズセンタ

ーの先生をお願いしたいと考えております。 

〇委員長（天野京子） 今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） ありがとうございます。令和５年度、令和６年度講師の方を呼んでやられていくということ

なんですけれども、この２年間やる中で、例えば妙高市の職員がですね、その先生がいなくなったときに、そうや

って地域と一緒に寄り添ったり、アドバイスをできるような人材を育てるような活動はされているかどうか、お伺

いします。 

〇委員長（天野京子） 地域共生課長。 

〇地域共生課長（高橋正一） お答えいたします。 

   基本的には地域支援員という職員がおりますので、その人間を育てていきたいと考えてございます。 

〇委員長（天野京子） 今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） ありがとうございました。地域支援員、会計年度任用職員なので、できれば市の職員でそう
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いった方がいらっしゃれば、市民の方も安心なのかなというふうには思います。 

   続きまして、新しい事業の地域のこし協力隊のＯＢを活用した協力隊サポート体制の構築についてです。この内

容を教えていただきたいのと、現在サポートすべき協力隊の人数が分かれば教えてください。 

〇委員長（天野京子） 地域共生課長。 

〇地域共生課長（高橋正一） お答えいたします。 

   サポートの事業に関しましては、これまで協力隊が入ってきておりますが、なかなか定着しないというような課

題もございました。その中で、協力隊のＯＢの方からそれぞれ困り事のヒアリングですとか、それを各課にフィー

ドバックする、そういった形でより問題があった場合に早く対応できるような体制を取りたいと思っております。

今予定しておりますのは、当課でも新たに今１名ですが、ここで２名追加になります、予定では。そのほかに農林

課の協力隊を予定しております。 

〇委員長（天野京子） 今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） ありがとうございました。じゃ、基本的には悩みを聞いて、その悩みを市役所のほうにフィ

ードバックをして、協力隊が困らないようにするといったような業務内容ということで、今まで多分地域共生課の

職員がやられていたことを新たに協力隊のＯＢの方にお願いをするという理解でよろしいですか。 

〇委員長（天野京子） 地域共生課長。 

〇地域共生課長（高橋正一） お答えいたします。 

   やはり立場が職員と協力隊って違っていた部分があるなというふうに思っておりまして、その部分では同じ協力

隊ということを経験している方々のお話というのは、ちょっと違うふうに捉えられるということで、より思いがし

っかり話ができて、次につなぐことができるのかなというふうに考えております。 

〇委員長（天野京子） 今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） ありがとうございました。このサポート体制の構築の事業の中の予算書119ページですね、地

域のこし協力隊サポート委託料33万円とあるんですけれども、この積算の根拠を教えていただければと思います。 

〇委員長（天野京子） 地域共生課長。 

〇地域共生課長（高橋正一） お答えいたします。 

   ヒアリングに関しては、１回２時間から３時間、その報告等もございます。そういったものを１人に対して３回

程度予定しておりまして、全部で４名ですかね、を想定してございます。 

〇委員長（天野京子） 今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） ありがとうございました。 

   その下ですね、住居借上料ですかね、これはこの協力隊サポート体制の中の項目ということですか、また別です

かね。ごめんなさい、別。 

                   〔何事か呼ぶ者あり〕 

〇今田委員（今田亜樹） 結構です。すみません。ありがとうございます。 

   以上です。 

〇委員長（天野京子） 岩澤委員。 

〇岩澤委員（岩澤 愛） 地域デジタル化推進事業の中で、ラインを使った回覧板というふうにおっしゃっています。

どのように回覧板の代わりにラインを普及していく予定かというところを教えていただきたいと思います。 

〇委員長（天野京子） 地域共生課長。 

〇地域共生課長（高橋正一） お答えいたします。 
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   上乗せ交付金で対応するものになってございます。地域の課題の中に、地域で発行したミニコミ誌ですとか、お

知らせの用紙があるんですが、それが回覧板であったり、そこのうちの家長さんが見るだけで、なかなかそこに住

んでいる皆さんに渡らないというのが今までアンケート調査等の中でも出てございます。その部分について、ライ

ンの登録をすることによって、その方々にタイムリーに瞬時にその回覧板の内容が伝わるということをやっていき

たいというふうに考えています。 

〇委員長（天野京子） 島田委員。 

〇島田委員（島田竜史） 昨日夕方にですね、ちょっと若いのに元気がないと言われたので、今日は元気を出してまい

りたいと思います。よろしくお願いいたします。 

   あまり予算の細かい金額どうこうという話をするつもりではなくてですね、先ほどから地域のデジタル化という

こともおっしゃっていたりとか、今ＳＤＧｓの時代というペーパーレス化というところなんですけれども、私も役

所で働いているときからですね、各課で町内会長さんだったり、委員さんにいろいろそれぞれ分散してですね、都

度案内を出したりしているのがちょっと無駄だなという思いもあったりとか、今こうして議員になってからもです

ね、本当に細かく日々いろんなところからですね、案内が来たりしてちょっと毎回見るのがつらいというようなお

声もいただいているというところで、地域共生課で言うのがいいのかどうかあれなんですけれども、町内会長さん

ともですね、近いというところもあって、そういった案内とかそういったものをですね、デジタル化をするという

ところ、一部進んでいると思うんですけれども、そういった部分と、あと紙で送るにしても、もう少し各課取りま

とめてですね、年間何十回も送るんじゃなくて、例えば月に１回の市報を送るタイミングで区長さんに渡すとか、

それから年度初めの計画とか、年度終わりの報告とか、あと来年の委員さんを報告してくださいみたいな案内とか

って大体同じ時期に来るので、そういったものをですね、各課で個別に送るんじゃなくて、まとめてやるというよ

うなですね、やり方もちょっと小さい話なんですけれども、そういったところもですね、デジタル化とか、そうい

った部分も含めて御検討いただきたいというふうに思っていますが、いかがでしょうか。 

〇委員長（天野京子） すみません。島田委員、予算の話をしてください。 

〇島田委員（島田竜史） 通信運搬費も入っているので。 

〇委員長（天野京子） 通信運搬費ということで、地域共生課長。 

〇地域共生課長（高橋正一） 区長さん、町内会長さんの変更の届出ですとか、市報の配布先の手続等をですね、今ま

で過去においては、２つの課なり、３つの課に分かれていたものを今１つにして当課のほうで対応してございます。

それから、区長さんの連絡先、町内会長さんの連絡先に関しましては、今メールアドレス等を記入していただいて、

そこを優先することということで書いていただいておりますので、そういったのが書いてある場合については、紙

を送らないで、メールで送るというふうに対応し始めたところでございます。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 項目少ないんだけども、中身が非常に濃いんですよね。できれば時間の中で全部聞きたいな

と思うんですけど、無理だなということでもって抜粋でもって伺います。 

   １つにはまずですね、地域で取り組むＳＤＧｓ活動の具体的な内容というのは、ただここで書いてあるだけ、先

ほどちょっと触れてはいたんですけども、地域ってどうやって説明して地域の皆さんに何を呼びかけるのかなって

あたり、ちょっと簡単に説明していただけますか。 

〇委員長（天野京子） 地域共生課長。 

〇地域共生課長（高橋正一） お答えいたします。 

   基本的には、地域づくり協議会の総会がございますので、その中で全体には周知していきたいと思っております。
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それ以外には担当職員が回ることも考えられると思います。それから、この交付金に関しましては、基礎交付金と

上乗せ交付金になっておりまして、先ほど来話が出ておりますのは、上乗せ交付金だと思いますが、この40ページ

の②番に書いてある上乗せ交付金という下に幾つも点で項目が書いておりますが、これが10項目ございます。これ

が一つ一つの上乗せの交付金になっております。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 要はここで言っているのは、ＳＤＧｓ所管課の事業云々とは別に、そこをそういう形の中で

取り組みしたのに対しての交付金を出すと。そうすると、所管である生活環境とのタイアップというのは、位置づ

けというのはどうなっているんですか。 

〇委員長（天野京子） 地域共生課長。 

〇地域共生課長（高橋正一） お答えいたします。 

   これまでは、地域づくり総合交付金ということで、庁内のいろんな課の部分が町内会とか、大字にお願いしてい

るような補助金の助成の仕方をしていたものを一本化したものでございます。それがですね、去年からですね、そ

の活動というのは、全てＳＤＧｓにつながるものなのでということで、この名称に変更させていただいたものでご

ざいます。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 何となく交付金でもって釣っているような感じだなというふうに思ったりするんだけども、

私は本来のＳＤＧｓの活動そのものを地域でもって何がどうなのかという、ここのところをもっと追求してといい

ますかね、地域の中で探求していく必要があるんだろうというふうに思っています。 

   それから、地域の運営仕組みづくり支援事業というのがあるんですけども、これは先ほど講演会やったとか、勉

強会やったとかって、ここのところの絡みになってくるのかなというふうに思うんですけども、何かいまいちぴん

とこないなというふうに思うんですけども、具体的にいかがですか。 

〇委員長（天野京子） 地域共生課長。 

〇地域共生課長（高橋正一） 地域の運営仕組み事業に関しましては、その前段で地域運営スタートアップ支援という

事業を行っておりまして、地域づくりについてもう一回一から勉強し直しましょう。主な内容としては、人口減少

の中でこれからの地域をどう考えるかという一番最初の取っかかりがスタートアップ支援です。それを終えた組織

に対して、じゃこれからどうしていったらいいのかというのを座談会等で具体的に話合いを進めながら、次のステ

ップに行きましょうというところが地域運営仕組み支援のほうになってございます。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 言葉で言うと理屈的には分かるんです。しかし、私思うにはね、よそから来てコーディネー

ターが来て説明したとか、皆さんでもってそういう人たちが提起した課題について、地元の皆さんが意見交換する

という、これは決して悪いとは思いません。しかし、その前にやることあるんじゃないかなというふうに思うんで

すね。地元の実態、いわゆる足元の実態を把握するという問題と、そういうことに対して市の方針、いわゆるやろ

うとすること、これからやっていこうとする、投げかけようとする、こういうものを提起する、その中でそれにつ

いてどうなんだといったときに、次の勉強会をやるというステップに持っていかないと、何か飛び越えていっちゃ

って、結局のところは何がどうなのかというお任せ仕事になってしまうという可能性が非常に強いというふうに私

は認識しているんですけども、この辺の考え方いかがですか。 

〇委員長（天野京子） 地域共生課長。 

〇地域共生課長（高橋正一） 先日斐太地区で勉強会を行いました。そこには、地域づくり協議会の主催ということで
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行いましたので、ほかの地域の方々も参加されております。例えば妙高地域から４名の方来られたんですけど、そ

れぞれの区長さん方は、新しい視点で見ることができた、考えることができたということで、ぜひ自分たちのほう

でもまずは役員会から進めていきたいということで、来年度の事業に取り組みたいというお話をしております。少

しずつでもそういった方々を増やしていくのが大事なのかなというふうに考えております。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 地域的条件といいますかね、そういう問題も大いにあるよということをそのベースにおいて、

共通的にできることはできるという形の中で、どんどん進めていっていただければというふうに思います。地域的

にはかなりの差があるなというふうに認識しております。そんなところで、それからの地域のこし協力隊による支

援という形であるんですけども、実際に先ほども別の感覚でもって出ていましたけども、果たしてその支援そのも

のについてはどうなのかって私もちょっと認識といいますかね、分かりづらくなってきています。今までいろんな

事業をやってきたんです、地域のこしでは。しかし、その検証とともに、これからじゃどうなんだ、だから今の情

勢の中でもって何をどうすればいいのかと、具体的に。ただ、行政と協力隊との話合いだけでもってじゃいいのか

というと、そうじゃなくて、地域、地元との絡みが絶対に外せない分野だと思うんですけども、この辺のところは

具体的にどのような進め方をしていくのかなというあたりをちょっとお聞かせをいただきたいと思います。 

〇委員長（天野京子） 地域共生課長。 

〇地域共生課長（高橋正一） お答えします。 

   考え方といたしましては、協力隊同士の交流の場をつくることですとか、ほかの協力隊の活動内容ですとか、意

見を聞いて、自分自身の見地を広げる、そういった中で新たな発想を取り入れるようにする。さらには、ＯＢと行

政、地域が連携して、その方を応援していこうという関わりづくり、そういったものを狙いとしております。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 言っていること分かります。そのとおりなんです。しかし、その地域との組立てがね、地域

との関係がやっぱりそこにギャップがあってというのがあります。したがって、これ大いに進めていっていただき

たいんですけども、これまでのいろんな経緯そのものを検証しながら、それを乗り越える形の中で、次のステップ

ということが絶対に必要だと私は認識するんでね、そこのところをしっかりやっていただきたいなと。上辺でもっ

てどんどん、どんどん差し引いちゃうよって話じゃないというふうに思うんで、そこをひとつよろしくお願いした

いと思うんですが、いかがですか。 

〇委員長（天野京子） 地域共生課長。 

〇地域共生課長（高橋正一） お答えいたします。 

   まさにそのとおりだと思っております。一番最初４月に地域の方々とお話しした状況と10月にお話しした状況、

そして冬場を迎えた今の状況とまた変わってきたりしていることもございますので、その変化に対してどう対応し

ていくのかということを３者でしっかり連携していく必要があるなと考えております。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） もう一点だけお願いします。 

   協力隊それぞれのところで努力して活動はしていると思います。地域とのつながり、その地域というのは自分の

いるそこだけでいいのかなと、もうちょっと広げてという、この辺のところとか、やっぱりほかとの兼ね合い、絡

みができるようなそういう活動もということに、ぜひ指導というよりも、関わりを持っていただきたいなというふ

うに思いますが、いかがでしょうか、この点は。 

〇委員長（天野京子） 地域共生課長。 
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〇地域共生課長（高橋正一） 地域共生課所管の今協力隊は１名でございます。地域の寸分道ですので、人口もそれな

りに限られておるわけですが、今協力隊員の活動とすれば、上越エリアまで広がってですね、魚の話、虫の話、環

境の話、いろいろ広がっておりますので、そういったものを地域にどう逆に生かすのかということも課題になって

きておりますが、エリアは広げていけるというふうに考えております。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） １つだけ。この地域のこし協力隊ってそもそも国から地域おこし協力隊ということから、地

域の活性化ということで始まっているんですけれども、例えば農業法人にね、地域のこし協力隊を派遣したりだと

か、そういう形をしているんだけど、それが３年でその期間で切れて、その人から今度新しい人をまた入れるよう

なね、そういうこともあると思うんですけれども、今やっぱり妙高市全体として人手が足りない、要するにいろん

な面において、地域の活性化、活力、ですんでそこのところに例えば先ほどの結婚等もそうだけれども、そこに人

を入れるというような形をとっておられるじゃないですか。だけれども、そことやっぱり地域の活性化で企業を潤

わせるような、そういうのというのはまた別格だと思うんですよね。あらゆる事業種があって、例えば農業法人１

つにしたって、そういうところに入れるんだけど、じゃその人が３人辞めたから、じゃそこに今度また新しいのを

入れて、またＯＢの人も支援していこうなんていう、そういうことをしたらほかの人たちがいろんな問題が起きる。

そうじゃなくて、そもそも論の在り方として、地域おこし協力隊として国から派遣されている、そういうのをしっ

かりと地域としても根差した活力あるものに育て上げるような方向性にして、それで最後はそこに定住してもらう

というのがそもそも論だと思うんですよ。それがどうもその企業に支援するような形の方向に取られていくと、こ

れはちょっと私は違う方向に向いちゃうんじゃないかなと思うんで、そこは１つちょっと添えておきたいと思うん

ですね。どうもそういうのが見られがちになってきて、ＯＢの人が辞めた、ＯＢになった。その後その人が支援す

る、そこまでやって支援のお金を出して、その人が同じところの職場に２人いたということになれば、これはまた

違いますよね。そこだけが潤うんじゃないんだ。地域全体が潤うようなことを始めなかったらいけないのに、どう

もそれが間違っている方向に行くということは、これ適していないと思いますんで、その辺を十分に入れながらや

っていただきたいと思いますんで、よろしくお願いします。その見解をどのようにお考えでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 地域共生課長。 

〇地域共生課長（高橋正一） お答えいたします。 

   地域のこし協力隊につきましては、一定の期間その地域に住んで、地域協力活動をやってもらいながら、地域の

持続とか強化を図っていって、その後には定住、定着していただくことを目的にしていると考えております。その

中で、協力隊のこの種類の中に、地域型というものとミッション型ということで今分かれておりますが、ともにま

ず３年間ですが、３年間終わった後で定着していただくというのが本来の趣旨でございますので、その部分を大切

にしていきたいなというふうに考えております。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） 最後にもう一点、やはりその地域のこし協力隊ということになって、その間には車とかなん

かもついたりいろいろあるじゃないですか。そういう措置して、当然のことだと思うんですけども、でもそれが３

年間で終わったと。じゃ新しい人が入ったらその車をまた継続してそこに持っていくということになると、うまく

それを利用されるような形だったら、本来の本当に趣旨と違ってくると思います。なんでそこはよく気をつけてや

っていただくべきだと私は思いますよ。肝煎りでやるべきじゃないけども、地域全体として活性化させるというこ

と、そこに入れておくんで、そういう企業が潤うような、事業主が潤うようなことじゃない、地域が潤うと、そこ

をちゃんとしていただきたいと思います。いかがでしょうか。 
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〇委員長（天野京子） 地域共生課長。 

〇地域共生課長（高橋正一） お答えいたします。 

   いずれにしても、３年後定着というのがメインになっております。その協力隊の働き先というところで、地域活

動であったり、農林課の場合は民間のほうに入っておりますので、そういった活用の仕方もこの制度の場合は可能

だという内容になってございます。 

〇委員長（天野京子） 続きまして、56番、地域コミュニティ施設管理事業、予算書は121ページでございます。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） 飛ばします。57番、地域づくりのための小水力発電事業、予算書は121ページでございます。 

   今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） お願いします。青田と菅沼で今やっていらっしゃるそうなんですけれども、地域への説明で

すね、それをどのようになさっているかというのを教えていただければと思います。 

〇委員長（天野京子） 地域共生課長。 

〇地域共生課長（高橋正一） お答えいたします。 

   初期診断調査というものを令和５年度に行いました。まずは、その段階で今後小水力発電所を設置した場合に、

ある程度の収益が見込めそうだというエリアがございました。そこで、青田と菅沼の可能性が高いというところで、

地域に対して説明会を行っております。ただし、その流量調査を今やっているわけですが、その流量がある程度一

定量ないとこの事業性も疑われるというところですので、今流量調査を行っているところです。先日ですね、その

年度の末にも近づいてまいりましたので、１回その状況をお話ししましょうということで、これまでの流量につい

ての話、それから小水力発電の進め方について、質疑も来ておりましたので、そういった打合せを地域でしており

ます。 

〇委員長（天野京子） 今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） ありがとうございます。それは２地域でやられたのかなと思うんですが、ごめんなさい、私

が聞きたかったのがその地域への説明といったときに、その地域の対象ですね、例えば区長さんだとか、ある程度

ちょっと年齢が上というか、そこだけではなくて、これからその地域でこれをもしやっていくとなれば、そこに住

む若い方々への説明が必要だと思うんですね、持続可能性をもし追求するのであれば。その辺の配慮というか、前

回集まったときの年代層だとか、どういった方が来たかみたいなのが分かれば教えていただければと思います。 

〇委員長（天野京子） 地域共生課長。 

〇地域共生課長（高橋正一） お答えいたします。 

   青田と菅沼ともにですね、お年を召された方だけではないという状況でございました。若い方もいらっしゃいま

して、女性の方もいらっしゃいました。そういった中では、自分たちはいいんだけれども、自分たちの子どもたち

が何というのかなとか、そういった話題もありましたので、基本的には役員の方々をメインにしておりますが、い

ろんな年代の方が集まっていらっしゃったというのが印象でございます。 

〇委員長（天野京子） 今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） ぜひ今後も結果とかですね、いろいろ説明するときに、今後地域を担う方々が集まりやすい

時間帯だとか、そこら辺も考慮して皆さんに周知していただけるといいなと思います。 

   あとすみません、１点。地域レベルで取り組む小水力発電に関する視察なんですけれども、これはどこへどなた

が行くかというのがもし分かっていればお願いいたします。 

〇委員長（天野京子） 地域共生課長。 
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〇地域共生課長（高橋正一） 地域で取り組む小水力発電の先進地が佐賀県にございます。ちょっと遠いんですが、佐

賀県のほうに職員２名と今対象としている地域の方々、それぞれ今予算化してございますのは、３名ずつ２地域と

いうことで予定をさせていただいております。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） １点だけお願いします。 

   今ほとんど聞かれたんですけども、要は今流量調査をやっていて、もう１年あるんですかね、そこでもって方向

が出たよといったときに地元でなんですけど、今その前段の話を地元でもって煮詰めていくということなんですが、

私は水量流量調査だってその結果というのは、恐らくそれなりきのものが出てくるんだろうなと。ただ、ここで初

期投資云々といった問題と、それから約10年後の状況がどうなのかと。ここの見通しが立たなかったら、幾ら結果

はよしとしても、そこに踏み込みできないという形になってくるわけですよね。だから、そういうところも視野に

入れた中でもって、地元の皆さんが本当にやる気になってくれるか、ここが一番の課題だというふうに思うんです

けどね、だからそういう点でもってこれからどういうふうに持っていこうとしているのか、視察もその一つだろう

というふうに思いますけども、地域の皆さんがせっかくやる、絶対にやるということになったら、元気つくような、

その気になるような、そういう方策、施策をぜひ考えながら行動してもらいたいなと。形だけじゃなくてね、その

辺のところはいかがですか。 

〇委員長（天野京子） 地域共生課長。 

〇地域共生課長（高橋正一） この事業を行う場合ですね、地域の方々が施設を設置するということで、多額の費用が

かかります。それを売電収入でお支払いしていって、それなりに自分たちのところにも収益が出るという事業スキ

ームを組んでおります。ただ、それに対してどれだけの水量があるかとか、どこにどういったものを造ればいいの

か、それから地盤はどうなのかとか、水利権の関係はどうなのか、いろんなことがございます。そういった部分を

流量調査をやりながら、さらに事業性評価ということで、６年度は調査を入れていきたいというふうに考えており

ます。いずれにしろ、リスクの部分ですね、建築後のリスクは地域が負わなければならない。それまでの調査のほ

うは全部市で実施していくというスタンスでございます。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 50キロワットなんですよね。高圧じゃなくて低圧なんですよね。この配電系統はどうなるの

かな、既設のやつを使わせてもらうのかなというふうに思ったりするんですけどね、その辺のところは地元地域の

皆さんが十分認識した上でもってここへ踏み込みしているのかな、さっき言われたように、今後継続していく地域

の皆さんの位置づけも踏まえた中で、そこは十分にやっていかないと、おらこんなはずじゃなかったということに

なったらとんだことになるよということだと思うんでね、その辺のところのじっくり話合いを進めながらやってい

ただきたいなと。したがって、今の時点で方向性が出たという時点で、その辺の組立て全部できていないと、結論

を出すというところへいけないというふうに思うんでね、そこは具体的に進めていただきたいなというふうに思い

ます。 

   以上です。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） この小水力発電の委託先はどちらに予定されていますか。 

〇委員長（天野京子） 地域共生課長。 

〇地域共生課長（高橋正一） 委託には２本ございまして、流量観測調査が１本でございます。そのほかに、事業性評

価ということで予定してございますが、これはプロポーザルを行って決めてまいります。 
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〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） 長年小水力の妙高地区でもやりましたし、でも成功していないんですよ、多分。一応そうい

う調査はやっていたと思うんですけど、どうでしたっけね、それ。御存じですか。 

〇委員長（天野京子） 地域共生課長。 

〇地域共生課長（高橋正一） 私もずっと以前の職場で小水力をやっておりました。そのときはですね、今小水力とい

うと、大体1000キロワット以下なんですが、大きいものを想定しておりました。500キロとか300キロのものを想定

しておりましたので、その水量と施設に対する投資の費用、これがペイできないということで、なかなか難しかっ

たんです。今回は50キロ以下ということで、霜鳥委員さんおっしゃった系統連携とかも低圧でできるメリットです

とか、あと電気保安員が要らないとか、いろんなメリットが50ワット以下だと大きくあります。そういったものを

実際に設置して取り組んでいる施設があって、年間150万ぐらいの収入を得ているというところがございますので、

そういったところを地域で取り組んでいけたらいいなということで、この事業に取り組んでおるところでございま

す。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） この小水力発電ということでね、我々もいろんなところに視察に行きました。しかしながら、

成功しているのかなというふうなこともあったんだけれども、今回そういう今おっしゃられた経緯だということに

なれば、可能性としては極めて大きいというふうに我々は考えてよろしいんでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 地域共生課長。 

〇地域共生課長（高橋正一） 安定した水量にもよりますが、それがあった場合には、ある程度のスキームが組めるの

ではないかというふうに考えております。 

〇委員長（天野京子） 続きまして、58番、特定地域づくり事業協同組合支援事業、予算書は121ページでございます。 

   葭原委員。 

〇葭原委員（葭原利昌） お願いします。まずですね、６年度の派遣職員数６人とありますけども、この見立てはどの

ようでしたか。 

〇委員長（天野京子） 地域共生課長。 

〇地域共生課長（高橋正一） 令和５年度３名ということで、そろったのが10月だったでしょうか、なかなかやっぱり

人を雇うということは難しいと思っております。それもできればこれは国の法律に基づいて行うという事業なんで

すが、付託の中で、できれば首都圏からとかというのがついておりますので、私どももなるべく首都圏のほうから

従業員が来ていただくようにというふうに組合のほうにお願いをしておりまして、今現在は３名中２人が首都圏か

ら来ております。新年度におきまして３名ということで、今鋭意募集をかけているところでございます。 

〇委員長（天野京子） 葭原委員。 

〇葭原委員（葭原利昌） では、まだプラス３名は確定というところまでは至っていないといったところでよろしいで

すか。 

〇委員長（天野京子） 地域共生課長。 

〇地域共生課長（高橋正一） まだでございます。 

〇委員長（天野京子） 葭原委員。 

〇葭原委員（葭原利昌） そこでなんですけど、今移住、定住サイトに妙高のマルチワークってあるじゃないですか。

そのサイトあるんですけど、やはり妙高の四季の動画はそこの中にあります。なんですけど、私やっぱりそこで派

遣されている方、今もう３人いるわけですね。そういった方々の活躍している動画ですとか、あるいはその組合参
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加企業、これたしか10社あったと思います。そういったところのＰＲ、制度全般のＰＲ、見える化をしたらやっぱ

り首都圏とか、よそから来る人にとっては非常に分かりやすくて、ああ、行ってみたいなというふうに思うと思う

んです。これは厳密に言うと、組合側の話かもしれないんですけど、今派遣人材の経費とこれ事務局経費で、半分

を国と市で持って、半分をこれ組合さんのお金ですよね。というところでは、ＰＲだとか、その他の経費にお金っ

て余裕は私はないと思います。そこで、やっぱりこれは移住、定住の関係する業務で、非常にその組合かもしれな

いんですけど、これは私ども行政にとっては移住支援の一つのこれは大きな柱になるんだと思っています。移住、

定住でしたら、それは市に対する、行政に対する非常に大きな経済効果を生み出すものですから、そういった意味

で、その組合と連携、連動しながら、やはり市としてもＰＲ関係あたりの支援、あるいはもっとほかにできるもの

があるんであれば、それは市独自でやったらいかがでしょうかと思います。どうですか。 

〇委員長（天野京子） 地域共生課長。 

〇地域共生課長（高橋正一） 組合はホームページを持っておりますが、確かに募集ですとかですね、その後の見直し

がちょっと行われていない状況でございます。今委員さんからお話のあった件について、ちょっと組合のほうと話

を進めてまいりたいと考えております。 

〇委員長（天野京子） 続きまして、59番、クラインガルテン妙高維持管理事業、よろしいですか。 

   島田委員。 

〇島田委員（島田竜史） よろしくお願いいたします。以前にお聞きした契約の年数、スパンの話でもうちょっと短く

したほうがいいんじゃないかということで、お話しさせていただいたんですけど、その後の検討の結果はいかがで

しょうか。 

〇委員長（天野京子） 地域共生課長。 

〇地域共生課長（高橋正一） 令和５年度からですね、基本的には１年間なんですが、それを最長４回更新できるとい

うことで、５年間だったものを３年間に変更させていただきました。 

〇委員長（天野京子） 島田委員。 

〇島田委員（島田竜史） ありがとうございます。実際に利用者が定住に結びついたという最近のお話も私知っている

ので、施設の目的がすごくいいなというふうには思っています。一部やっぱりただ単に別荘地みたいな扱いで使っ

ている方もいらっしゃるというところも伺っているので、長くいれば妙高に来るかというところもありますし、そ

の施設の目的からしてもですね、早めに回していくのがいいんじゃないかなということで改めて申し上げます。 

   以上です。 

〇委員長（天野京子） 今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） クラインガルテン妙高は、そもそも妙高市滞在型市民農園という形で、農林課にあって、そ

こから地域共生課へ来たと思うんですけれども、やっぱり妙高での暮らし、要は移住、定住に結びつくような形で

ここを使うということは、今後の市の考えとしてはどうなのかというところをお伺いしたいと思います。 

〇委員長（天野京子） 地域共生課長。 

〇地域共生課長（高橋正一） お答えいたします。 

   クラインガルテンは、平成19年から供用開始しております農林課の所管の事業でございました。それがですね、

令和３年から当課のほうに移りました。これは、やっぱりもともとは農村と地方の交流という部分で、農地として

利用するというところの位置づけが強かったんですが、やはり時代が変わってきて、妙高の魅力を理解していただ

いて定住に結びつけるというところで、当課のほうに所管が変わってきたものでございます。そのために、できれ

ばここに入っている期間が終わった後で定住していただきたいということで、空き家バンクのチラシなんかもです
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ね、毎月のように配らせていただいて、いい場所があったらこちらへどうぞということで働きかけを行っておりま

す。 

〇委員長（天野京子） 61番、妙高ふるさと暮らし応援事業、予算書259ページでございます。 

   岩澤委員。 

〇岩澤委員（岩澤 愛） 地域のこし支援員の方が新たに加わるということなんですけれども、現在の移住支援員の方

と地域のこしの方の仕事のすみ分けなどはどのように予定されているか、教えてください。 

〇委員長（天野京子） 地域共生課長。 

〇地域共生課長（高橋正一） 今ですね、空き家バンク、それから移住、定住の関係等々、今現在は２名ですね、移住

支援員がメインとなって事業を行っております。ただ最近ですね、非常に件数が多くなってきております。相談件

数も月に70件ぐらいあります。そのほかに内覧ですとか、調査等で出ていってしまう機会も多くなっております。

そういった中での新たな人材を確保する、それから今までの移住、定住施策になかった部分で新しい発想がないか

なというところで、完全なすみ分けはなかなか難しいと思いますが、それぞれの役割を持ちながら、情報発信等を

やっていただければいいなというふうに考えております。 

〇委員長（天野京子） そのほかございませんでしょうか。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） 続いて、歳入に対する質疑を行います。 

   125番、長沢会館会議室等使用料、予算書の27ページでございます。 

   霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） システム上の関係でもってちょっと伺いたいんです。 

   ここでもって長沢会館の使用料でもって、部屋の使用ということでもって別枠でのっかってきているんですね。

管理運営は地元でやっているという中の１部屋を使用料としてこっちへ来てここに入っているという、このシステ

ムどうなのかというをちょっと。郵便局のせいなのかどうなのかなんですけど、その辺どうですか。 

〇委員長（天野京子） 地域共生課長。 

〇地域共生課長（高橋正一） お答えいたします。 

   委員さんおっしゃるとおり、郵便局です。郵便局の部屋を中心に、入り口の部分ですとか、その面積部分につき

まして、行政財産の目的外使用ということで、使用料をいただいております。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） ちょっと複雑というかね、建屋は市のものであって、管理は地元でやっていて、そのうちの

部屋１つがこちらでという、このところは地元に入るというパターンにはならないわけですか、これは使用料。 

〇委員長（天野京子） 地域共生課長。 

〇地域共生課長（高橋正一） 施設はあくまでも市のもので、そこは占有するというところで、目的外使用になってお

りますので、市のほうでお金をいただくことになっております。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 何かその辺ね、ちょっとずれがあってというか、複雑な関係になっていますけど、地元の皆

さんがちゃんと特段分かっている人、分からない人という部分があるんですけども、理解できるような形でもって

進めていっていただきたいなと。全体的に、そこも含めた中でもって管理そのものは地元でやっているというパタ

ーンになりますかね。指定管理でもって、長沢会館そのものを地元が指定管理を受けているという位置づけになっ

ていますから、そのうちの１部屋だけというこのずれ、例えば昨日の土砂災害の検知器のあんなような形になるん
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ですけどもね、その辺のところを地元と十分な話合いというか、指導というかやっておいてください。 

   以上です。 

〇委員長（天野京子） 139番、クラインガルテン妙高納付金につきましては、予算書75ページでございます。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） 歳入に対するそのほか質疑ございませんか。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） これにて質疑を終わります。 

   採決は後ほど行います。 

   議事整理のため、11時25分まで休憩いたします。 

休憩  午前１１時１８分 

再開  午前１１時２５分 

〇委員長（天野京子） 休憩を解いて会議を続けます。 

   それでは、市民税務課の審査に入ります。終了予定時間は12時でございます。よろしくお願いいたします。 

                                                     

  議案第１２号 令和５年度新潟県妙高市一般会計補正予算（第１３号）のうち当委員会所管事項 

〇委員長（天野京子） まず、議案第12号 令和５年度新潟県妙高市一般会計補正予算（第13号）のうち当委員会所管

事項についてを議題とします。 

   提案理由の説明を求めます。市民税務課長。 

〇市民税務課長（岩澤正明） お願いいたします。ただいま議題となりました議案第12号 令和５年度新潟県妙高市一

般会計補正予算（第13号）のうち市民税務課所管事項について御説明申し上げます。 

   補正予算書４ページをお開きください。第２表、繰越明許費補正、上段の２款３項戸籍住民基本台帳費の戸籍住

民基本台帳整備事業、住民票等コンビニ交付サービス事業におきまして、戸籍法の一部改正等により、今年度予定

しておりました戸籍やマイナンバーカードへの振り仮名等の表記に係る各種システム改修について、国の補助金の

交付決定が２月末となり、年度内の完了が見込めないため、翌年度に予算を繰り越して執行したいものです。なお、

戸籍住民基本台帳整備事業では12月に補正した459万8000円を含む1027万4000円、住民票等コンビニ交付サービス事

業では12月に補正した188万1000円につきまして、繰越明許費の設定を行いたいものであります。 

   以上、市民税務課所管事項を御説明申し上げましたが、よろしく御審議の上、議決賜りますようお願い申し上げ

ます。 

〇委員長（天野京子） これより議案第12号の当委員会所管事項のうち市民税務課の所管事項に対する質疑を行います。 

   霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） もし見通しが立っているんだったら、お聞かせください。いつになるか分からんというなら

分からんでいいです。 

〇委員長（天野京子） 市民税務課長。 

〇市民税務課長（岩澤正明） 今回の国のスケジュールの遅れなんですけれども、戸籍に振り仮名をつける。これは、

再来年、令和７年の５月から次の年の１年間かけまして、市民の方から届出あったものをですね、戸籍に振り仮名

をつけていくといったことになります。それまでの改修が来年度、今年度本当であれば国のほうは今年度と言って

いましたけれども、実際その仕様がですね、なかなか固まらない関係で遅れているといったことであります。です

ので、来年というか、来年度の夏を目安に国は改修終了したいというふうなことを言っておりますので、それが目
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安になろうかというふうに思っております。 

〇委員長（天野京子） そのほかございませんか。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） これにて質疑を終わります。 

   採決は後ほど行います。 

                                                     

  議案第２号 令和６年度新潟県妙高市一般会計予算のうち当委員会所管事項 

〇委員長（天野京子） 次に、議案第２号 令和６年度新潟県妙高市一般会計予算のうち当委員会所管事項についてを

議題とします。 

   提案理由の説明を求めます。市民税務課長。 

〇市民税務課長（岩澤正明） ただいま議題となりました議案第２号 令和６年度新潟県妙高市一般会計予算のうち市

民税務課所管の主なものについて御説明申し上げます。 

   初めに、歳入から申し上げます。予算書12、13ページをお開きください。１款の市税につきましては、前年度比6.4％

減の44億8630万6000円を計上いたしました。主な税目では、市民税のうち個人市民税では、令和６年度税制改正に

伴い、所得税と併せて実施される定額減税による所得割の減や国税の森林環境税新設に伴う均等割の減等により、

前年度比8.7％の減少を見込み、法人市民税では市内主要企業の収益減による法人税割の減少が予測されることなど

から、前年度比37.4％の減少を見込みました。 

   次に、14、15ページの固定資産税では、土地価格の下落や評価替えによる既存家屋の減価等により、前年度比1.0％

の減少を見込みました。 

   16ページ、17ページから18ページ、19ページ中段にかけての軽自動車税、種別割では、車両入替えによる現行税

率が適用される車両の増加により、前年度比1.6％の増加を見込んでおります。 

   その下の入湯税では、行動制限の解除等による入湯客数の増加を見込み、前年度比13.9％の増加を見込みました。 

   次に、歳出について御説明いたします。大きく飛びまして、116、117ページをお開きください。中段２款１項13目

行政窓口サービス向上事業では、親切丁寧な窓口対応を行うとともに、市民総合相談窓口を開設し、市民の方から

の様々な相談に対応するほか、外国人支援協力員を設置し、通訳等の仲介支援により、外国人や地域の方の不安解

消に努めてまいります。その下の人権啓発活動事業では、差別や偏見のない地域社会の実現に向け、10月に人権講

演会を開催するほか、令和７年度から11年度までの計画期間となる第４次妙高市人権教育・啓発推進基本計画を策

定し、関係課や関係機関等と連携しながら、市民の人権意識を高めるための人権教育啓発活動を推進してまいりま

す。 

   少し飛びまして、130ページ、131ページをお開きください。中段の２款２項２目市民税徴収確保対策事業では、

口座振替のほか、ＱＲコードを活用した市税の電子決済納付サービスや地方税共通納税システムの利用など、納税

環境の整備を進めるとともに、新たに預貯金等の電子照会システムを導入し、早期調査による適切な滞納処分を進

め、初期滞納の解消と長期高額案件の計画的な削減に取り組み、滞納件数と滞納額の縮減に引き続き努めてまいり

ます。 

   132ページ、133ページ中段の戸籍住民基本台帳整備事業では、デジタル社会の基盤となるマイナンバーカードに

ついて、当市においては現在83％を超える交付率となっており、さらに暗証番号不要の顔認証マイナンバーカード

の導入や利活用の拡大の動きと併せ、引き続き取得促進を図ってまいります。また、本庁、支所の窓口にキャッシ

ュレス端末を導入し、各種証明書の交付手数料支払いでの利便性の向上を図ってまいります。 
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   以上、市民税務課所管の主なものを御説明申し上げましたが、よろしく御審議の上、議決賜りますようお願い申

し上げます。 

〇委員長（天野京子） これより議案第２号の当委員会所管事項のうち市民税務課の所管事項に対する質疑を行います。 

   歳出からです。 

   63番、行政窓口サービス向上事業、予算書の117ページでございます。 

   霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 窓口サービスですね、サービスの向上という形で、私ここの点では皆さんいろいろとサービ

スそのものをきちんとやってくれているなというふうに思ってはいるんですけども、ちょっと１つだけ気になるの

は、特には妙高高原方面になるんですけども、外国人対応というのは実態どのようなのかな、これは中心はそっち

へ行くけども、あと市全体の窓口対応に関わっていると思うんですけども、今アプリ使ってどうのこうのというよ

うな話も出ているんですけども、実際はどんなもんですか。 

〇委員長（天野京子） 市民税務課長。 

〇市民税務課長（岩澤正明） 昨日妙高高原支所長が話していたこともあるんですけども、翻訳アプリを使っていてで

すね、全く日本語がしゃべれない方については、そのような対応をしておるといったところでありますが、そのほ

かですね、企業の技能実習生や移住してこられる方にもですね、企業の場合は企業担当者がついたりですね、移住

の方でも、全く日本語が話せないという方はなかなか少ないと、連れ合いの方が日本人であったりといったことが

多いので、比較的全く日本語ができない方の来庁というのは少ないというふうに認識はしております。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 件数はかなり増えてきているという、こういう見方でいいんですか。 

〇委員長（天野京子） 市民税務課長。 

〇市民税務課長（岩澤正明） 短期の冬のスキーのインストラクターというような方もおりますし、技能実習生、それ

と移住される方ということがあるかと思いますが、技能実習生、移住者ともですね、少しずつ増えております。短

期間のインストラクター、短期間の就業、スキー関係ですね、の方についてはコロナが落ちついたといったことで、

今年度はかなり多くなっております。 

〇委員長（天野京子） 続きまして、64番、人権啓発活動事業、予算書の117ページでございます。 

   今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） お願いします。第４次妙高市人権教育・啓発推進基本計画の策定ということで、令和７年に

向けて来年度やられると思うんですが、今までの第３次がですね、コロナ禍を経ていろいろな人権に関するＬＧＢ

Ｔもそうだし、コロナもあるし、女性、それから子ども、障がい者も含め、いろんな分野の人権施策あるんですけ

れども、何を大切にして、どのようにつくり上げていくか、今の時点で何か思いというかあれば伺いたく思います。 

〇委員長（天野京子） 市民税務課長。 

〇市民税務課長（岩澤正明） 今年度ですね、アンケート調査を実施したところであります。その分析については、こ

れから人権懇話会といったところでですね、分析結果を出しながら修正していきます。何をですね、中心にするか

といったところは、今のところではですね、決めてはおりませんし、全て大事なものだというふうな認識ではおる

んですけれども、女性の参加の関係、やっぱり今ほどおっしゃったＬＧＢＴの関係、それと妙高市については外国

人の方がおられますので、外国人の方の人権というものが次期計画では重要になってくるのかなという認識ではお

ります。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 
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〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 私の苦手な分野なんですけども、この中でインターネット上での人権パトロールというのが

あるんですね。こんなことできんのかという、そういう感覚なんです、私自身も。実際にはどのようなことなのか

ちょっとお聞かせいただけますか。 

〇委員長（天野京子） 市民税務課長。 

〇市民税務課長（岩澤正明） 人権パトロールにつきましては、市民税務課で行っています。特に私がですね、週１回

１時間程度インターネットを検索しまして、いじめであるとかですね、被差別部落のですね、誹謗中傷であるとか、

そういったところをインターネットを検索しながらパトロールしているといったところで、それが実態であります。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） そういうことなんですね。要はインターネットの中身を見る中でもってチェックしていると

いうことでいいわけですね。分かりました。 

〇委員長（天野京子） 続きまして、66番、固定資産評価替え事業、予算書の129ページでございます。 

   霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） この評価替え事業の中でも、こういうのもそんなにないんだろうというふうに思うんですけ

ども、土地の評価替え業務委託料、それから標準宅地時点修正委託料、この辺の中身をちょっと教えていただけま

すか。 

〇委員長（天野京子） 市民税務課長。 

〇市民税務課長（岩澤正明） 土地の評価替えにつきましては、３年に１遍といったことであります。３年を１サイク

ルとしておりまして、今年度は令和６年度からということで、３年間決定しているところであります。それでです

ね、土地評価替え業務委託につきましては、３年目の１年目の事業と、１年目の仕事といったことになりまして、

用途地区、それと状況類似地域の見直し選定、それと主要な街路、標準宅地の見直しなど、その１年目の作業を行

うものです。 

   もう一つありました標準宅地の時点修正の調査料というものでありますけれども、これは評価替えをしますけれ

ども、毎年度下落等ですね、あったときにはその土地の価格を毎年時点修正する必要がありますので、これは毎年

行うものといったことで予算を計上しております。 

〇委員長（天野京子） 続きまして、69番、市税徴収確保対策事業、予算書の131ページでございます。 

   島田委員。 

〇島田委員（島田竜史） よろしくお願いいたします。徴収班で会計年度さんも雇用してやっているということで、私

も承知しているんですけど、基本的に預貯金とか、金融機関の借入れ状況とか、いろいろ確認をしていると思うん

ですけれども、払えなくなってしまった方の金融機関の借入れ等の取扱いというかですね、そういうところって金

融機関と何かこうやり取りというか、されているんでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 市民税務課長。 

〇市民税務課長（岩澤正明） 預貯金等の調査ということでありますけれども、まず流れとしましては、納期限があり

ますので、納期限に納付されない方、20日たちますと督促状のほうを発送いたします。それで督促状を発送しまし

て、期限を定めて納めていただくと。その後ですね、納めていただいていない場合については、折衝をするような

ことになります。それと同時に調査ですね、納めていただけない場合は調査といったことになります。その中で、

預貯金等持っていらっしゃる資産の調査といったことになります。その一つの中に預貯金調査がありますけれども、

金融機関とのやり取りというか、協定とかというものではなく、地方税法に基づく調査といったことになっており

ます。今回今までは手紙、書面でのやり取りをしていたんですけれども、デジタル化の推進というか、国でも推進
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しておりますし、金融機関等での事務の効率化の観点からですね、電子的な調査が来年度から始まるといったこと

で予算のほうを計上させていただいております。 

〇委員長（天野京子） 島田委員。 

〇島田委員（島田竜史） ありがとうございます。あと不納欠損処分も出たりすると思うんですけれども、お亡くなり

になられたとかというところでは分かるんですけど、そういった処分をしている具体例って言える範囲でいいんで

すけれども、どういったものを不納欠損処分しているか、ちょっと教えていただけますでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 市民税務課長。 

〇市民税務課長（岩澤正明） 不納欠損処分でありますが、まずその前にですね、滞納処分の執行停止といったものが

あります。滞納処分することができないような財産であるとか、滞納処分をすることによって、滞納者の生活が著

しく窮迫してしまうとか、滞納者の処分する財産がもうないとかいったところで、滞納処分の執行停止というもの

があります。それで、その状態が３年を経過することによって、納税義務が消滅するといったところでありまして、

それが不納欠損といったことになります。そのほかにですね、この執行期間停止中に滞納者が死亡した、滞納法人

が倒産してしまったときにおいても、不納欠損といったことになります。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） これ課長ね、１つお願いがあるんだけれども、この徴収に当たって差押えだとか、それから

預金通帳見るんだけど、やっぱりプライバシーにすごく入ってくる部分があったりとか、それからある意味その方々

がやっぱり自分が権限があるんじゃないかと思うがごとく強い勢いで言う、そういう方々も中にはいらっしゃると

思うんですよ。そういうことの事案を私もいろいろと見てきて相談を受けたこともあるし、実際正直コロナ禍にお

いて、事業主だって社会保険の要するに猶予認められた部分があったんだけど、今それを回収する、あとはゼロゼ

ロ金利なども今回収するような状況になって、あたかもそのときには、これを使ってくれって国が言っていたもの

が全て回収のときになったら、今度これを差押えしますってもうやる気を、生きる力、事業をやる力をなくすよう

な、そういうような取立ての仕方というのは私は絶対やめるべきだと思う。なんで、そういうことのないような考

えでやっていただきたいと思うんだけれども、やっぱり我々以外の市民、国民は、普通に来られては払えないんだ

けど、しようがない何とか払ってあげよう、払わなきゃいけないって気持ちはあるんですよ。だけれども、それが

できない現状だって理解しながら、うまく話していくということってすごく大事だと思うんですよね。その辺を含

めたやり方を私はすべきだと思います。ぜひその辺どのようにお考えでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 市民税務課長。 

〇市民税務課長（岩澤正明） 納税折衝する中ではですね、やはり自主納付というところに導いていきたいというふう

に思っておりますので、いろんな方事情あると思いますので、そこに思いが行くような対応を取ってまいりたいと

いうふうに思います。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） ぜひですね、本当大事なことで、妙高市はそういうことは私ないと思う。だけれどもね、国、

それから各所管、そこはあまりにもね、やっぱりひどい部分が、自分の事業で駄目だったんじゃなくて、今回のコ

ロナだとか、大震災だとかそういうふうにみんな、東北大震災いろんな災害がつながってきて事業が徹したりとか

いうところたくさんあるんですよ。それをね、やはりね、その自分の権限を持ったというがごとく、それを強く言

うことによってやる気を損ねるということが非常にある。私はそういうことはやっぱりやるべきじゃないと思うし、

ぜひ妙高市としてやっぱりそういうことというのは考えていくことが大事だと思います。まず、事業主もそうだし、

やっぱり生産人口が減っていく一つにおいては、やっぱりそういうところの妙高で頑張ろうという意識を持ってい
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くことも、この徴収の方々の大事な私は一つの義務だと思っております。その辺城戸市長はどういうふうに思って

おられますか。 

〇委員長（天野京子） 城戸市長。 

〇市長（城戸陽二） お答えさせていただきます。 

   本来税金は、本来ですよ、建前ではなくやはり自主納付が原則であります。ほとんどの方が事業主の方もいらっ

しゃいますし、サラリーマンの方もいらっしゃる中でいうと、特別徴収として給料から引かれている住民税があっ

たり、固定資産税であっても、原則は口座振替等を依頼させていただきまして、自主納付をお願いしているところ

であります。やむを得ない理由により、やはり税金を納められない方というのは、当然立場、立場でいらっしゃる

と思います。その方に対しては、個々の対応という形は当然丁寧にしなければいけないなというふうに思っており

ますが、市の側から出向かなきゃいけない場合も多にあります。ですが、原則はやはり納税相談に来ていただきた

いなという、原則はさっき自主納付という立場からいうとね、来ていただいた中で、個々の実情を判断し、その方

に合った対応というのを考えていくべきだというふうには思っております。何が何でも強制というかね、当然その

理由も様々でありますので、そこには寄り添う必要はあろうかと思いますけれども、本当に昔でいうお上というか

ね、上から目線というのは避けるべきだとは思っておりますけれども、ただ納税に関しては、やはり自主納付とい

う形を私はもっと積極的に話していくべきだと思っておりますし、受け止め方で誤解のないように、誤解をもし与

えるかもしれないけど、やはり何らかの理由で税金を納められない人に関しては、よりたくさんの経費がかかりま

す。例えば差押えするにあっても、申立てをしなきゃいけないとかですね、時間もかかります。だけど、真面目に

納めている方というのは、何の経費もかからずに市に税金を納めていただいているわけでありまして、私はその辺

のバランスもしっかり考えていく必要はあろうと思っております。ただ、対応に関しては、個々の人に向き合った

対応をしていく必要もあろうかなと思っております。 

〇委員長（天野京子） 続きまして、70番、戸籍住民基本台帳整備事業、予算書の133ページでございます。 

   葭原委員。 

〇葭原委員（葭原利昌） お願いします。戸籍住民基本台帳整備に係る内容で、今日の新潟日報さんのこの記事見ます

と、基幹業務システムの標準化、妙高市は25年度末目標までに間に合わないというふうな記事が載っています。こ

ちらについてまず確認です。デジタル庁の調査は昨年10月に行った。その結果です。今から半年前です。現状はど

のようでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 市民税務課長。 

〇市民税務課長（岩澤正明） 現状というか、この調査につきましては、情報担当の総務課のほうで回答しているもの

であります。標準化に向けた作業と、庁内の作業としては、標準化の仕様書が出ておりますので、現段階で出てい

るものに対して、あと市役所で入れているシステムとの違い、市役所オリジナル、妙高市オリジナルで入れている

ものが何であるかといったような調査を各課ではしたところです。それを受けまして、総務課のほうでは標準化プ

ラスどのようなオプションが必要かといったようなところを把握しながら、業者との調整なり、導入計画を立てて

いるというふうに認識しております。その中で、そのような作業がある中で総務課のほうで回答したというふうに

認識しております。 

〇委員長（天野京子） 葭原委員。 

〇葭原委員（葭原利昌） 分かりました。大本は総務課のほうでといったところでは、私も承知しております。ただそ

の現場でね、実際に例えば住民基本台帳など大体一番これが大きいんですよね。この基幹系のシステムで、確かに

住民サービスへの影響はないとされていますけども、それはそうなんだと思います。住民に直接的なね、市民の皆
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様へのサービス的には、標準的になろうが、今の現状であろうが、それはないと思うんですけど、この標準化にし

ましょうという大本の狙いというのはコスト削減ですよね。今までいろんな各自治体がそれぞれ独自にいろんなパ

ターンがあって、そうじゃなくて、全国一律に標準的なシステムにすることによって、コスト削減が図れるじゃな

いのという部分では、その標準化が遅れれば遅れるほど、私ども自治体としては、財政負担がそれが高くなってい

くのが続くわけですから、それは市民の負担増にもつながる話ですから、それはなるだけそういうことがないよう

にしたいというのが私どもの願いです。そういう意味で、現場を預かる市民税務課さんですけども、総務課と連携、

連動しながらですね、これが早期に解決されるようにお願いします。 

   以上です。 

〇委員長（天野京子） 歳出に対するそのほかございませんでしょうか。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） 続いて、歳入に対する質疑を行います。いかがでしょうか。 

   一括して質疑をしていただきます。 

   宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） 一括っていったって、１つか２つしかないんだけれども、たばこ税の推移はどういう状況で、

この予算を立てられておりますか。 

〇委員長（天野京子） 市民税務課長。 

〇市民税務課長（岩澤正明） たばこ税の課税の状況といったことで、令和４年度の課税調定額につきましては２億

2309万7000円といったところであります。そのような状況を見ますとですね、２億円程度で納めていただいている

ところなんですけれども、コロナの関係で一旦下がっていますが、現在少しずつ上がってきているといったところ

であります。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） このたばこ税が入ってきて、これの使い道ですよね。それはどのようなものを予定してこれ

予算立てされているんでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 市民税務課長。 

〇市民税務課長（岩澤正明） たばこ税につきましては、普通税といったことで目的税と異なっておりますので、特段

ですね、これに充てるといったことで、税金を集めていると言ったわけではございません。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） こういう言い方もおかしいんだろうんだと思うんだけれども、やはり嗜好品じゃないですか。

税もこれだけ入ってきているんだし、伸びていると。この職場環境にしてもそうなんだけれども、やっぱりね、前

回一般質問でも話ししたように、このストレスがやっぱりたまる時間に吸えないことって、私はね、本当にね、一

か所でもね、そういうのは設けてあげることも必要じゃないかなと。新しい時代としても、それいろんなところ、

これから新しく図書館造ればね、あっちまで遠いところ行ってそれで吸うこともできない、どこに行っても、家ま

で行って、近くだったらいいですよ、ここ近くに行って、車で行って戻ってくる、車で外出てね、たばこ吸う。せ

めて１つ、もう本当に１畳か２畳かそれぐらいでもいいから、そういうところを作ってあげるということも、また

それは環境整備としても少しは私はいいんじゃないかと、私個人的にすごく思うんですよね。私自身もたばこ吸わ

ないんだけれども、やっぱり見ていると、ストレスを感じるんじゃないかなと。今何か電気みたいなやつで吸った

りする人たちもいるし、なんで、せめて１つぐらいのところも必要ないんじゃないかと。駅だってそうだし、構内

にもあるし、いろんなところにもあるのを見ると、公共の施設でもそうですし、いろんなところでポイ捨てしたり



 

 - 27 - 

とかするよりも、むしろそこのところにそういう環境整備というのも、また職員のためにもなるし、来た人のたば

こ吸うほかの人にも、私はちょっと重要じゃないかなと思って質問していたんだけれども、それはあんまりできな

いというようなことなんだけれども、市長はちょっと１つどうでしょう。 

〇委員長（天野京子） 市民税務課長。 

〇市民税務課長（岩澤正明） すみません。市長答える前に私のほうで少し状況ですね、国の状況等を説明させていた

だければと思います。 

   ６年度の税制改正の中にですね、検討事項ということで、屋外分煙施設等の整備促進というのは、国のほうで話

を出しています。普通税であるんですけれども、望まない受動喫煙の対策の推進、地方たばこ税の継続的、安定的

な確保といったことで、駅前商店街など屋外分煙施設の整備も、地方公共団体はその重要性を認識してたばこ税の

活用等を含め、民間事業が行う場合の施設整備ですかね、の支援、予算措置などをするように積極的に取り組むよ

う国のほうでは地方公共団体にですね、促すといったことがあります。通知はですね、自民党の一部の中でですね、

たばこ税の一部を目的税化したほうがいいんじゃないかというような議論もあります。ただ、国の総務省のほうで

は、やっぱり貴重な財源、何でも使える財源であるので、それは維持すべきである、市長会のほうでもそのような

意見でありますので、そのあんばいが重要かなと思いますので、しかるべきまた通知が来るような話がありますの

で、その辺は市民税務課として、財務課とかですね、そういうところで税を賦課する立場、活用する立場のほうで

ですね、庁内のほうにこういう立場もあるんだというようなことは、説明すべきだというふうに市民税務課として

は思っているところです。 

〇委員長（天野京子） 城戸市長。 

〇市長（城戸陽二） 今のまず補足からさせていただきます。 

   北信越市長会において、総務省の職員が出向いてきまして、首長に対して今の話をしていきました。国では目的

税化すべきという議論が沸いています。全国の自治体からすると、やはりたばこ税というのは貴重な一般財源であ

りますので、特定の使途を定められることは、なかなかやっぱり好ましくないということで一致をしております。

そういう意味では、国が今言ったようにこれは目的税化するというのは、今喫煙される方の権利を守るために、そ

ういう分煙施設を強制的に造りなさいというような意味合いが多分含まれているというふうに私も思っていますけ

れども、国もどちらかというと、今課長言ったように、この一般財源化でいきたいという考え方でいますし、私も

そうであります。それの上で、分煙を進めなきゃいけないという考え方も分かります。私もこの場で言うのが適切

かどうかあれですけども、私もたばこは吸いますので、どちらかというと、そういう権利の側ではありますが、こ

れもバランスの問題だと思っています。健康増進と個人の嗜好品という考え方、アルコール飲める場所を作ればい

いかというと、それはまた違うわけであるし、そういうバランスをやはり考えながら政策を打っていかなきゃいけ

ないという中では、妙高市は公共施設においては、分煙ではなくて禁煙という形で、健康増進に重きを置いて施策

を打っております。これはＳＤＧｓも含めて、健康都市、100歳ということも掲げた中でいうと、こちらの施策のほ

うは明らかに重たいかなというふうに私思っていますので、今現在大変申し訳ありませんが、公共施設に関しては、

この制度を禁煙という制度をですね、続けていきたいというふうに考えております。 

〇委員長（天野京子） 歳入に対するそのほかございませんか。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） これにて質疑を終わります。 

   採決は後ほど行います。 

   議事整理のため、13時まで休憩をいたします。 
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休憩  午後 ０時０２分 

再開  午後 １時００分 

〇委員長（天野京子） 休憩を解いて会議を続けます。 

   それでは、こども教育課の審査に入ります。終了予定時刻は14時20分となっておりますので、御協力をよろしく

お願いいたします。 

                                                     

  議案第１２号 令和５年度新潟県妙高市一般会計補正予算（第１３号）のうち当委員会所管事項 

〇委員長（天野京子） まず、議案第12号 令和５年度新潟県妙高市一般会計補正予算（第13号）のうち当委員会所管

事項についてを議題とします。 

   提案理由の説明を求めます。こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） ただいま議題となりました議案第12号 令和５年度新潟県妙高市一般会計補正予算

（第13号）のうちこども教育課所管事項について御説明申し上げます。 

   補正予算書の４ページを御覧ください。第２表、繰越明許費補正の下段の10款２項小学校費、小学校施設管理事

業の89万1000円につきましては、１月１日に発生した能登半島地震で被災した妙高小学校の除雪機格納庫等新築工

事に係る設計業務委託になります。 

   その下の３項中学校費、中学校施設管理事業の176万円につきましては、同じく地震で被災した妙高高原中学校の

普通教室棟と特別教室棟の接合部分の改修に係る設計業務委託になります。いずれも現地調査や関係機関との調整、

工法の選択などに時間を要し、年度内の完了が見込めないことから、繰越明許費を設定したいものであります。な

お、いずれの事業につきましても、５月末日の完了を予定しております。 

   以上、こども教育課所管事項を御説明申し上げましたが、よろしく御審議の上、議決賜りますようお願い申し上

げます。 

〇委員長（天野京子） これより議案第12号の当委員会所管事項のうちこども教育課の所管事項に対する質疑を行いま

す。ございませんか。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） これにて質疑を終わります。 

   採決は後ほど行います。 

                                                     

  議案第２号 令和６年度新潟県妙高市一般会計予算のうち当委員会所管事項 

〇委員長（天野京子） 次に、議案第２号 令和６年度新潟県妙高市一般会計予算のうち当委員会所管事項についてを

議題とします。 

   提案理由の説明を求めます。こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） ただいま議題となりました議案第２号 令和６年度新潟県妙高市一般会計予算のう

ちこども教育課所管の主なものについて御説明申し上げます。 

   まず、歳入から御説明申し上げます。予算書の37ページを御覧ください。上段の16款２項１目３節の特定防衛施

設周辺整備調整交付金のうち放課後児童クラブ事業は、新井小学校区放課後児童クラブ移転改修設計作成委託に対

する国からの交付金になります。また、小学校管理費と中学校管理費は、給食備品の購入、特別支援学校施設管理

事業は、特別支援学校の受水槽更新工事に対する国からの交付金になります。 

   下段の16款２項２目２節児童福祉費補助金のうち子ども・子育て支援事業補助金は、児童手当の制度改正に伴う
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システム改修に対する補助金になります。 

   次に、43ページを御覧ください。中段の16款２項６目１節小学校費補助金と、その下の２節中学校費補助金のう

ち学校施設環境改善交付金は、学校の照明器具や冷暖房設備、教室の改修などに対する国からの交付金になります。 

   続きまして、歳出について御説明申し上げます。大きく飛びまして、159ページを御覧ください。下段から161ペ

ージにかけてのこども家庭センター運営事業では、全ての妊産婦や子育て世帯、子どもに一体的な相談支援を行う

こども家庭センターを４月から市役所内に設置し、妊娠期から子どもの成長過程における悩みや課題に対して適切

な支援につながる仕組みを構築し、専門職や関係機関が連携協力しながら、対象者に寄り添った伴走支援を行いま

す。 

   次に、161ページを御覧ください。中段のみんなで子育て応援事業では、新たな取組として、様々な要因で生活が

困窮している子育て世帯に対して、緊急的に食料品や生活用品などを支給する子育て世帯緊急支援事業を行います。

また、ＮＰＯ法人に委託して実施しているファミリーサポートセンター事業では、有償ボランティアの報酬を改定

し、上乗せ分を市で負担します。 

   163ページを御覧ください。上段の認定こども園・保育園運営事業では、和田にじいろこども園と妙高高原こども

園で給食調理業務の民間委託を開始し、効率的な園運営を進めるとともに、３歳以上児の給食費や保育料の無償化、

第３子以降３歳未満児保育料の無償化を継続します。 

   167ページを御覧ください。下段の認定こども園・保育園園舎等整備事業では、３歳未満児の入園申請数が定員を

超えている和田にじいろこども園について、令和７年度以降和田地区の申請者が全員入園できるよう、園の敷地内

に乳児棟を整備します。 

   169ページを御覧ください。下段の放課後児童クラブ事業では、旧和田保育園に開設している新井北小学校区児童

クラブのトイレの改修を行うほか、新図書館等複合施設のオープン後、令和８年度に現図書館への移転を計画して

いる新井小学校区児童クラブについて実施設計を行います。 

   続きまして、教育費について御説明します。飛びまして、281ページを御覧ください。下段のいじめ・不登校対策

推進事業では、不登校等の児童・生徒の社会的自立や社会参加を進めるため、新たにＩＣＴを活用したフリースク

ールや学校以外での学習活動等に対する支援を行います。 

   283ページを御覧ください。下段の学校給食運営・食育推進事業では、引き続き安全、安心な学校給食の提供や地

産地消を推進するとともに、市内在住の小・中学生の給食費の完全無償化を継続します。 

   285ページを御覧ください。上段の英語教育支援事業では、ＡＬＴや指導主事の配置により、園から小・中学校ま

で一貫した連続性のある英語教育を推進するほか、英語４技能検定や新たに中学１年生と３年生の希望者に対する

英語検定の実施により、英語教育の効果検証や効果的な授業実践を行います。 

   291ページを御覧ください。下段の小学校大規模改修事業では、ＳＤＧｓやゼロカーボンの推進に向け、斐太北小

学校ほか３校の照明器具のＬＥＤ化に向けた改修工事を行うほか、新井小学校ほか２校の実施設計を行います。 

   293ページを御覧ください。下段の基礎学力向上支援事業では、１人１台端末を活用したデジタルドリルを本格導

入し、生徒の主体的で個別最適な学びを促進します。また、新たに民間企業と連携したプログラミング教育に取り

組みます。 

   301ページ中段の中学校においても、小学校と同様にデジタルドリルの本格導入やプログラミング教育など、基礎

学力の向上を目的とした学習支援を行います。 

   以上、こども教育課所管の主なものを御説明申し上げましたが、よろしく御審議の上、議決賜りますようお願い

申し上げます。 
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〇委員長（天野京子） これより議案第２号の当委員会所管事項のうちこども教育課の所管事項に対する質疑を行いま

す。 

   委員の皆様は、質疑のポイントを明確にして、簡潔にお願いをいたします。 

   それでは、歳出から始めます。 

   72番、早期療養施設「ひばり園」運営事業についてでございます。予算書の155ページとなります。 

   霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） こども教育課、初めてがいつもひばり園に来るんですけども、ひばり園の関係で予算書の157ペ

ージにですね、会計年度任用職員報酬というのが1300万載っているんですね。今このひばり園の職員体制というの

は、どのような位置づけになっているでしょうか。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） 令和５年度は園長以下９名となっておりますが、令和６年度につきましては、個別

対応の必要な通ってくる子が多いということから、パートを短時間ですが、１人増やすので10名体制となる予定で

す。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） パート１名だけども、ほとんどが会計年度任用職員で、正職員と任用職員との割合はどのよ

うになっていますか。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） 来年度、今年度も同じなんですが、正規職員は２名になります。あとは会計年度任

用職員です。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 現地からね、責任問題も含めたりしている中で、正職員の要請、要望というのは何も聞こえ

ていないでしょうか。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） 聞いてはおりません。今の体制で、今回も特別な対応が必要ということで会計年度

の職員増やしていますが、正規職員ということは聞いておりません。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 内部の皆さんはね、なかなか言いづらいという部分があったりするんですけども、外部から

の指導職員がいわゆるパートであったり、それから臨時だったりって、そこへ入っている人たちがやっぱり正職が

いないというと責任問題も含めたりする中でもって、負担が大変だわなという声が出ているんですよね。だから、

そういうのが皆さんのところにはそういう声というのはなかなか聞こえてこないと思うんで、だからその辺のとこ

ろは、それとなく課長が行くよりも教育長がね、そろっと様子見伺いながら、その辺の話を聞いてくるというのも

一つの方法じゃないかなというふうに思ったりするんです。実際に指導実態を認識しないと、そういう話ってなか

なかできませんので、そういうところを踏み込みしていただければというふうに思います。 

   それから、あそこの手洗い設備というのはどんな形になっていますか。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） すみません。ちょっと確認はしておりません。温水とかということでしょうか。 

                   〔「それも含めてね」と呼ぶ者あり〕 

〇こども教育課長（小林あゆみ） すみません。ちょっと確認します。 
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〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 温水もそうなんだけども、蛇口のセットの関係もそうなんですね。ほかのところは結構それ

なりきの対応しているけども、なかなか見えないでいる部分ですので、ひとつ気配りをしていただきたいなという

ふうに思います。そんなのを含めた中で、教育長どうですか、様子見ながら実態を把握して、必要な部分を大いに

子どもたちに対してね、いろんな面での取組というのは、言える部分と言えない部分がある。言えない部分をどう

聞き出すかというのも、これも管理職の仕事の一つでもありますんで、いかがでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 教育長。 

〇教育長（塚田 賢） 私も時間許す限りですね、行ってみたいなと考えておりますし、積極的に意見と改善点等を聞

いてまいりたいと考えております。 

〇委員長（天野京子） 続きまして、77番、こども家庭センター運営事業です。予算書の159ページとなります。 

   今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） よろしくお願いします。こども家庭センターのそれこそ今霜鳥委員が聞いたことと同じよう

な内容です。こども家庭センター運営事業、会計年度任用職員報酬ここに上がっています。２月13日の全協で、こ

ども家庭センターの設置についてということで、組織図を提示していただきました。ここに会計年度任用職員がど

う入るのか、その辺の多分正職員と会計年度となると思うんですけれども、ここで取り扱う内容って結構言いづら

い内容であったり、やっぱり外には絶対出しちゃいけないような内容もあると思うので、その辺の職員体制がどう

なるのかというのを教えていただけたらと思います。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） 全協でお配りしました体制の中で、専任の統括支援員副担当までは正規職員になり

ますが、家庭児童支援専門員、臨床心理士、子ども・若者支援専門員の相談に係る専門員については、会計年度任

用職員となります。 

〇委員長（天野京子） こども家庭センター、77番いいですか。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） それでは、飛ばします。続いて、78番、みんなで子育て応援事業、予算書の161ページとなりま

す。 

   岩澤委員。 

〇岩澤委員（岩澤 愛） まかせて会員への報酬の引上げということで、今ほど説明いただいたんですけれども、自己

負担については据置きで、今までどおりの負担で、まかせて会員への報酬が上がるという理解でよろしいでしょう

か。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） そのとおりです。利用者については、今までどおり500円の負担になりますし、こち

らからまかせて会員にお支払いする分は、こちら市のほうで500円上乗せして、1000円支払うことになります。 

〇委員長（天野京子） 岩澤委員。 

〇岩澤委員（岩澤 愛） それで、まかせて会員さんを増やすための一つの材料になるかなと思うんですけれども、そ

れ以外にも増やすための取組というのが必要でないかと思うんですけれども、どのような取組を予定されているか、

お聞かせください。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） 報酬を増やすのは、一つのきっかけになると思うんですが、あとはこの事業を委託
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しておりますＮＰＯ法人と協力しまして声をかけていく、積極的な周知を図っていきたいと考えております。 

〇委員長（天野京子） 岩澤委員。 

〇岩澤委員（岩澤 愛） 核家族化などで、働きながら子どもを育てる方たちも大勢いらっしゃいますので、子育て支

援という意味でとても重要だと思っております。ぜひまかせて会員が増え、より利用しやすい子育て支援となりま

すように、どうぞそこら辺ぜひ力入れていただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） そのとおりだと思っておりますので、ファミリーサポートセンターが子育てをされ

る方々の支援の一つの場所となるように努めてまいりたいと思います。 

〇委員長（天野京子） 今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） 子育て広場の関係です。市内で６か所子育て広場開設をしていると思います。その開設時間

なんですけれども、午前中までのところもあれば、お昼を挟んで午前と午後というところがあると思います。保護

者の方からの声で、お昼の時間に一旦子どもを連れて帰らなきゃいけないと。そうなるとまた来るのも大変だし、

できたらお昼時間をなしで、そのままそこで遊べるといいなと子どもと、あともう一つあったのがそこでいろいろ

あると思うんですが、子どもとお母さんが食事もできるといいなといったような声もあるんですが、その辺りの考

え方についていかがでしょうか。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） 来年度はそのようなことはちょっと予定していないんですが、また運営する団体と

協議をしながら、市民の声を聞いてより使いやすくなるようにしていきたいと考えております。 

〇委員長（天野京子） 今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） ぜひよろしくお願いします。高原の方なんかは、それで新井に行かずにそのままオーレンプ

ラザに行っちゃうみたいなことも聞いているので、それはそれでいいんですけれども、ぜひ使っている方の声を聞

いて、来年度以降ですね、御検討いただけるとありがたいと思います。 

   以上です。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） それぞれにありますんで、私のほうからは子育て世帯の緊急支援事業の実施というのの具体

的に中身をちょっと、先ほど説明の中ではあったんですけども、もうちょっと踏み込んだ具体的な中身をお聞かせ

いただきたいと思います。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） 子育て世帯緊急支援事業につきましては、生活が困窮している子育て世帯に対する

緊急支援として、短期的な支援になりますが、食料品や生活用品など現物の支給を行うものです。支援の対象とす

る世帯につきましては、妙高市の要保護児童対策地域協議会で支援する要保護世帯、要支援世帯、あと世帯員の収

入が住民税非課税、均等割非課税相当であることなどを要件としておりまして、支援の内容ですが、原則１世帯に

月２回程度、最長３か月を予定しております。１回につき5000円分で、パック御飯ですとか、パスタなどの乾めん、

あとはレトルト食品、それからおむつとトイレットペーパーなど生活用品などをその世帯に応じた内容にしてお届

けすることとしております。事業につきましては、市内のＮＰＯ法人に委託して行うこととしております。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） １つには、実態の把握ですよね。どこにどうなのかという、その次には今お届けはＮＰＯで

やるという話なんですけども、やるとすれば範囲は市内全域網羅するということだろうと思うんですけども、そこ
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のところはそのＮＰＯ法人１か所でもって全部カバーできるのかどうなのか。不公平が生じると、とんでもないこ

とになってくるということなんですよね。だから、そこのところは慎重に、公平にというその辺のところが入って

くると思うんですけども、お任せ事業でもってＮＰＯに任せていていいのか、行政はどこまでどういうふうに絡む

のか、その辺のシステムはどうなりますか。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） 現在詳細については協議しているところですが、地域による不公平はもちろんない

ようにしますし、ＮＰＯのほうに市のほうからそういう世帯把握した段階で、ＮＰＯと相談してどこの世帯にこう

いうものをということで、お互いに協議をしながら支援するものを決め、支援を行うこととしております。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） その辺のところもこども家庭センターとの連携というのも絡んでくるんですか。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） 対象とする世帯がこども家庭センターを通じて支援している世帯が多くなると思い

ますので、センターの業務として。この支援だけじゃなくてその後の支援もありますので、センターとして関わっ

ていく過程です。 

〇委員長（天野京子） 続きまして、79番、認定こども園・保育園運営事業、予算書の163ページでございます。 

   島田委員。 

〇島田委員（島田竜史） 私もちょっと会計年度任用職員の関係やらせていただきます。よろしくお願いします。 

   保育所の配置基準とか、必要性とか理解はしているので、必要なのは分かっているんですけども、これを見ると、

会計年度任用職員さんの報酬とか、給与とか、手当の金額だけでかなりの金額になって驚いているんですけども、

これ何人分を見ているんでしょうか。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） 会計年度報酬につきましては、パートタイムの保育士の報酬として123名分、それか

ら代替の保育士として45名分、それから通園の付添い、バスが出ているところのバスに乗る職員の分として、８名

分などになっております。あとここに代替のパートタイムの調理員の報酬も14名分も含まれております。 

〇委員長（天野京子） 島田委員。 

〇島田委員（島田竜史） ありがとうございます。性質によって正職がやるべきところとそうでないところがあるとい

うところで分かったんですけれども、一般の正規がいないところの代替という部分もすごく多いのかなというふう

に思っていて、産休、育休とかも結構あるとは思ってはいると聞き取りもしているんですけれども、メンタルの不

調で休んでいる方というのも常時いるんじゃないかなというふうに思っています。ほとんど人間関係によるものが

多いんじゃないかなと思っていて、私も職員時代も結構相談を受けたりしていたんですけれども、その原因の実態

把握とかってこれまでどういうふうにしているんでしょうか。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） メンタルで休暇を取る職員につきましては、本人はもちろんですが、園全体につい

て私ですとか、園指導主事が直接話を聞いたりして、改善に努めるなり、環境のほかの人との配置も含めて、より

働きやすくなるように相談に乗っております。 

〇委員長（天野京子） 島田委員。 

〇島田委員（島田竜史） ありがとうございます。休職者も減っているというふうには聞き取りで伺っているんですけ

れども、これって具合悪くて休んでいた人が結構辞めているだけなのかなという気はしていてですね、根本的な解
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決になっていなくて、常時保育士不足が続いているよというような状況であると思います。お子さんを預かるとい

うところで、配慮しなくちゃいけないところもすごく多かったりとか、難しい部分あると思うんですけれども、例

えば管理職登用とか、そういう面においてもですね、ただ仕事ができるとか、そういうところだけじゃなくて、こ

こまで人が少ないので、人をうまく使う能力とかですね、そういうマネジメント能力というところも、やっぱりそ

の管理職登用だったりというところで見ていかなくちゃいけないのかなというふうに思っていますし、今課長とか、

園の指導主事が話を聞くよというふうにやっているということなんですけれども、なかなか役職の上の方というの

は、やっぱり距離感ってあるのかなと思っていて、やっぱりもうちょっとその中間でですね、サポートしてあげら

れるようなこういう職員を育成していくというふうに、また全体でやっていかないと非常に今後も厳しいんじゃな

いかなというふうに思っています。いかがでしょうか。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） そのとおりだと思います。本当私たちだけでなくて、ただ今年度は担当の係長が会

計年度任用職員なんですが、全部の方に面接を行いまして、働きやすさですとか、困り感ですとかを確認をしてお

ります。来年度につきましても園の正規職員、それから会計年度を含めて、話しやすい、聞きやすいということを

モットーにしていきたいと思いますし、先ほど言いました園長のマネジメントにつきましても、研修を行うなどし

て、よりよい環境で職務、子どもを預かれるようにしていきたいと思っております。 

〇委員長（天野京子） 岩澤委員。 

〇岩澤委員（岩澤 愛） ニーズが多様化しているかと思うんですけれども、保育の質の向上というのはとても重要だ

というふうに考えております。それで、研修について、正規の職員さんの研修は、ちゃんとされているのかと思わ

れますが、会計年度任用職員の研修等はどのようにされているか、お聞かせください。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） 会計年度任用職員につきましては、４月、５月に年度の初めに、保育補助の役割で

すとか、子どもへの関わり方、服務についてなどを園指導主事のほうから時間を決めて、午前、午後、全員が参加

できるように４回に分けて実施をしておりますし、感染症の対応研修については、毎年１回園内研修として、会計

年度任用職員も含めて各園で行っております。それからヒヤリ・ハット、交通安全、ハラスメントなどは園内にお

いてそれぞれ行っております。フルタイムの会計年度の保育士につきましては、正規職員とほぼ等しく特別支援の

教育研修ですとか、同じような研修を受講していただいております。 

〇委員長（天野京子） 岩澤委員。 

〇岩澤委員（岩澤 愛） ありがとうございました。引き続きまして、保育園、こども園の給食の調理のことについて

お伺いします。 

   ２つの園で、給食調理の業務委託が始まるということなんですけれども、年齢が低いお子さんですと、アレルギ

ーの初発のリスクですとか、離乳食など、家庭と園また保育現場と調理との連携というものが非常に重要になると

いうふうに考えられます。業務委託になることでの連携の難しさなどが心配されるんですが、栄養士の配置も含め、

どのような体制で運営される予定か、お聞かせください。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） 給食の委託につきましては、現在手続を進めるなり、業者のほうから現場を見てい

ただいて引継ぎですとか、離乳食の作り方などを実際に見ていただいております。今後につきましては、乳児食の

事前面談は、今までどおりこども教育課の栄養士が入園前に面接を行ってそこで確認を行いますし、毎月ごとに離

乳食の進み具合などは確認して、それを受託業者さんに伝えるという役割分担を明確にしておりますので、そのと
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おりにやっていきたいと思っております。 

〇委員長（天野京子） 岩澤委員。 

〇岩澤委員（岩澤 愛） 栄養士の配置につきましては、１園に１人ということはないかと思うんですけれども、何名

の栄養士さんがどのようにされているのかお聞かせください。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） 現在こども教育課に正規職員の栄養士が１名いますので、１名が全園をカバーして

おります。 

〇委員長（天野京子） 岩澤委員。 

〇岩澤委員（岩澤 愛） 分かりました。食育ということも保育の現場であるかと思うんですけれども、食育面で委託

による難しさや気をつけていかれるような予定は何かありますでしょうか。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） 食育について、委託だからということで変わることもないと思いますし、園の食育

教室などは、うちの栄養士が園のほうに出向いてこれまでどおり行うこととしておりますし、その辺りは栄養士と

連携を取りながら、今までと変わらないように行っていきたいと思っております。 

〇委員長（天野京子） 岩澤委員。 

〇岩澤委員（岩澤 愛） 食育面承知しました。 

   予算書のほうに、園防災対策コーディネート委託料ということになっているんですけれども、この委託について

はどのようなものであるか、お聞かせください。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） 園防災対策コーディネート委託につきましては、令和４年から園の職員を対象に行

っている防災研修の委託料になります。東日本大震災などの事例を生かしまして、乳幼児を預かる園の特殊性を踏

まえた防災訓練を行っております。講師には一般社団法人復興応援団、宮城県南三陸町の復興に関わっていた方を

講師に招きまして、実際に園に訪れていただいて、モデル園を決めまして、その園で園の付近、園の周辺を歩いて

みたりですとか、園の中で防災用品の物の置場とかを確認したり、実際に園の職員が参加する形の研修となってお

ります。全園に防災担当の職員がおりますので、その職員を集めての集合研修を行ったり、最後にはみんなでそれ

ぞれの園に持ち帰って、実践した防災訓練の様子などを最後に成果発表として行っております。 

〇委員長（天野京子） 葭原委員。 

〇葭原委員（葭原利昌） お願いします。主要事業の50ページに、新規事業として新たな子育て支援策の検討に向けた

先進事例等の調査とあります。こちらの内容の中身はどのようでしょうか。また、どこを予定されておられますで

しょうか。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） 先進地につきましては、保育料３歳児は無償化ですが、その下、未満児の無償化を

含めまして、それから家庭での保育の重要性など、今後の保育の在り方を勉強しようということで、保育料の無償

化に取り組んでいる市町村を予定しております。 

〇委員長（天野京子） 葭原委員。 

〇葭原委員（葭原利昌） 12月議会で提案をさせていただいた件でございます。ぜひですね、いろんなところを見てい

ただいて、参考にしていただきたいと思っています。 

   予算書の163ページの下段にあります普通旅費43万4000円ですけれども、昨年と比べてこれ５万円の増になってい
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ます。この先進事例の調査分に係る増額でしょうか。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） そのとおりです。先進地視察の分として５万2000円計上しております。 

〇委員長（天野京子） 葭原委員。 

〇葭原委員（葭原利昌） 実感ですけど、ちょっと少ないような気がするんですが、職員の恐らく１人、延べにしたら

二、三人もっといてもおかしくないと思っていますし、県内だけでしょうかね。私はもうちょっと期待したんです

が、どうでしょうか。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） 県内ではなく県外へ行くこととしておりまして、宿泊と日当で４名分を見ておりま

す。車で動くということで、県外で見ております。 

〇委員長（天野京子） 葭原委員。 

〇葭原委員（葭原利昌） ぜひですね、参考にしていただきたいと思っています。 

   市長にちょっとお伺いしたいんですが、普通旅費の関係で、いわゆる今回のような本当に先進地を見て、参考に

して、この市政に生かしたいというところは、こども教育課だけじゃないと思っています。そういう意味で、全庁

的に見ますと、いわゆる視察調査旅費というのがちょっと少ないような気がします。そのほかにも、行政課題研修

としてある一定の枠、予算額を持っていますけれども、もっと各課が自由に即動けるように、いわゆるその分散型

の旅費というものをやっぱりこれから考えて、それぞれの各課長にその権限を任せて、今必要な研修なり、その事

例調査を即やれるような、そんなような見直しというのは市長いかがでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 城戸市長。 

〇市長（城戸陽二） お答えいたします。 

   予算の財政の組み方に関しては、また財務課等ともよく相談をさせていただきたいと思っておりますが、他の自

治体を含めた先進地を視察することで、当然気づきがあったり、新たな施策に反映できるものはあろうかと思って

おりますので、各課からはやはり現場を第一に考えていただいて、そちらの取組を推奨していただきたいと思って

おります。今なかなか職員数は少なくなってきて、業務に追われている中ではありますけれども、積極的な研修を

していただきたいと思っておりますし、予算については先ほど言ったように財務課等とまた相談させていただきた

いと思っています。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 皆さんそれぞれにやっていますんで、ここでのね、保育士確保対策補助金を活用した保育士

資格の取得支援や人材の確保という形になっています。保育士資格を取って勤めてもらうというこれは、しばらく

採用していないという形の中で、突然ですがといったってなかなかいないよという、こういうパターンなんだろう

と思うんですけども、この資格取得でもって人材確保すると、この実態についてはどのような予定、段取りになっ

ているでしょうか。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） 保育士の確保対策につきましては、多くは今までの実績から見ますと、保育園に無

資格の会計年度として勤めている方が保育資格を取るためには、保育園での勤務時間がある程度に達していると、

受験資格があるというのも一つの要件になりますので、そういう方が保育資格を取ろうとして、例えば通信で学ぶ

ですとか、自学、自分で学ぶという場合もあるんですが、そういう方が学んだときの補助を出しております。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 
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〇霜鳥委員（霜鳥榮之） その任に当たるんであれば、当然資格があったほうがいいわけでね、当然だと思います。資

格持っている人が就職するということになれば、これはこれでいいわけですけどね、実際に今保育園の関係、こど

も園の関係で担任を受けている職員の皆さんは、全員資格保持者なのか、会計年度任用でもって資格なくて、任用

職員も当たっているというこの辺の位置づけはどうなっていますか。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） クラスの担任を受け持っているのは、まずは正規職員で埋めております。産休代替

とか、育休代替の分は、フルタイムの会計年度任用職員なので、フルタイムの会計年度任用職員は、資格を持って

いる方を配置していますので、資格のない人は保育補助ということで、資格のある人、正規職員のクラスについて

補助を行うというふうに役割分担をしております。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） それとですね、ちょっと関連してという形になっちゃうのかな、いわゆるここでもって運営

事業の関係だからなんですけども、新たに保育園の拡張もあったりするという形の中で、未満児対応の関係でね、

今未満児の皆さんみんなをおむつしょって保育園へ通っていると思うんですよ。そのおむつそのものは、使ったの

は持ち帰りしないで保育園でもって処分しているというパターンではあるんですけども、いっそのことそのおむつ

持っていかんでもいいくらいなシステムを考えられないのかどうなのかということなんですよね。保育園のほうも、

結局持っていくというのについては、個々に名前を書いて持っていかなきゃいけない。それから、使い勝手がそれ

ぞれだから、いろんな種類のやつ持っていっているというようなパターンあるんですけども、種類はそれぞれの対

応のありようによって考慮したでも、持っていかなくても何とかなる。逆に、保育士さん、担当職員のほうは、そ

こに保管してあるやつを使ったほうが手がかからない。個人のやつをあれだこれだとやっているよりも、そこにあ

るやつを使ったほうが効率もいい、こういうパターンになるんですけども、その辺の考えはいかがでしょうか。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） 最近近年おむつのサブスクというのを業者さんが、例えばおむつメーカーさんが行

っておりまして、それは保護者がお金を出して保護者が一月分このおむつを幾らというのを契約すると、その企業

から園におむつが届いて、そのおむつを使えるみたいな形のサブスク制度が都会を中心に、都会で荷物を持って電

車で送るとかという人たちが多いということだと思うんですが、都会を中心に出ていると思います。その検討もし

ています。ただ、まとめて何十人分が来るので、園におけるおむつの置き場所ですとか、現場の園の先生の話を聞

いても、今はその子の持ってきたものをその子のロッカーに入れて、その子のところから使っているという、今ま

での慣れもあると思うので、どちらがいいということはないんですが、そういう制度がありますので、それはまる

っきり否定するわけじゃなくて、今後園の現場ですとか、保護者を含めて検討はしていきたいと思っております。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） いろんなシステムがあると思うんです。管理上の問題でいくと、例えば最初に保護者との話

合いの中でもって、メーカーとかね、サイズとかね、これはちゃんと確認さえしてしまえば、使用頻度に応じて業

者がちゃんと補給しておいてくれるという、こういうシステムになりますんでね、例えばの話なんですけども、そ

れをみんな当局市の無償対応でもって、子育て支援で無償だよってこう言ってしまえば、それはそれでありがたい

話なんですけどね、だけどそういうパターンでいったときに、使用頻度に応じて例えば半額補助から始めますかと

いう、この辺だって視野に入れてもいいんじゃないかというふうに思ったりするんですよね。お互いに効率的なも

のも視野に入れながら、負担軽減のことを視野に入れながら、そういうところへも、せっかく今回ね、こういう形

でもって、このセンターも造ったりして、子育て支援でそういう話をしたこともあるということですから、ぜひそ
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こへ踏み込みしていただきたいなというふうに思うんですけども、金銭的な面絡むんで、市長のほうどうですか。 

〇委員長（天野京子） 城戸市長。 

〇市長（城戸陽二） 今ほど課長が申し上げたように、私も端的にはおむつのサブスク、保護者の負担軽減のためには

取り組んだほうがいいかなという話を就任からさせていただいたこともありますけれど、実際には保育園を預かる

現場の保育士の負担というところをちょっとまた配慮しなきゃいけないなと。言ってみれば何種類も一どきに来る

と、それこそ誰のおむつがどれかということをまた区別というんですかね、仕分けしなきゃいけないという作業も

出てきたりも多分するんだと思いますし、そういう今はまず子どもさん預かって、その方のロッカーに入れて、そ

こから出すという話なので、比較的スムーズに運営されているというふうに聞いてもいます。私は、子育て支援の

中で、第一に考えるべきは当然保護者の負担を軽減するということを第一に考えなければまずいけないというふう

に思っておりますが、これは本当に対保護者だけの問題でなく、預かる保育園側の負担のこともよく考えながら、

どういう形がいいのか、もうちょっと時間をいただきたいなと思っています。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） ぜひ踏み込みしていただきたいと思います。職員の負担というのはね、業者が持ってきて、

サイズに応じて、物に応じて、勝手に棚入れしていくという形なんです、業者のほうがね。だから、納めるという

のについては、職員の負担ないよと。使うといったときに、その子に合ったものを使えばいいという、したがって、

棚と名簿ということさえチェックしておけばというパターンになると思うんでね、その辺のところは、また具体的

なものについては、保護者ともろもろ相談しながら、ぜひそこに踏み込みをしていただきたいなというふうに思い

ます。終わります。 

〇委員長（天野京子） 続きまして、80番、認定こども園・保育園園舎等整備事業、予算書167ページでございます。 

   宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） ちょっと聞きたいんですけれども、無線ＬＡＮ、インターネット系の環境整備、これ幾らか

かるんでしたっけ。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） 和田にじいろ保育園の無線ＬＡＮの環境整備ということで、268万4000円を予定して

おります。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） 今この和田にじいろこども園のほう268万をかけてインターネットなんですけど、ほかの妙高

保育園、よつばこども園、ほかのところはこれ環境整備ができているんですか、これ。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） できております。和田にじいろ保育園も一応したんですが、なかなか通じにくい教

室とかがありますので、もう一度ちょっと見直すということになっております。ほかの園は、今保育士たちタブレ

ットを園内で使っておりますので、それを導入したときに、園内どこでも使えるように、置いて整備をしたんです

が、ちょっと通じにくいところがありますので、もう一度整備を考えております。 

〇委員長（天野京子） 続きまして、84番、母子・寡婦福祉対策費について、予算書171ページでございます。 

   霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 自立支援の教育訓練給付金というのがあるんですけども、この実績というのはどのようにな

っているでしょうか。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 
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〇こども教育課長（小林あゆみ） 令和４年度は給付者なし、令和５年度も現在のところ給付者はありません。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） それから、職業訓練促進給付金給付についてという、これは中身的にもよく分かんないんで

すけども、実際にどのような形でしょうか。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） 高等職業訓練促進給付金についてですが、資格取得のため養成機関で、資格を取る

ために学ぶときの生活費を支給するものとなっております。例えば仕事を辞めて看護学校へ通うので、その分の生

活費ということで、市民税非課税世帯は月10万円、課税世帯は月７万5000円で、対象となる資格としては、看護師

ですとか、介護福祉士、保育士など学校に通って取る資格が中心になっております。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 実際にこれまでの実績ってどのようになっていますか。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） ちょっと古くはないんですけども、令和２年度看護学校に通うということで１名給

付がありますが、３、４、５年度も今のところありません。 

〇委員長（天野京子） 続きまして、86番、教育委員会運営費。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） 飛ばします。88番、子どもの通学等対策事業、予算書279ページでございます。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） 飛ばします。90番、いじめ・不登校対策推進事業、予算書281ページでございます。 

   岩澤委員。 

〇岩澤委員（岩澤 愛） 教育支援センターの利用の見込みをお聞かせください。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） 現在教育支援センターは、新井総合コミュニティセンターの中の１室と新井中学校

の中にもありますので、２か所を整備しております。今年度なんですが、総合コミュニティセンターのほうの教育

支援センターについては、登録対象者11名おります。利用は、全員が毎日来ているわけではないので、月ごとに１

回から10回を超える方もいます。それから、新井中学校の中の教育支援センターについては、現在定期的に利用し

ている生徒は９名おります。その９名も１日いるという人ばかりでなくて、朝だけですとか、夕方ちょっと来ると

か、ここにいて特定の授業だけは自分の教室に戻って授業を受けるとか、利用の仕方はそれぞれ生徒が希望する利

用の方法になっております。 

〇委員長（天野京子） 岩澤委員。 

〇岩澤委員（岩澤 愛） 現在教育支援センターを含め、全く関われていない児童・生徒に対する支援の方向性につい

てお聞かせください。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） 学校のほうでは、１週間に１回家庭訪問を行いまして、生徒に会って手紙、課題を

渡したりですとか、あと生徒に会えない場合は、保護者に会ってということで、つながりを持つようにしておりま

す。それから、この教育支援センターなどを紹介して、ここに来れるようにですとか、子どもたちが学校に向かう

ように、また家でも課題ができるようにということで、課題を届けております。 

〇委員長（天野京子） 岩澤委員。 
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〇岩澤委員（岩澤 愛） この予算書の会計年度任用職員の報酬につきましては、教育支援センターの職員さんという

ことの理解でよろしいでしょうか、それともほかでしょうか。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） 現在先ほど言いました教育支援センター２か所に４人の方が交代で就いております。

この予算の報酬は、この教育支援センターの指導員報酬と、あとのこども教育課におりますスクールソーシャルワ

ーカーさんがいるので、その方の報酬になります。 

〇委員長（天野京子） 岩澤委員。 

〇岩澤委員（岩澤 愛） なかなか教育支援センターに足が向きにくい方もいらっしゃるということで、ＩＣＴ活用と

いうことで、今回新しく加わったのかと思われるんですけれども、フリースクール等の利用支援、この128万8000円

は何人を想定してでしょうか。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） 予算につきましては、今安塚にありますフリースクールの利用を１名分と、あとＩ

ＣＴを活用した授業を行った場合の支援として、単価がＩＣＴいろいろだと思うので、ちょっと一番高いところを

見て３名分を予定しております。 

〇委員長（天野京子） 岩澤委員。 

〇岩澤委員（岩澤 愛） ＩＣＴについては、何かその特定のものといいますか、それぞれお子さんですとか、御家族

のほうで選ばれたものをされるんでしょうか。それともある程度教育課のほうで認められたものが対象となるので

しょうか。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） ＩＣＴの授業、学習については、今いろいろなものが出ております。補助対象とす

ることを予定しているのは、校長が指導内容、その内容を見た上で、指導要録上出席扱いとするＩＣＴ等を活用し

た教材、学習活動については補助対象とすることとしております。 

〇委員長（天野京子） 岩澤委員。 

〇岩澤委員（岩澤 愛） なかなか学校へ行くのが難しい方の中には、フリースクールということをちょっと考えるん

だけれども、費用が高くて利用をためらうような声も聞きます。このフリースクールについて１名、ＩＣＴについ

て３名分ということの何か根拠につきましては、どのような根拠で想定されていますでしょうか。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） なかなかこの数字を予想というか、するのは難しいんですが、安塚につきましては、

現在１名の方が通っておりますので、その方の分ということです。ＩＣＴについては、子どもたちが学校に通えな

くても、学習機会を提供することは大切だと思いますので、予算はこれであっても、予算がないからといって断る

ことがないように、予算の手当てをして支援はしていきたいと思っております。 

〇委員長（天野京子） 岩澤委員。 

〇岩澤委員（岩澤 愛） 分かりました。安塚のほかにも上越のほうでまたフリースクールをつくろうとしている動き、

できたというようなお話も聞きますので、そのお子さんに合わせてということにはなると思うんですけれども、社

会との関わりが少しずつまた戻ってくるような取組をぜひよろしくお願いしたいと思いますが、全体として不登校

対策、いじめ対策というところについていかがでしょうか。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） 今委員がおっしゃったとおり、学校に通えなくても社会とのつながりを断たず、そ
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れからその後自立して生活していってほしいという思いはみんな一緒ですので、学校に行くだけでなく、フリース

クールですとか、家庭での学習を通して、不登校の生徒それぞれの希望ですとか、保護者の思いを酌み取りながら

支援をしていきたいと思っております。 

〇委員長（天野京子） 今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） お願いします。スクールロイヤーの件についてお伺いしたいと思います。 

   まだそんなに多分年数たっていないとは思うんですけれども、導入してから。実績ございますでしょうか、活用

実績。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） 現在スクールロイヤーの方には、研修を主に行っていただいております。令和２年

度、３年度と子どもたちを対象に研修を行いました。それから４年度、５年度と教職員を対象にいじめの定義、い

じめに対する措置などを研修を行っております。 

〇委員長（天野京子） 今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） ありがとうございます。その法的相談というのは、まだ実績がないということで認識してお

いて大丈夫でしょうか。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） 本当に大きな、例えば裁判とかそこまではないんですが、保護者との関係での相談

というのは、今後もちょっと予定はあります。 

〇委員長（天野京子） 今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） ありがとうございます。あと例えば弁護士さんに相談をしたいというか、スクールロイヤー

さんとの相談のルートって何か決まりありますか。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） こども教育課のほうから弁護士さんに直接連絡をして相談を行うこととしておりま

す。 

〇委員長（天野京子） 今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） 質疑の仕方が悪くて申し訳ありませんでした。例えば学校のほうで問題があって、それが多

分一度教育委員会に行って、そこから弁護士さんへ行くということだと思うんですけれども、例えば保護者のほう

が何か悩みを抱えていて、相談をしたいよといった場合も、保護者、学校、教育委員会、弁護士とか、保護者、教

育委員会、弁護士みたいな形になるということですかね。それはあんまりないのかな。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） 保護者がというのはあまり想定していなくて、学校とか教育委員会が対応について

相談するということを想定しております。いじめの関係では、保護者も関わればそれも含めてということになりま

すが、保護者だけの問題でというのはちょっと考えにくいかなと思います。 

〇委員長（天野京子） 今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） 分かりました。私が思ったのは、保護者側が例えばいろいろ悩んで、子どもが不登校だった

とか、いじめられたってなった場合に、誰に相談するかというときに、スクールロイヤーさんに相談ができるのか

なと思ったんですけれども、今現在はそうではなくて、あくまで学校とか教育委員会側が何かあったときのための

スクールロイヤーというような形ということですね。分かりました。ありがとうございます。 

   あとスクールロイヤーさんの活用方法についてなんですけれども、さっき子どもと教師向けに研修があったよと
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いうふうにあったんですけれども、ほかにもそれこそ保護者向けに今後弁護士さんから、例えばいじめを未然に防

止するためにとか、不登校にならないようにとか、子どもの様子をよく見ましょうとか、それは弁護士の立場から

言えるのかどうか分からないんですが、そういった未然防止に向けての活用方法がもし何かあれば教えていただき

たいと思います。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） 来年度はちょっとそこら辺は考えていないんですが、今後学校とか保護者、ＰＴＡ

とかと調整しながら、必要であればそのような研修も行っていきたいと思っております。 

〇委員長（天野京子） 続きまして、93番、学校給食運営・食育推進事業についてでございます。予算書は283ページで

す。 

   岩澤委員。 

〇岩澤委員（岩澤 愛） お願いします。生ごみのリサイクル処理委託料ということなんですけれども、委託先ですと

か、その詳細等をお聞かせください。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） 今年度から市内のごみ収集が週３回から週２回になったことに伴いまして、給食で

出るごみがちょっと長い間週末とかも学校に置いておかなきゃいけないという状況が発生して、害虫ですとか、悪

臭などが発生することから、この状況を改善するために、生ごみの回収の専門業者のほうに学校の生ごみだけを別

に回収してもらうということを行います。委託先は、隣の上越市にある生ごみ専門の回収業者を予定しております。 

〇委員長（天野京子） 岩澤委員。 

〇岩澤委員（岩澤 愛） 分かりました。来年度は、上越の業者にお願いするということなんですけれども、またそれ

以降については、何かそれ以外のよりよいような方法があれば、生ごみの処理については、また検討の余地がある

というふうに考えてよろしいでしょうか。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） 本当は市内で処理できて、生ごみを例えば肥料ですとか、エネルギーなどに変えて

いければ一番いいと思っておりますが、当面はこのような状況で、隣の上越市の業者になりますが、回収してもら

うことになると思います。 

〇委員長（天野京子） 岩澤委員。 

〇岩澤委員（岩澤 愛） 続きまして、地産地消の推進、地元野菜の活用ということで書かれているんですけれども、

すこやかライフプラン21の目標につきまして、今までと変わり日数ということで、１日１回お昼のメニューの一つ

の品目でも地場産を使えば、今後はその１日は地場産使ったという計算になるということで、なかなかその目標と

いうんですかね、その数値を見ただけでどのぐらい地場産を使っているのかなというところがなかなか見えづらく

なっていくあたりで、むしろ地場産野菜を使うことが減るのではないかというふうなことも心配されるんですけれ

ども、より地場産野菜を、地場産食材を使う食育の取組については、どのような方向で考えていらっしゃるか、お

聞かせください。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） 確かにプランのほうでは、今度の目標値の取り方が変わってくるんですが、現在も

う既に来年度に向けまして、市内の業者さんとかと相談して、地場産の野菜を入れる方法を検討を始めております。

年間通じてでなくて、例えば季節によって妙高市で取れる夏野菜は、この期間はこの野菜が入るというふうな大き

くではないんですが、少しずつでも農家と学校をつなげるようにということで、今関係機関と調整に入っていると
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ころです。 

〇委員長（天野京子） 岩澤委員。 

〇岩澤委員（岩澤 愛） そうすると、業者さんですとか、関係機関とおっしゃいますと、農業の関係でしょうか、そ

れとも野菜等の卸売の方のことでしょうか。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） 市内の直売所と連携を取ろうという方向で、現在調整を行っております。 

〇委員長（天野京子） 続きまして、95番、英語教育支援事業、予算書285ページでございます。 

   今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） 今回英語教育支援事業ということで、新しく市内の中学校１年生及び３年生の希望者に、英

語検定費の支援とありますが、これ見込み数とかもし分かれば、希望者だから分かんないかもしれないですけど、

お願いします。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） 今まで妙高中学校と妙高高原中学校は、現在も英語検定を学校において準会場とい

うことで実施しております。そのときの受検者が10名ちょっととか、もう多いところは30人ぐらいかな、今10名か

ら30名なんですが、新井中学校はちょっと大きいんですが、準会場で学校で行っていないので、なかなか希望者が

ちょっとどのくらいというのは想定がつかない状況です。 

〇委員長（天野京子） 今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） ありがとうございます。１点確認というかですね、今まで新井南小学校が小規模小学校特認

校制度の一つの特徴として、英語教育を妙高市内のほかの学校よりもちょっと進んでというか、力入れてやるよと

いうことがありました。今そのアウトプットで、台湾への修学旅行とかあったんですけれども、今回多分妙高市内

の小・中学校全部に英語教育の力を入れていくよということで、３月の市報でも教育委員会のほうから、英語学習

についてもお知らせがあったかと思います。なので、新井南小学校が特別というわけじゃなくて、もう全市的にみ

んなで取り組んでいくよという理解でよろしかったでしょうか。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） 新井南小学校が小規模特認校として始めたときには、英語教育がまだ学校の授業の

１年生からの必須になっていなかったので、それを特徴にしましたが、現在の指導要録で英語教育が全て入ってお

りますので、市全体で園での英語活動も今全園で行っておりますので、市内全体で英語教育力を入れていきたいと

思っております。 

〇委員長（天野京子） 続きまして、97番、小学校管理費、予算書285ページでございます。 

   葭原委員。 

〇葭原委員（葭原利昌） これはですね、昨年の12月議会の総文のこの委員会での補正審議で、総合支援学校の給食運

搬業務を用務員が行っているということについて議論がありました。その妥当性、その部分について委託に含める

かどうかの話がありました。その後の検討結果はいかがでしょうか。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） 学校給食の衛生管理基準、文部科学省からの通知なんですが、それを確認したとこ

ろ、運ぶときの温度ですとか運び方については基準があるんですが、運ぶ人が誰というのは特に基準もなく、近隣

とか県内の市町村を見ても、用務員が配達しているという事例もありますので、令和６年度は用務員の配達でいこ

うと思っておりますが、今後ちょっと運送業者に確認しまして、調理業務を行っている業者さんは、運搬の免許を
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持っていないので、調理業務を行っている業者に運送を頼むことはちょっと難しいということなので、運送は運送

でまた専門の業者が入ることになるんですが、そこを含めて検討をしていきたいと思っております。 

〇委員長（天野京子） 葭原委員。 

〇葭原委員（葭原利昌） 微妙な部分がありますので、そこはきちんと確認をしながら、後でということのないように

よろしくお願いします。 

〇委員長（天野京子） 続きまして、99番、小学校施設管理事業、予算書291ページでございます。飛ばしてよろしいで

すか。 

   宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） この小学校施設の管理だということなんだけれども、それこそ私も12月、それから所管事務

調査でも話ししたんだけれども、その後妙高小学校のトイレの改修と、また皆さん方で見に行かれましたか、どう

でしょう。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） 現場確認しております。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） ですから、現場確認するのはいいんだけれども、その後の対応はどうなっているのかという

ことを私お聞きしたい。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） 現在改修に向けて準備を進めておるところです。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） どのような改修、前回ですね、応急処置だっていって業者が来てですね、調べたんですけど、

ただただ割れているところにコーキングする程度のですね、工事だったと思うんですけれども、何らかのね、こと

をやっぱりしてあげるべきだと思うし、教育長が見に行ってくださったということは、私校長先生から聞いており

ます。その辺でありがたく思うんですが、ぜひですね、その辺の改修、どのような改修をされるかお聞きしたいん

ですけど。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） 洋式化にするとともに、洋式化にするとブースが狭いので、ちょっと広くして、そ

れで便器を洋式にする予定で調整を進めているところです。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） ぜひですね、ほかの学校もそうなんですけれども、調整をぜひしていただきたいということ

と、清潔感を保つべき、要するに蛇口ですか、その辺のこともですね、配慮していただく。今回の元旦の大地震で

も分かるように、避難所となるときに必ず必要になってきます。それらのことも考えた方向性で、改修していって

いただければと思いますし、喫緊にそういう形の改修のほうもですね、やっていただければと思うんですけど、そ

の辺はどのようにお考えでしょうか。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） 今後学校のトイレの洋式化を含めて、あと災害の場合の避難所となり得ることも含

めまして、計画的に進めていくために、新年度に入りましたら学校への聞き取りですとかを行って、現場確認を行

った上で、年次計画を策定しまして、順次進めていきたいと思っております。 

〇委員長（天野京子） 続きまして、100番、小学校大規模改修事業、予算書291ページでございます。 
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   宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） ＬＥＤ化ということですけれども、このＬＥＤ化はもう業者とかの選定とか、その辺はどの

ような形でやられていくんでしょうか。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） これから新年度に入りましたら入札で決定していくことになります。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 簡潔にいきます。 

   １つには、工事の実施設計です。もう一つは、改修工事ですよね。これ順次継続してやっていくんですよと。学

校を全部ＬＥＤ化が連続でいって終わるのか、どこかまでいって途中で休むのか、その辺の考え方はどうですか。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） 令和４年度から順次進めておりまして、令和７年度で工事全て終わる予定になって

おります。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） ７年度になれば、教室とかということだけじゃなくて、全体が全部終わると、完了するとい

う認識でいいんですね。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） そうです。今回もそうですが、今回工事を行うところも、体育館、教室棟、全ての

ＬＥＤ化になります。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） このＬＥＤ化なんですけれども、例えば市内公共施設77施設の照明は、リース契約をしたり

しているんですよ。今回のこの小学校とかもですけれども、これはもう本当に改修工事という形なんですけれども、

リース化するという考えはないんでしょうかね。先般もいろんな面でリース化ということをそちらのほうでもちょ

っと考えていくということだったんですけれども、その辺はどうなんでしょうか。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） 今市全体で進めている公共施設のリースのときも協議を行いましたが、工事の場合

だと、補助金の交付があって、リースだと補助金の交付が受けられないということもありまして、どちらが効率的

にできるかということを考えたときに、学校のほうはリースのほうから抜いて工事ということに決定しております。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） この補助金というのは、どれぐらい出るもんなんですか、この小学校のやつ。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） 工事の３分の１交付金で補助金として入る予定になっております。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） これを例えばですね、ＬＥＤだからね、切れるということもそれは数少ないかもしれないけ

れども、以前ね、当時の建設課で電信柱どこだっけＬＥＤ化するということを街灯でやったんだけど、えらくみん

な海外のやつで壊れて、それを補修していったというリースであった経緯があるんだから、ＬＥＤ化したところで

壊れるところだって私可能性あると思うんですよ。それを今度換えるということになると、またそこで市の予算を

投じてやるような形になると思うんですけれども、この辺は慎重に私はやっていくべきだと思うんですね。その辺

の御配慮はどうなんでしょうか。 
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〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） すぐ切れるというのも聞いておりますが、今回は品質のいいものじゃないですけど、

検討はしました。学校のほうは夏休み例えば使わないとか、年間を通じて、電気を使わない時間もあるとか、いろ

んなことを検討した上で、工事で補助金をもらったほうがいいということで、市役所内で検討した結果、工事とい

うことで進めております。 

〇委員長（天野京子） 続きまして、101番、小学校教育振興事業、予算書293ページでございます。 

   宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） 学校運営協議会、これなんですけども、36万1000円ということなんですが、この運営協議会、

小学校各学校何名ぐらいずついらっしゃるんでしょうか。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） 規則のほうで、各学校15名以内ということで決めておりまして、各学校ほぼ15名の

選任をいただいております。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） この運営協議会には、教育委員会行政側のサイドも入って協議をされるんでしょうか。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） 協議会の会議とかには、教育委員会のほうは出向いておりません。ただ、年に１回

各協議会からの代表者で情報交換会を行うですとか、研修会を行うなどは教育委員会のほうで行っております。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） こちらのほうで年間のスケジュール等を決められるような協議会内容もあるんでしょうか。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） 学校のほうで、会議の予定ですとか決めて行っております。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） 恐縮ですが、私は会議じゃなくて学校の年間の行事予定をお聞きして、そういうのはこちら

のほうの協議会で決められるということ、それとは違うんでしょうか。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） 学校の行事のほうは、協議会で決めているということはなくて、学校のほうで決め

ていると思います。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 事業の概要の関係でね、84ページのところになりますけども、私は特にね、新井南小学校の

妙高型イエナプラン教育の推進という形の中で、基本的な考え方をお聞きしておきたいなというふうに思うんです。

このイエナプランそのものを今新井南小学校は、イエナプランだけじゃなくて、小規模特認校が入って、コミュニ

ティ・スクールが入って、そこにイエナプランが入ったもんだから、やっている中身がかぶさっている、ダブって

いるっていいますかね、こういう形があったりする中で、一般の小学校の学校運営とは若干違うということがある

んですけども、地元の地域の皆さんのまずは保護者じゃないかなというふうに思うんですけどね、保護者が十分理

解していないと地域は当然理解できないよと。ただ、特認校の絡みの中でもって、校区外から入っている生徒、保

護者の皆さんについては、そこのところを十分認識して入ってきているから、結局学校の中での認識のずれが出て

いる。それが地域でもってなかなかという理解になっている。この辺のところは、当局としてはどのような認識で

おられるか、ちょっとお聞きをしたいんですが、いかがでしょうか。 
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〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） 学校の校長とかと話しながら、イエナプランを進めるためには、地域の協力も欠か

せないですし、保護者の協力はもちろんなので、学校のほうでは研修会ですとか、ＰＴＡなどを通じて、イエナプ

ランについての周知ですとか行っていると思いますし、こちらのほうも状況を聞きながら、必要に応じてイエナプ

ランについては講師も派遣しながら、地域を含めて研修など継続していきたいと思っております。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 課長のところはね、学校と校長とって話になっている。地域の声というのは、どこで吸い上

げているかということなんですよ。先ほどのね、運営協議会の絡みも含めてそうなんですけどもね、やっぱり地域

の声をきちんとそこでもって吸い上げて、確認してやっていかないと、当局と学校との関係というのは、もうどん

どん、どんどん行っちゃうよと。ところが、保護者と地域がそういう向かっていけないでいるという、そうすると

そこでまたずれが生じているということなんですね。まだ移行期間でありますから、正式にスタートって入ってい

ないから、そこのところは改めて情報収集も得ながら、それに対応する対応の仕方も考慮しながら、ぜひやってい

ってほしいと思うんですよ。聞こえてくる話の中ではね、どうもそこにずれ、ギャップがあっちゃってという、こ

ういうふうに私感じていますんでね、僕はいわゆるそれを一生懸命やっている当局と学校との話でこうだねという

話だけじゃなくて、地元の声もぜひ確認した上で、吸い上げろという意味じゃないんです。確認した上でもってど

うあるべきかということに踏み込みをしていただきたいというふうに思うんですけど、いかがでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 教育長。 

〇教育長（塚田 賢） 委員御指摘のとおりであります。学校は、教育課程を編成して、それを承認していただくのが

学校運営協議会の役割であります。その学校運営協議会の中で十分議論がされたり、議論を重ねていく熟議という

活動をしているわけですが、そこがしっかりしていないと、地域への理解も進んでいかないと思われますので、今

後も学校運営協議会の中でしっかりと学校と議論していただいて、また学校運営協議員の皆さんは、校長に意見を

申し述べるという作業もありますので、そこをしっかりとやっていくように話をしていきたいなと考えております。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） ぜひ慎重にというね、具体的にそういう取組していっていただきたい。ぜひ地元の皆さんと

のコンセンサス、声も吸い上げていただきたいというふうに思います。それを吸い上げないでいってしまうとね、

いわゆる教育分野だけで先走ってしまうよと、その中にあるさっきも言いましたけども、そこにはイエナプランと

最初に入ってきたのが小規模特認校なんですよね。やってると、それからコミュニティ・スクールとイエナプラン

ト、これ中身でもってかぶっている部分がそれぞれにあるわけなんですよ。ここのところを今言った保護者と地域

の皆さんが理解できるような形で、ぜひかみ砕いた形でやっていただきたいというふうに思います。 

   以上です。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） ちょっと学校運営協議会ということだから、私にとっては運営に携わることだと思うんです

よ。その中においてね、やはり年間の行事に沿って、いろんな活動をされていくということが出ていると思います。

当然それは教育委員会サイドも知っていることだと思いますし、我々議会もいろいろと報告受ける部分があるんで

すが、ぜひですね、今年度という、次年度のね、活動としてやっぱり例えば今までコロナで卒業式、入学式、それ

は全く出れなかった、来賓として我々もやっぱりお祝いしたい、行ってやっぱり応援したい部分が出てきているに

もかかわらず、あらかじめ知っている者が全然知らされていない、新井のほうでは卒業式には出ないでいいとか、

妙高地区、妙高高原ではあって、非常にてんでばらばらになっている。今までかつてないような運営になっている
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のが現状であります。それを一本化するということと、我々もこういう予算をしているんだったら、やっぱりそう

いうもののセレモニーをしっかりと出たいという気持ちがすごいあるにもかかわらず、そういうものはもう教育サ

イドでやっていくというような形は、さすがにそれはやっぱり地域から出てくると思いますんで、ぜひですね、そ

の辺は以前に戻して、ちゃんと地域も人口が減ってきているんだから、地域と一緒にコミュニケーション取れるよ

うに配慮していただければと思うんですけれども、いかがでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 教育長。 

〇教育長（塚田 賢） 学校の行事につきましてもですね、教育課程の編成ということで、学校の独自性が尊重される

べきだと考えておりますし、その内容については、学校運営協議会等を通じまして、審議していただいている内容

でもあります。また、行事一つ一つの反省につきましては、行事終了後に保護者向けのアンケートなどを通して、

次の年の改善に生かしていくものであると考えております。御承知のとおり、３年間ほどコロナということで、そ

こまでスムーズに行われてきたものの、見直しも含めてですね、今各学校が取り組んでいる途中であります。コロ

ナ以前に戻すのか、それともコロナの経験を踏まえて、新たな学校行事の創造に向かうのか、これは一つの学校と

しても検討課題でありますので、そこに地域の皆様の声もぜひ寄せていただきまして、またアフターコロナの学校

における行事の在り方をつくっていっていただきたいなというふうに考えております。 

〇委員長（天野京子） 続きまして、102番、基礎学力向上支援事業、予算書293ページでございます。 

   今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） お願いします。新しいもので、民間企業と連携したプログラミング教育の実施というふうに

ありますが、その概要を教えてください。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） 詳細はこれからなんですが、例えば今年度ドローンをプログラミングに使った民間

企業の模擬授業に教育委員会ですとか、学校の先生方を集めて模擬授業を行っていただきました。そういうのが学

校の先生も、子どもたちが初めにプログラミングを扱う中では、目に見えて遊びの要素も入りながらいいという話

もあったので、その辺りを含めて今後詳細は検討していきたいと思っております。 

〇委員長（天野京子） 今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） 分かりました。詳細はまだこれからということですね。学校とは別になんですけれども、何

かプログラミングラボといいまして、任意団体が三、四年前から新井南小学校から始まって、上越のほうでもたま

に出張授業を行っております。完全にボランティア団体で、三、四年活動していく中で、いろんな子どもたちと触

れ合ってやっています。ドローンはもしかしたら面白いのかもしれないんですが、それ以外のプログラミング教育

の方法もございますし、多分大学入試でも情報というのがこれから科目で入ってきます。その辺も含めてですね、

いろいろな方向性をこれからということであれば探っていただきたいなと思いますので、ぜひよろしくお願いしま

す。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 教育補助の配置の関係です。中学校も一緒なんですけどね、７人と５人でしたかね。恐らく

それぞれに成果が上がっているんだろうというふうに思います。この補助員の配置、この職務、位置づけなんです

が、どういう形なのか、ちょっとお聞かせいただけますか。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） 教育補助員につきましては、少人数の指導ですとか、個別指導に対応できるように、

教員免許を持った方を採用しておりますので、各教室に入りまして、そのような担任の先生の補助をしながら、授
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業のほうを受け持っていただいております。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 免許を持っている人でもって、若手の人であるとかＯＢであるとか、その辺の位置づけはど

うなっていますか。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） いろいろです。例えばＯＢの方もいらっしゃいますし、まだ現役世代じゃないです

けど、40、50代の方もいるので、いろいろです。 

〇委員長（天野京子） 続きまして、106番、中学校大規模改修事業、予算書……。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） 飛ばします。107番、中学校教育振興事業、予算書299ページ。 

   霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 85ページで、部活の関係です。部活外部指導員の派遣というのがあります。具体的にどのよ

うになるのかなと。コロナの関係が一応落ち着いたという形で、この活動が今後スムーズに進んでいくようなパタ

ーンになっていくのかなというあたりもちょっとあるんですけども、実態はどのようでしょうか。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） 部活指導員につきましては、アフターコロナで、これは今年度も多くの方が入って

いただいております。年度の初めからじゃなくて、年度の途中でも入っていただいておりますので、各種目に多く

の方が協力いただいております。 

〇委員長（天野京子） 109番、こども国際交流事業、予算書301ページでございます。 

   岩澤委員。 

〇岩澤委員（岩澤 愛） お願いします。こども国際交流事業ということなんですけれども、この行き先については、

どちらでしょうか。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） スイスのツェルマットに来年度は中学生を派遣することとしております。 

〇委員長（天野京子） 岩澤委員。 

〇岩澤委員（岩澤 愛） 何人の予定でしょうか。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） 中学生30名を予定しております。 

〇委員長（天野京子） 岩澤委員。 

〇岩澤委員（岩澤 愛） こちらの選考については、どのような予定で、選考方法はどのようでしょうか。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） 今年度５月、令和５年５月にツェルマットの中学生の受入れを行っております。そ

のときに、23世帯の方にホームステイの受入れをしていただきましたので、その方々一応優先で応募していただき

たいと思いますし、それ以外にも学校を通じて、広く生徒に声をかけていきたいと思っております。 

〇委員長（天野京子） 歳出の最後でございます。112番、特別支援学校施設管理事業、予算書305ページでございます。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） 飛ばします。それでは、歳出に対する……それでは88番、子どもの通学等対策事業、予算書279ペ

ージ。 
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   霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 子どもの通学等対応事業の関係です。昨年もあったんですけども、新学期に入ると、バス通

の皆さん、妙中と妙高高原中はまあまああれなんですけども、新井中の場合には、それぞれのコースがあって、新

入生の住んでいる場所が変わってくるという形の中で、通常のスクールバスの運行と若干変更したり、バス停変更

したりという、こういうのがないとというので、去年ちょっとそういうトラブルほどじゃないんですけども、意見

があったんですね。その辺のところは、やっぱり今の時期にちゃんと対応していかなきゃいけないんだろうという

ふうに思うんですけども、その辺の位置づけというのは考え方なんですけども、いかがでしょうか。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） 現在来年度４月からスクールバスを使う生徒について、乗る場所、乗るかどうか等

含めて、最寄りの停留所の確認を行っております。それを受けてルートを組んで、そのルートがまたちゃんとこの

ように走りますというのをきちんと周知をして、生徒が春混乱しないようにしていきたいと思っています。今準備

を進めております。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 新入生に対してはね、ちょっと慎重に丁寧にということをやってください。昨年の入学間近

になっているけども、隣の集落まで行かんとバス乗らんないみたいな話があったんで、ひとつそこのところは懇切

丁寧な対応をぜひお願いしたいと思います。ありがとうございました。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。すみません。番号をお知らせください。 

〇宮澤委員（宮澤一照） すみません。小学校管理費、97番、285ページのうちの289ページ、のそのスノーモービル借

上料というのがあるんですけれども、以前妙高市で何台か買っているんですよね、スノーモービルというのは。リ

ースが何件かあって、その中でね、このスノーモービルの借上料というのが８万円というのはね、私はね、ぜひね、

あるものをね、有効活用してあげれば全然お金もかからないし、燃料費だけでできるんだと思うんですよ。これ何

でいつも思うんだけど、スノーモービル借り上げしなきゃいけないのかなと思って、前もスノーモービル数台あっ

たんですよ、観光で使ったりいろんなとこで使っている、バナナボートみたいなね、乗っけたりとか。何台も買っ

ているものがあったんだけれども、それらを活用するという考えはなかったんでしょうかね、いかがでしょうか。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） このスノーモービル借上料は、妙高高原小学校で後援会が所有しているものを小学

校で使うことから、毎年借上料として計上して、後援会の所有のスノーモービルがあるため、それを借りることの

借上料です。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） それはそれで必要だと思ったらいいと思うんですけれども、妙高市にあるものがどこに行っ

ちゃっているのかというのがまず一番の問題で、それがそういうものをもっとほかの学校にも活用できるようにす

ることによって、前向きなね、ことができるんじゃないかなと私は思うんですよ。それは後援会は後援会で借りら

れるのはいいと思いますよ、それはそれで。だけども、ほかの台数があったのがそれはどこに行っちゃったのか。

１台にしたってこれ高いんですよね。それをやっぱり考えたときに、それを有効活用すべきだと思いますけど、そ

ういうことの把握はされていないんですか、どうでしょうか。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） 申し訳ございません。今市としてどのぐらい持っているかというのは把握はしてい

ないので、関係課等に聞きながら、もし小学校で使えるものがあれば、また調整をしていきたいと思います。 
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〇委員長（天野京子） それでは、歳出に対するそのほか質疑ございませんか。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） 続いて、歳入に対する質疑を行います。 

   それではまとめまして。 

   霜鳥委員、お願いします。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） お願いします。幾つかなんですが、まず最初に、使用料及び手数料の関係で、予算書27ペー

ジです。27ページに平丸小学校敷地使用料というのがあります。それから寸分道冬季分校使用料というのがありま

す。それからその下29ページに、その前もあったかな、その前もあった、ごめんなさい。その前もありました。27ペ

ージに、旧みずほ保育園使用料、それから旧猿橋小学校敷地使用料というのがあるんですが、それぞれに現在使っ

ていてそこから使用料入ってくるというのは分かるんですけども、例えば猿橋小学校の敷地使用料とか、平丸小学

校の敷地使用料とか、ここへは入ってくるのあるんですけども、ここの出というのはどこから出ているんでしょう

か、教えてください。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） 旧猿橋小学校の敷地使用料は、敷地内に携帯電話の中継施設があるそのお金ですし、

旧平丸小学校の敷地使用料も同じく携帯電話会社の基地局があるので、その契約をしているところから入ってくる

お金になっています。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 分かりました。学校の敷地使用料っていったから、校舎のところだと思った。グラウンド、

そうですね。分かりました。ありがとうございます。 

   あとその次に、予算書29ページに教員住宅使用料というのがあるんです。教員住宅使用料がここでもって75万

6000円になっているんですが、歳出のほうで見ていきますと、ここの数字がちょっと違うんですけども、歳出のほ

うは予算書の279ページにあるんです。この関連というのはどういうことになるのか、ちょっと教えていただいてい

いですか。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） 歳入にある教員住宅の使用料は、妙高高原の教員住宅に入っている方からいただい

ている使用料になります。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） そうしたら、歳出のほうはこれ同じもんじゃないと、別物だよということでよろしいんでし

ょうか。歳出のほうは予算書の279ページ、私一緒だと思ったもんですから、ごめんなさい、その下だ、281ページ。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） 歳出のほうの教職員住宅維持管理事業のほうは、管理をするための予算を盛ってあ

るんで、ここの使用料というのはないと思うんですけど。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 分かりました。性質的には違うというのは分かっているんですけどね、ただ歳出のところで

もってちょっと聞きそびれてしまったんですけども、まだ使っていない建屋がここにあるのか、管理だけ請け負っ

ているってこういうのがあるのか、そこなんです。入のほうについては、実際に使っているというのは今分かりま

したんで、そこのところちょっと歳出、歳入のずれがあるんですけども、歳出のほうはそうすると全然管理だけし

ているけども、実際に使っているのかどうなのか、それだけちょっと教えてもらっていいですか。 
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〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） 歳出のほうにある使用料も、同じように妙高高原にある教職員住宅入っているとこ

ろなので、そこを修繕ですとか、検査の手数料とかは歳出のほうで出して、入っている人の入居の使用料は使用料

で歳入で受けている。 

〇委員長（天野京子） それでは、宮澤委員まとめてお願いいたします。 

〇宮澤委員（宮澤一照） まずですね、私も結構あるんだけど、ちょっと省かせてもらって、番号237番、国際交流基金

繰入金1000万、これは国際交流基金というのは以前ですね、妙高高原、ツェルマット、妙高村、シュルンス、それ

で新井がスロヴェニア、この３つだったんですけれども、旧妙高村に約1400万近い国際交流基金があったのを前市

長がそれを戻せということで、我々は戻した経緯があるんですよ。そのお金をシェルマットのほうに使うのか使わ

ないのか、それを繰り入れたのかということをまずお尋ねしたい、どうでしょうか。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） 合併したときに妙高村の分も合わせて国際交流基金というのを新たに妙高市として

国際交流基金をつくって、旧新井市分と妙高村分が入っているというのを聞いているので、現在はそこで分けて、

この分はツェルマット、この分はというふうには使っていないということです。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） ということは約1300万、そんなにないのかもしれないけれども、その基金はまだあるという

ことでよろしいんですか。どうなんでしょうか。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） 今回来年度1000万を繰り入れることを予定しているんですが、それで国際交流基金

のほうはほぼなくなるというふうに聞いております。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） ということは、残してあるんじゃなくて使っているということじゃないですか。実際旧妙高

村のときには、国際交流ということでシュルンスとの交流にこれ使ってくださいということで、1300万残したんだ

けれども、こっちに戻せということで旧シュルンス会はそれを戻しているんですよ。私は再三それに対してお金は

どうなっているのということを確認したところ、それはまだありますと、ちゃんと言っていたんですけども、来年

度なくなるというのはこれ、どこに使っているということになってくると思うんですね。私が言いたいのは、要す

るにシュルンスとの交流がまだあちらのほうではもうあんまりないけれど、まだ会は存続しているんだと。妙高市

でもまだあるのかというようなことは聞いています。でも、個人的な付き合いはあるけれども、それに対する要す

るにことをやっぱり明確にやってから、しっかりとした交流基金としてやっぱり使ってほしいと私は思うんですけ

れども、まだシュルンス、チャグンス会、それからシュルンス村での要するに妙高市との交流会のこれがまだ存続

ちゃんとしているんですね。実はその話題があったそうです。話題があって、今後どうするんだという話はあった

んだけど、まだまだ少し残しておこうということになっているということを聞いているんですし、その辺含めて、

その基金をどのように使うかということをやって、ただシェルマットにね、使うとかそういうことじゃなくて、そ

の流れというのをすごく重視していただかないといけないんじゃないかなと私思います。その辺はどうでしょうか。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） 基金の繰入れにつきましては、こども教育課だけで判断してできているものではあ

りませんので、また関係課とちょっと調整をしていきたいと思っております。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 
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〇宮澤委員（宮澤一照） 今回シェルマットとの交流ということですけれども、議員団も行くというね、話も聞いてい

ます。決して市民はいい反響は持っていません。この時期にそんなにお金をかけて行くのかという話の話題は私は

よく聞きます。だから、そこら辺はやっぱりちょっとしっかりと把握して、先ほど調印があるとかいうんだったら、

来年市制が20周年ということだったら、その機会にそれを持っていけばある程度その話もうまく進めると思うんで、

来期はすごい中途半端だと思うんですよ。次期になると20周年ということで、市長も行って、そこでこういうこと

なんだということで、団体連れて来たんだということになれば、この基金だってしっかりとして明確に出てくると

思うんだけれども、その辺含めた考え方のほうが私はよろしいかと思います。この基金の在り方というのは、本当

に戻してあるものが今ないというということは、ちょっとこれは私初めて聞いたことなんで、その辺含めてもう一

度精査していただければと思いますが、この辺市長はどのようにお考えですか。 

〇委員長（天野京子） 城戸市長。 

〇市長（城戸陽二） まず誤解のないように言っておきますが、教育委員会で盛っている国際交流は、中学生のための

交流で1000万であります。この後また違う委員会で審議いただきますけれども、シェルマットの市民訪問のやつは、

観光商工課のほうで予算を盛っていますので、また性質がちょっと違いますので、誤解のないように申し伝えます。

基金に関して言わせていただくと、国際交流基金というのは、妙高市における国際交流の目的のために積み立てて

いるお金だということが当然基金の目的には書いてあります。さっき課長申し上げたように、そのお金の中には色

がついているわけではなくて、スロヴェニアで幾ら、ツェルマットで幾ら、シュルンス、チャグンスで幾らという

わけではまずありません、その基金自体はね。だから、その元となった原資として、今委員さんおっしゃったよう

な形ですかね、旧妙高村のものがあって、シュルンスのために積み立てたお金という形があって、シュルンスさん

と交流があれば市としても必要な事業はまた資金がなくても調整をしていきたいというふうに思っておりますの

で、そこは誤解のないようにさせていただきたいと思っておりますし、今当面の間国際交流に関していうと、シュ

ルンス、チャグンスさんとの交流がなくて、シェルマットとの交流はありますので、基金の有効活用という中で今

回を繰入れさせていただいたということで御理解いただければと思います。 

〇委員長（天野京子） 続きまして、先に戻ります。208番、保健所等における性被害防止対策に係る設備等支援事業補

助金、予算書39ページでございます。 

   霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 金額の問題じゃなくて、制度の問題でちょっとこれは教えていただきたいと思います。 

   国庫補助金でもってこれだけ入っているという、こういう制度のこういう形の中で補助金が入っているというの

は認識不足でございました。いきさつについてちょっと教えていただきたいなということでございます。予算書の

39ページです。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 

〇こども教育課長（小林あゆみ） 来年度新しくできた補助金でして、例えば着替えのときのパーティションですとか、

定義があったそういうカメラの施設にカメラをつけるとか、そういうのに使える補助金で、来年度新しく国のほう

でできた補助金です。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 新しいんだったら、ああそうかという話になります。これをやってみる形の中でもって、改

めて必要なものについては対応してもらうことができるのかなというふうに思うんですけど、そうなるとね。そう

いう認識でよろしいですか。 

〇委員長（天野京子） こども教育課長。 
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〇こども教育課長（小林あゆみ） そうです。この要綱に合うような必要なものを買ったときに、この補助金を充てて

いきたいと思いますし、今後もそのように補助金があれば、学校や園の環境整備に使っていきたいと思っておりま

す。 

〇委員長（天野京子） そのほか歳入に対して御質疑ございませんか。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） これにて質疑を終わります。 

   採決は後ほど行います。 

   議事整理のため、３時５分まで休憩いたします。 

休憩  午後 ２時５５分 

再開  午後 ３時０５分 

〇委員長（天野京子） 休憩を解いて会議を続けます。 

   16時終了予定でございます。よろしくお願いします。 

   それでは、生涯学習課の審査に入ります。 

                                                     

  議案第１２号 令和５年度新潟県妙高市一般会計補正予算（第１３号）のうち当委員会所管事項 

〇委員長（天野京子） まず、議案第12号 令和５年度新潟県妙高市一般会計補正予算（第13号）のうち当委員会所管

事項についてを議題とします。 

   提案理由の説明を求めます。生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（鴨井敏英） ただいま議題となりました議案第12号 令和５年度新潟県妙高市一般会計補正予算（第

13号）のうち生涯学習課所管事項について御説明申し上げます。 

   補正予算書の４ページをお開きください。第２表、繰越明許費補正の下段10款６項保健体育費、スポーツ施設整

備事業の1960万円につきましては、妙高高原スポーツ公園の野球場本部棟などの改修工事について、降雪により年

度内の完了が見込めないことから、繰越明許費を設定したいものです。なお、工事の完了は令和６年６月を見込ん

でおります。 

   以上、生涯学習課所管事項を御説明申し上げましたが、よろしく御審議の上、議決賜りますようよろしくお願い

申し上げます。 

〇委員長（天野京子） これより議案第12号の当委員会所管事項のうち生涯学習課の所管事項に対する質疑を行います。

皆様ございませんでしょうか。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） これにて質疑を終わります。 

   議案第12号の当委員会所管事項については、全ての所管課に対する質疑が終わりましたので、これより討論を行

います。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） これにて討論を終わります。 

   これより採決します。 

   議案第12号 令和５年度新潟県妙高市一般会計補正予算（第13号）のうち当委員会所管事項については、原案の

とおり決定することに御異議ありませんか。 

                   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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〇委員長（天野京子） 御異議なしと認めます。 

   よって、議案第12号のうち当委員会所管事項については、原案のとおり可決されました。 

                                                     

  議案第２０号 妙高市勤労青少年ホーム条例を廃止する条例議定について 

〇委員長（天野京子） 次に、議案第20号 妙高市勤労青少年ホーム条例を廃止する条例議定についてを議題とします。 

   提案理由の説明を求めます。生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（鴨井敏英） ただいま議題となりました議案第20号 妙高市勤労青少年ホーム条例を廃止する条例議

定について御説明申し上げます。 

   本案は、施設の老朽化等により、平成29年度から休止中の妙高市勤労青少年ホームについて、令和６年度に施設

を解体するに当たり、当該条例を廃止したいものであります。当該建物は、現行の耐震基準以前に整備された建物

であり、市における利活用の見込みがないことから、市の公共施設有効活用・再配置計画、公共施設個別施設計画

では、解体する施設に位置づけております。また、建設から52年が経過し、壁や天井の破損や施設の老朽化が著し

いことから、今年度末をもって本施設を廃止するとともに、令和６年度当初予算に必要な予算を計上し、施設の解

体、撤去を行いたいと考えております。 

   以上、議案第20号について御説明申し上げましたが、よろしく御審議の上、議決賜りますようお願い申し上げま

す。 

〇委員長（天野京子） これより議案第20号に対する質疑を行います。ございませんか。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） これにて質疑を終わります。 

   これより討論を行います。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） これにて討論を終わります。 

   これより採決します。 

   議案第20号 妙高市勤労青少年ホーム条例を廃止する条例議定については、原案のとおり決定することに御異議

ありませんか。 

                   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） 御異議なしと認めます。 

   よって、議案第20号は原案のとおり可決されました。 

                                                     

  議案第２号 令和６年度新潟県妙高市一般会計予算のうち当委員会所管事項 

〇委員長（天野京子） 次に、議案第２号 令和６年度新潟県妙高市一般会計予算のうち当委員会所管事項についてを

議題とします。 

   提案理由の説明を求めます。生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（鴨井敏英） ただいま議題となりました議案第２号 令和６年度新潟県妙高市一般会計予算のうち生

涯学習課所管の主なものについて御説明申し上げます。 

   まず、歳入から御説明申し上げます。予算書の36、37ページをお開きください。上段の16款２項１目３節特定防

衛施設周辺整備調整交付金5116万円のうち392万円につきましては、スポーツ施設整備事業における新井総合公園ト

イレ改修工事の実施設計業務委託料に充当するものです。 
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   次に、42、43ページを御覧ください。上段の16款２項５目３節都市構造再編集中支援事業補助金５億8350万円の

うち５億7900万円につきましては、新図書館等複合施設整備事業に係る国からの補助金であります。 

   次に、少し飛びまして56、57ページをお開きください。下段の17款２項７目５節電源立地地域対策交付金943万

6000円は、アートステージ妙高推進事業の妙高芸術祭やアート＆カルチャーフェスティバルなどに対する県からの

交付金です。 

   次に、72、73ページを御覧ください。73ページ下段から75ページにかけての22款５項３目１節雑入の生涯学習課

分のうち、75ページに記載のスポーツ振興くじ助成金1600万円は、スポーツ施設整備事業の池の平スポーツ広場ナ

イター設備設置工事に対する独立行政法人日本スポーツ振興センターからの助成金であります。 

   続きまして、歳出について御説明申し上げます。大きく飛びまして、208、209ページを御覧ください。上段の５

款１項２目勤労青少年ホーム管理事業では、現行の耐震基準以前に建設され、老朽化等により平成29年度から休止

中の妙高市勤労青少年ホームについて、施設の解体、撤去工事を行います。 

   大きく飛びまして、308、309ページを御覧ください。上段の10款５項１目生涯学習推進事業では、多様な学びの

機会を提供する妙高はねうまカレッジ「まなびの杜」において、環境整備等の体験活動から環境保全の大切さを学

び、ＳＤＧｓの理解を実体験から深めるチャレンジ講座や市民の主体的なまちづくりへの参画に向け、まちづくり

を考える講座を新たに加え、開催いたします。また、地区活動人材制度では、人材の活用拡大に向け、市内イベン

トなどの機会を捉え、制度と人材などのＰＲに取り組みます。 

   次に、309ページ下段から311ページにかけての10款５項３目アートステージ妙高推進事業では、東京藝術大学と

のつながりを生かした妙高芸術祭や吹奏楽クリニックの開催に加え、赤倉温泉地区の岡倉天心六角堂が建つ通称天

心公園内の顕彰看板を更新し、芸術文化の息づく当市の魅力を発信します。また、昨年６月に制定されました妙高

市文化芸術基本条例を記念して、文化団体が開催する市民はねうま句会などの主体的な事業を支援します。 

   次に、312、313ページをお開きください。中段の妙高歴史遺産活用推進事業では、大字関川、関山地区、斐太地

区のそれぞれの歴史文化保存活用計画に基づき、市内に所在する歴史遺産の価値と魅力を発信するため、関川関所

道の歴史館のリニューアルに向けた基本計画の策定に加え、新たに宝蔵院歴史探訪マップの作成と斐太歴史の里の

文化史の児童普及絵本を発行します。 

   次に、318、319ページをお開きください。上段の10款５項６目新図書館等複合施設整備事業では、令和７年度の

供用開始を目指して、建物本体の建築工事や電気設備工事、機械設備工事をはじめ、附帯する閉架書庫やカーテン

の設置工事などを着実に進めるとともに、施設の愛称の募集、決定や施設を活用した町なかのにぎわい等の創出に

向けた市民ワークショップの開催、図書館運営の一部業務及び子育て支援カフェの業務委託の運営予定者を選定し

てまいります。 

   次に、319ページ下段から321ページにかけての10款５項７目市史編さん事業では、本格的に市史の編さん作業を

進めていくための市史編さん委員会を設置するとともに、有識者等による史資料の現地調査や集落単位での地域へ

の聞き取り調査を実施します。 

   次に、322、323ページをお開きください。上段の10款６項１目スポーツタウンづくり推進事業では、市民の健康

と運動習慣の定着に向け、ウオーキングの日の設定などにより、普及啓発活動を実施するほか、休日における地域

のスポーツ、文化芸術活動への中学生の参加促進とそのためのコーディネート等に取り組みます。 

   次に、324、325ページをお開きください。上段のスキーのまち妙高推進事業では、信越学童親善スキー大会や妙

高サマージャンプ大会を開催するほか、ジュニアのスキー大会や各種スキー競技会の開催を支援します。さらに、

ジュニアスキー育成団体への支援と世界を目指すスキー選手の育成と強化により、スキーのまち妙高を推進してま
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いります。 

   次に、328、329ページをお開きください。上段の10款６項２目スポーツ施設整備事業は、新井総合公園のトイレ

洋式化改修に向けた設計業務の委託や妙高市総合体育館駐車場の区画線設置、池の平スポーツ広場へのナイター設

備設置等の工事のほか、熱中症予防対策として、市内の３地域の体育館に製氷機を設置し、利用者が安全で安心し

て快適にスポーツを楽しめる環境整備を進めます。 

   最後に、大きく戻りまして７ページをお開きください。第２表、債務負担行為の下段、新図書館等複合施設整備

に係る机及び椅子等の購入費につきましては、発注から納品までの時間を要するため、来年度から発注手続を進め

られるよう、令和６年度から令和７年度までの期間において、3700万円の債務負担行為を設定したいものでありま

す。 

   以上、生涯学習課所管の主なものを御説明申し上げましたが、よろしく御審議の上、議決賜りますようお願い申

し上げます。 

〇委員長（天野京子） これより議案第２号の当委員会所管事項のうち生涯学習課の所管事項に対する質疑を行います。 

   歳出から行います。 

   初めに、114番、男女共同参画推進事業、予算書105ページでございます。 

   今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） よろしくお願いします。男女共同参画推進事業ということで、令和５年度フォトコンテスト

を開催されたと思います。たしか市報とかホームページにも写真載っていたと思うんですけれども、開催してみて

すぐ成果なんて分からないと思うんですが、いかがだったでしょうか、お聞かせください。 

〇委員長（天野京子） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（鴨井敏英） 本年度実施いたしましたフォトコンテストにつきましては、市内外からですね、応募し

ていただきたいということで実施しましたが、思ったよりも点数が集まらなかったなというのが率直な感想でござ

います。ただ、フォトコンテストを実施するのが目的ではなく、応募いただいた作品を市民の皆様から御覧いただ

くことによりまして、市内での男女共同参画の実践者、こういったものを身近に感じていただくということで、男

女共同参画の機運を高めていこうということで開催したものでございます。 

〇委員長（天野京子） 今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） ありがとうございます。私も数ではないと思うので、写真とかも見ていて思うのが職場での

意識改革みたいなものは大分進んでいるなと思いますし、家庭生活の充実という面では、男の人も女の人もいろい

ろ家事も分担しているなと思いますが、一番その地域での男女共同参画というのがなかなか難しいのかなというふ

うに私の肌で感じておりますので、ぜひそちらのほうも今後どういった形がいいのかというのを一緒に考えていけ

ればと思うんですが、進めていただけたらと思います。 

   以上です。 

〇委員長（天野京子） 飛ばします。119番、生涯学習推進事業、予算書309ページでございます。 

   岩澤委員。 

〇岩澤委員（岩澤 愛） お願いします。妙高はねうまカレッジにチャレンジ講座、まちづくりを考える講座が新しく

加わるということなんですけれども、どのような方、年齢層ですとか、どういった方を想定してこの講座をそれぞ

れ考えられたかというところをお聞かせください。 

〇委員長（天野京子） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（鴨井敏英） お答えさせていただきます。 
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   チャレンジ講座につきましては、来年度鮫ケ尾城を中心としたですね、部分での環境整備というものを通して、

環境について考えていただこうということで取組をさせていただこうというふうに考えております。これまでです

と、比較的高齢の方の参加が多いんですけども、過去にはですね、子どもさん連れで参加されていたという部分も

ありますので、広くお声かけをする中でですね、小さなお子さんからですね、御年配の方まで実体験を通して学ん

でいただく貴重な機会にしていきたいというふうに考えております。 

〇委員長（天野京子） 岩澤委員。 

〇岩澤委員（岩澤 愛） 要は、鮫ケ尾城での保全活動を通して、いろんな幅広く子どもも含めて、環境保全等を学ぶ

場ということなんですけれども、子どもを考えてということであれば、日程的なところでも参加しやすいところを

考えていらっしゃるのでしょうか、いかがでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（鴨井敏英） 次年度におきますチャレンジ講座につきましては、４月の下旬というんですかね、４月20日

の土曜日、それから２回目につきましては、いもり池を今想定しているんですけども、特定外来種の駆除というこ

とで、７月の13日の土曜日ということで、いずれもお子様のほうもですね、学校休むとき参加していただくような

設定をさせていただいているところでございます。 

〇委員長（天野京子） 岩澤委員。 

〇岩澤委員（岩澤 愛） 例えば子どもだけの参加ですとか、親子でということで、市の大事な財産を学ぶというとこ

ろにもつながったり、とてもすばらしい取組だなと思うんですけれども、それをどのように伝えていく、周知して

いくかというところは、何か工夫はございますでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（鴨井敏英） お答えさせていただきます。 

   こういった活動につきましては、実践者にですね、感じていただくものも大事ですけども、先ほど男女共同のと

ころでもお話し申し上げましたが、やはりその身近でこういった活動しているお子さん、御家族、年配の方がいら

っしゃるんだというものを広く市民の皆様方にＰＲしていくということを繰り返し行っていくことが大事だと思っ

ていますので、そのような取組を進めてまいりたいと考えております。 

〇委員長（天野京子） 岩澤委員。 

〇岩澤委員（岩澤 愛） 具体的にＰＲの方法につきましては、例えば市のラインですとか、そういったところでもこ

ういうことやりますよというお知らせを考えていらっしゃるでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（鴨井敏英） お答えさせていただきます。 

   まなびの杜の講座につきましては、毎年４月の市報のほうで募集の周知をまずさせていただくんですけども、随

時開催結果をですね、市のホームページ、今お話ありましたけども、ライン等ですね、そういったところでタイム

リーに情報提供することで、市民に分かりやすく伝えていくということが大事だと思いますので、そういった取組

にも努めてまいりたいというふうに考えています。 

〇委員長（天野京子） 今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） 地域活動人材の登録促進と制度のＰＲについてお伺いしたいと思います。 

   地域活動人材バンクには、令和５年３月末現在300名の登録があるというふうに市のホームページにあるんです

が、現状どのようか教えていただければと思います。 

〇委員長（天野京子） 生涯学習課長。 
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〇生涯学習課長（鴨井敏英） 本年２月27日現在ですけども、実登録人員で申し上げますと343人であります。 

〇委員長（天野京子） 今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） 多分令和５年の３月より増えたということですよね。ありがとうございます。たくさんいら

っしゃるんですけれども、活動状況はどんな感じか。多分いろいろな活動場所があると思うんですけれども、学校

に行くのが多いのか、地域に行くのが多いのか、何かそういった特徴とかってございますか。 

〇委員長（天野京子） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（鴨井敏英） お答えいたします。 

   令和５年度は途中ですので、令和４年度の実績で申し上げますと、全体ではですね、派遣件数は1001件派遣して

おりますが、このうちですね、学校が非常に一番多くて約９割を占めております。そのほかこども園ですね、それ

から放課後児童クラブでの活動、それから地域での活動ということで、令和４年度の実績では地域での派遣は27件

でしたけども、これにつきましては毎年今少しずつ増えてきておりますし、地域のほうでいろんな活動に活用して

いただきたいということで、運動系、健康系、それから防災系含めてですね、御案内のほうをさせていただいてい

るというような状況です。 

〇委員長（天野京子） 今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） ありがとうございました。ぜひ地域のほうも増えてきているということでしたので、派遣す

るのを地域共生課さんと連携してやれたらいいのかなというふうに思います。派遣するのもそうだし、人材を見つ

けるのも、地域共生課のほうで多分いろいろ地域に出ていると思うんですね、地域支援員だとか、地域おこし協力

隊とか。そうなると多分いろんな地域の方を知っていると思うんです。その人材を生かすような形で、また生涯学

習課と地域共生課で情報共有ができるといいなというふうに思いますし、今後ちょっとどうやってやるか分からな

いんですけど、いろいろなワークショップを例えば図書館、町なかのにぎわいづくりでもやられると思うんですけ

れども、そういったときに声をかける、こういう使い方をしていいのか分からないけど、声をかけるときにその地

域人材に登録している方はやっぱり特技とか、いろんな思いを持っている方なので、そういった方々に周知をする

だとか、そういった形でこちらからも声かけをして違う分野に興味を持っていただいて育てるみたいな形も考えら

れるのかなと、ちょっと思っています。できるかできないか分かんないんですけど、ただせっかく登録していただ

いているので、呼ばれて待っているだけじゃなくて、こちらからの積極的な声かけみたいなことも今後していって

いただけたらと思いますが、いかがでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（鴨井敏英） お答えします。 

   今ほど委員から御指摘のとおりですね、私どもも制度、それから人材は増やしてきているんですけども、市民の

方々がなかなか直接知り得ていない部分がたくさんあるんじゃないかなと認識しておりまして、いろんなイベント

でですね、例えば登録している皆様方の簡単なワークショップみたいな形ですね、体験コーナーを設けるだとかっ

て、そういったところで市民の方に知っていただくという活動を来年度は行おうということで計画しております。 

〇委員長（天野京子） 続きまして、121番、アートステージ妙高推進事業、予算書309ページでございます。 

   宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） これのですね、会計年度任用職員というこれ報酬なんですけれども、これ１名分ですか、そ

れとも何名いらっしゃるんですか。 

〇委員長（天野京子） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（鴨井敏英） １名分でございます。 
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〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） 妙高芸術祭開催委託料ってあるんですけれども、442万円。これって、この委託ってどちらに

委託する御予定でしょうか。 

〇委員長（天野京子） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（鴨井敏英） お答えします。 

   芸術祭につきましては、芸術祭の実行委員会という組織をつくってございまして、有識者の皆様方、それから市

民でですね、いろんな活動されている方々を中心とした実行委員会で組織しております。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） この任用職員って、これアートステージ妙高推進事業というのは、常勤でずっと場所いらっ

しゃるんですかね、ちょっとよく分かっていないんだけど、私どうなんですか。 

〇委員長（天野京子） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（鴨井敏英） お答えします。 

   この事業で雇用したいと考えています会計年度任用職員につきましては、生涯学習課のほうで１年間働いていた

だこうということで、今ほど申し上げました芸術祭であるとか、それから四季彩芸術展、ジュニア展、市展ですね、

こういった大きな事業がございますので、年間を通じていろんなところで仕事をしていただかないと、今のところ

マンパワーが不足しているということで、１名分をお願いしているという状況でございます。 

〇委員長（天野京子） 続きまして、122番、指定文化財等調査・保存・整備事業、予算書311ページでございます。 

   宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） これ指定文化財等調査・保存・整備事業ということでございますけれども、この妙高市には

数多く指定になるのかならないのか、もう本当に際どいところだとか、歴史のある例えば寺尾薬師だとか、非常に

その地区の人たちで守ってこられたところがたくさんあると思います。だけれども、みんな高齢化に従って、それ

を守ることができなくなってきた。上がっていくことすらできないような階段をという、もう上がっていくことも

できないで、そこを守っている人たち、はってこうやって上がって、何とか守って掃除してあげているという、こ

ういう現状がやっぱりね、多くなってきているのも事実なんですよ。だから、その辺含めても、かといって放置す

るわけにもいかない。そこに、例えば薬師如来さんがいたりとかですね、大日如来、例えば関山から関温泉入り口

からずっと登っていくところに大日如来の像があるんですよね。それを今守っているんだけれども、だんだん、だ

んだん守れる人がいなくなってきているとか、宝蔵院から宝海寺までの間の中にもたくさんそういうところがある。

そういうところ、特にこれがね、今度の下に行けば原通地区、それから大鹿地区にもたくさんそういうのが存在し

ているし、当然そうなってくると、新井地区にも多くなってくると思いますが、それらをしっかりと今後どうやっ

て管理していくかということが私は課題だと思うんですよね。放置するわけにはいかないと思う。いろいろ歩いて

見ていくと、やっぱり結構そういうところは細かく注意してみるとあるんで、その辺もよく調査して、その指定文

化財となり得る可能性のあるものもたくさん私は歴史上あると思うんで、その辺は学芸員の皆さん方と一緒になっ

て私は今調べるときがそろそろ来たんじゃないかと。今もやっていられると思うんですけれども、それをやるべき

じゃないかと思うんですけれども、その辺はいかがお考えでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（鴨井敏英） お答えいたします。 

   御指摘のとおりですね、市内各地区に様々な神社とか、仏堂ですかね、たくさんあろうかと思いますが、もとも

と集落が所有するそういったものにつきましては、宗教的施設ということで、地元のほうで管理をしていただくと
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いうのが基本的な考えだということをまずお話をさせていただきたいと思います。しかしながら、今ほど申し上げ

ましたとおり、これまで管理されてきた住民の皆様方が少なくなって高齢化してきているという中では、管理がど

ういった形でしていくのがいいかというのを悩んでいる地域も多いというふうに認識しておりますし、全国的な課

題ではないかなというふうに思います。その中で、今ほどお話がありました中に安置してあります薬師如来像です

か、そういった像ですね、そういったものを市の指定文化財として指定していくということになると、管理の仕方

というのがまた市のほうで支援する方法というのはあるというふうに考えております。今ほどお話がありましたよ

うに、これから市史編さんの中で、集落調査というものに既にプレ調査をやっているんですが、来年度から本格的

に着手してまいりますので、そういった中から地域の方々のいろんなお話を聞く中で、市として文化財として指定

していくべきものなのかという部分も見極めながら、大切なものについては保存、管理をしていくという姿勢で対

応していきたいというふうに考えております。 

〇委員長（天野京子） 続きまして、123番、妙高歴史遺産活用推進事業、予算書313ページでございます。 

   岩澤委員。 

〇岩澤委員（岩澤 愛） 斐太歴史の里の文化史児童普及絵本の発行ということなんですけれども、この絵本について

はどのように活用していくのか。販売するですとか、学校に置くですとか、そういったどのような活用方法かとい

うところをお聞かせください。 

〇委員長（天野京子） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（鴨井敏英） お答えします。 

   児童用の普及絵本ということで、子どもたちを中心に広く見ていただきたいという思いで、1000部の作成を今検

討しておりますが、配付先につきましては、小学校、中学校、そして地元に様々協力していただいた方がいらっし

ゃいますし、地元でも所有していただきたいということで、お配りをさせていただいて、全体で300部を子どもたち、

それから地域の人たちにということで寄贈させていただきたいというふうに考えています。残りの700部につきまし

ては、欲しい方に販売をしていくというような形で活用のほうを考えております。 

〇委員長（天野京子） 岩澤委員。 

〇岩澤委員（岩澤 愛） 図書館等に置かれて、その配付に該当しない人が手に取ることは可能なのでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（鴨井敏英） お答えします。 

   申し忘れましたけども、図書館にも本館、分館それぞれに設置をさせていただく予定としております。 

〇委員長（天野京子） 岩澤委員。 

〇岩澤委員（岩澤 愛） この絵本ということで、また相乗効果で妙高市の歴史の遺産の活用、理解というところによ

り効果が出るようにというところを期待するんですけれども、何かそこに加えて工夫というか、方向性というかあ

りましたらお聞かせ願います。 

〇委員長（天野京子） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（鴨井敏英） お答えします。 

   この絵本につきましては、先ほど提案説明のときも申し上げましたが、地域の中でも歴史文化の保存活用計画の

中に位置づけられておりますので、この絵本の発行に終わることなくですね、全体の保存活用計画の中で活用して

いくということと、それから地元の子どもたちですね、斐太北小学校の子どもたちは、地元の鮫ケ尾城の歴史につ

いて毎年現地へ行って学習しております。ほかの学校にも広げるような形もですね、考えながらそういった部分で

の活用ということでしてまいりたいというふうに考えています。 
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〇委員長（天野京子） 続きまして、124番、文化財展示施設等管理運営事業、予算書313ページでございます。 

   霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 運営事業の関係なんですが、ここでもって修繕料の700万というのが載っているんですね。こ

れは、具体的にはどんな形なのか、お聞かせをください。 

〇委員長（天野京子） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（鴨井敏英） お答えいたします。 

   それぞれの施設からですね、いろんな御要望をいただくんですけども、それを優先順位をつけて解消させていた

だくということで、次年度におきましては、関川関所の道の歴史館につきましては、一之橋、県境に架かっている

橋ですね、あそこの欄干が劣化してきているということで、その修繕をさせていただくのと、三つ道具という関所

で使っていた悪者を追い払う道具という展示物があるんですけども、それを置く台ですね、それが破損していると

いうことで、貴重な展示物でお客様に見てもらうということなので、その修繕をさせていただきたいというふうに

思っていますし、同じく道の歴史館におきましては、電気設備点検において、キュービクルの部分での指摘があり

ますので、そちらのほうを修繕させていただくということで、全体ではですね、関所関係で420万程度になります。 

   それから次にですね、斐太の関係では、歴史民俗資料館の隣というか、脇にあります倉庫があるんですけども、

そこの屋根がですね、剥離劣化していくということでその修繕、それから斐太歴史の里の木製階段ですね、管理棟

があって、向かって左側の芝生広場のほうに下りるところがあるんですけども、そこの丸太で組んだ木製階段が経

年劣化で崩れておりますので、お客様の危険性もありますので、そちらのほうを修繕させていただくということで、

斐太の関係で約200万、あとは一般修繕ということで、それぞれ様々小さな修繕がありますので、そちらのほうを80万

程度で対応していきたいというふうに考えてございます。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 分かりました。１か所で云々で、まとまって云々じゃなくて、それぞれあるやつを合算して

これだけになるよということですね、それはそれで分かりました。 

   その次にね、項目に載っていないんで今一緒にやらせてもらっちゃうんですけども、４目の研修センターの関係

と５目の青少年学習施設等の関係でもって、ＡＥＤのリース料が同じリース料なんだけども、値段が違うんだけど

も、これは何か違うものがあるのかなという、ちょっと教えていただけますか。 

〇委員長（天野京子） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（鴨井敏英） ＡＥＤのリース料につきましては、それぞれ個々に契約をしているもんですから、その

契約時点での契約額の違いということで御理解をいただきたいと思います。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） そうすると、それぞれでもってやっているからということになると、ここはとにかく生涯学

習の関係で出ていますけども、ほかのところもみんな値段的には一致しないという、こういう形なんでしょうかね。 

〇委員長（天野京子） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（鴨井敏英） 一括でですね、施設を複数の施設でお願いしているところは、同じ値段で出てくる可能

性ってありますけども、基本的にはみんな同一金額ではないという考え方でございます。 

〇委員長（天野京子） 続きまして、127番、わくわくキッズステージ管理運営事業、予算書317ページ……。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） 飛ばします。128番、図書館管理運営事業、予算書317ページでございます。 

   今田委員。 
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〇今田委員（今田亜樹） よろしくお願いします。図書館管理運営委託料、319ページのほうですね、からちょっと伺い

たいと思います。 

   令和５年度よりも増えています、その委託料が。その内訳、増えた分って何なのかなと思って教えていただけれ

ばと思います。 

〇委員長（天野京子） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（鴨井敏英） 図書館管理運営委託料につきましては、現在指定管理をお願いしています妙高文化振興

事業団のほうに指定管理をお願いしておりますが、まず１つは人件費ですね、これについては全庁的ですけども、

指定管理委託料の人件費におきまして、会計年度任用職員と同様に、期末勤勉手当を支給するということと、ベー

スアップ分があるということで、この辺の人件費で上がっております。 

   それから、これまでも図書館等複合施設整備の関係で御説明をさせていただいておりますけども、開館に向けた

蔵書の充実ということで、次年度から具体的な数としては7000冊ですね、を購入していきましょうということで、

書架の金額がですね、大幅に上がってきておりますので、そういった部分で増額となっております。 

〇委員長（天野京子） 今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） ありがとうございました。そうしますと7000冊、要は新図書館に向けて7000冊の分をまず来

年度購入するということだと思うんですけれども、その選書というのは、今の指定管理者が選書することになるん

でしょうか。 

〇委員長（天野京子） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（鴨井敏英） 現在妙高市図書館につきましては、指定管理ということで指定管理者のほうにお願いし

ておりまして、そちらのほうにいる図書司書有資格者の２名と図書館担当者もう１名、３名で図書の選書をしてお

りますので、次年度につきましても、同様に選書のほうをさせていただくような形にしております。なお、選書に

当たりまして、妙高市のほうでは選書の基本的な規定というものを設けておりますので、そちらに照らし合わせて、

選書のほうをしていただくということで対応のほうをお願いしております。 

〇委員長（天野京子） 今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） 分かりました。新図書館は、来年度7000冊、その次も7000冊を多分増やすというふうになる

と思います。今その資料収集方針のお話が出たんですけれども、私は新しく蔵書を増やすことによって、その収集

方針を見直すのかなというふうに思っていたんですが、今のお話だと現状のままという形になるんでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（鴨井敏英） お答えします。 

   選書の基本的な考え方というのはですね、やはり市民の皆様方に広く学び、教養を与えていくというのを基本的

な考え方にしておりまして、その中で旧３市町村、合併前３市町村の地域性、新井地域、妙高地域、妙高高原地域

のそれぞれ特殊性を持った資料収集も必要であるということで記載をさせていただく中で、全体この妙高市として

市民の皆さんに学んでいただきたい、読んでいただきたい本というのを選書しておりますので、そういった基本的

な部分の方針については変更の予定はございません。 

〇委員長（天野京子） 今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） 分かりました。そもそも選書というものが非常に難しいとか、プロじゃないとできないのか

なというふうに思っています。大量の図書の中から図書館に所蔵する書物とか資料を選ぶというのは、今基本的な

資料収集方針があるというふうにおっしゃったんですけれども、利用者というのは不特定多数になりますよね。多

分今後ちょっとまだ分からないんですが、新しい図書館できたときに、例えば年度ごとに重点計画を置いて、今年
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はこれを重点にしてこうしようとか、そういった計画を立てるかどうかもちょっと分からないんですが、それに基

づいて例えば書物だとか資料の有用性だとか、費用対効果、あと予算も踏まえて選んでいくんじゃないのかなと思

います。あと日々のカウンター業務の中で、例えば少し前ならコロナで、こういった本が欲しいだとか、ＩＴが進

んでいるときだったら、それ用の資料が欲しいだとか、ニーズとか利用者の動向ってどんどん変わってくると思う

んですよね。それを今の指定管理者が今の資料収集方針で、新しい図書館の本を選ぶというのは、結構大変なんじ

ゃないかなというふうに思っているんです。その辺って、特にお考えがどうかなと思いますが。 

〇委員長（天野京子） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（鴨井敏英） お答えいたします。 

   今ほどの選定基準に沿った選書ですか、というのはずっと続けてきておりますが、おっしゃるとおりですね、１

週間単位でですね、物すごい量の新刊書、それから再販書ということで、情報が図書館のほうに参ります。その中

から選書していくわけなんですけども、今ほどおっしゃられたようにカウンターでのですね、いろんな来訪者との

意見交換ですかね、お話、意見、そういったものも踏まえて、あるいは妙高高原支所、妙高支所にあります図書室

のほうにも利用者から市の職員がいろいろ聞いているのありますので、そういった部分については図書館の指定管

理者の図書司書のほうには情報を伝えていく中で、必要な本というんですかね、そういったものも検討させていた

だいておりますし、分類ごとに貸出しの冊数、件数ですかね、こういったものを考慮しながら、選書のほうをさせ

ていただいているというような状況です。 

〇委員長（天野京子） 今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） ありがとうございました。今のお話を聞くとですね、２月13日に管理運営方針についてお話

をいただきました。その中で市が行う業務の中に選書がありまして、委託する業務の中にレファレンスというもの

が入っています。ここでちょっと分かれちゃっているんですよね。やっぱりその選書のためには、ふだんのレファ

レンスだとか、カウンター業務が非常に重要だということは認識していらっしゃるということですので、市が行う

業務と委託する業務の見直しの余地があるかどうかというのをお伺いしたいんですけれども、いかがでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（鴨井敏英） お答えいたします。 

   選書だけをですね、市の直接業務としてやるというわけではございませんので、当然レファレンス業務もこの前

お話しした市の直営職員のほうでは行います。ただ、マンパワー的に２階、３階のいわゆる図書スペースでの受付、

それから返却、それからお客様の対応というものを考えると、現在の市の職員のボリュームからしてもですね、全

てを市のほうで賄っていくというのは非常に無理があるということでございますので、そういったところにつきま

しては、有資格者を有するあるいはまた図書館運営のノウハウを有する事業者の力をお借りして、円滑な管理を進

めてまいりたいという基本的な考えでございます。 

〇委員長（天野京子） 今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） ありがとうございました。委託業者の選定が多分来年あると思うんですけれども、それ選定

する前にですね、できれば図書館運営にたけた専門職、今市役所におられればいいんですけれども、要は今度新し

い図書館になって一緒にやっていく人たちですよね。そこに直営ということは、市のほうが業務を委託するので、

そこできちんと妙高市の図書館はこういう方針でこうやってやっていきたいんだよということを伝えながら、業務

をするということが必要になると思うので、早めに専門職がきちんと動けるような形を取っていただけたらと思い

ますが、その辺はいかがでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 生涯学習課長。 
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〇生涯学習課長（鴨井敏英） お答えいたします。 

   先般のところ、全員協議会のほうでも若干御説明させていただきましたけども、そういった形の中でですね、専

門的な職員の配置につきましては、総務課のほうとですね、協議をさせていただいておりますので、私どももでき

ればそういった形で、早期に対応のほうをしていただくような形を望んでいるところでございます。 

〇委員長（天野京子） 今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） ぜひ図書館の業務は、多分途切れ途切れじゃなくて、一連の流れになると思うので、その辺

りも、例えば直営で高田図書館等も運営されていますので、聞きに行くのもいいのかなというふうに思います。 

   すみません。引き続きですね、お伺いしたいのが予算書の319ページの上から２段目、機械可読型目録作成委託料

というものがあります。こちら図書の目録だと思うんですけれども、対象とする図書というのがどれになるのかを

教えていただければと思います。 

〇委員長（天野京子） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（鴨井敏英） これはですね、図書の貸出しのときにバーコードみたいなピッとこう読むあのことを言

っておりまして、基本的には全ての資料のほうに備えているものでございます。 

〇委員長（天野京子） 今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） 全ての資料ということは、来年度新しく購入する7000冊の分も含めた金額ということですね。

多分令和５年度から３倍の予算になっているので、そういうことなのかなと思いますが、いかがですか。 

〇委員長（天野京子） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（鴨井敏英） お答えします。 

   お見込みのとおりで7000冊分を見込んでおります。 

〇委員長（天野京子） 今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） ありがとうございます。 

   もう一点お願いします。図書館システム借上料なんですが、こちらは新しい図書館用のシステムリース料になる

のかな、というのは今ですかね、今か新しいほうか今ですかね、その辺教えてください。 

〇委員長（天野京子） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（鴨井敏英） お答えいたします。 

   現システム借り上げがですね、実は来年というか、令和６年９月30日までが実はリース期間になっておりまして、

リースアップになって使用ができないというのが業者さんのほうからのお話ではあるんですけども、新図書館複合

施設のオープンに合わせてですね、新たなシステム導入を検討しておりますので、これについてはですね、現段階

では来年度は、今のシステムを使わせていただくように、現在今リース先の業者と交渉中ということになっており

ます。 

〇委員長（天野京子） 続きまして、129番、新図書館等複合施設整備事業、予算書319ページでございます。 

   岩澤委員。 

〇岩澤委員（岩澤 愛） お願いします。先ほどの今田委員のお話にもあったんですけれども、業務委託の部分と市の

職員が行う業務のその分けというんですかね、偽装委託になることも心配ですし、また連携の難しさというところ

も心配なんですけれども、業務のより詳細な分け、選書といいましてもまた細かくあると思いますので、その辺業

務のより細かな分けについては、これから進めていく予定でしょうか、いかがでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（鴨井敏英） お答えいたします。 
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   今ほど御指摘のありましたような偽装請負というんですかね、こういった部分が心配されるところでありますけ

ども、今回はこの前全協でも説明させていただきましたが、現地に施設をコントロールする施設長を置き、その中

で現地で従事していただく委託先の方に対しては、委託の責任者のほうにコントロールする施設長のほうからその

責任者に指示を出すということで、直接そこで受託管理をして働いている方に、市の職員が直接指示を出さないと

いうことは徹底してまいりたいと考えています。 

〇委員長（天野京子） 岩澤委員。 

〇岩澤委員（岩澤 愛） 施設長を置かれるということなんですけれども、常時そこにいらっしゃる施設長ということ

で考えていらっしゃるということでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（鴨井敏英） お答えします。 

   施設長は基本的に常勤ということで考えておりますが、週に２日はお休みを取らなきゃいけませんので、それに

つきましては、職員との間の中で、ローテーション勤務というような形になろうかというふうに想定しています。 

〇委員長（天野京子） 岩澤委員。 

〇岩澤委員（岩澤 愛） そうしますと、施設長を含めた図書館の運営協議会というものは、予定されているのでしょ

うか。されているようでしたら、そのスケジュールですとか、中身等をお聞かせください。 

〇委員長（天野京子） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（鴨井敏英） お答えいたします。 

   先般の全員協議会の中でお話がありましたけども、令和６年度から図書館運営協議会の設立に向けた準備に取り

かかります。図書館運営協議会につきましては、条例設置が必要でございますので、そういった部分のタイミング

も含め検討させていただきたいと思いますし、令和７年秋の複合施設新図書館のオープンに向けまして、しっかり

と動かせるような形でスケジュールを組んでいまいりたいというふうに考えております。 

〇委員長（天野京子） 岩澤委員。 

〇岩澤委員（岩澤 愛） 選書も令和６年度からされるということであれば、運営協議会についても、そのタイミング

で間に合うのかなというところが心配されるんですけれども、その辺はいかがでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（鴨井敏英） お答えいたします。 

   令和６年度からその準備を進めてまいりますので、やっぱりその委員となっていただく皆様方とのですね、いろ

んな意見交換というものは進めていかなきゃいけないなというふうに考えておりますので、その中で今御指摘のあ

った部分についても、検討、意見交換をさせていただきながら進めてまいりたいというふうに考えています。 

〇委員長（天野京子） 今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） お願いいたします。視察謝礼ということで費用載っていますが、何を目的にどこに行くのか、

もし今決まっていれば教えてください。 

〇委員長（天野京子） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（鴨井敏英） お答えいたします。 

   視察につきましては北陸方面の３か所、これにつきましては石川県立図書館、それから砺波市図書館、富山市図

書館を現在想定しております。それから、東京方面につきましては、過去にも委員さんのほうから御指摘がありま

したけども、武蔵野市立図書館武蔵野プレイスですね、こことですね、群馬県の太田市立図書館ということで、そ

れぞれ先進的な施設の取組、ハード、ソフトともにやられているということで、特に武蔵野、それから太田市図書
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館につきましては、市民参加型のワークショップということで、施設だけの活用にとどまらない地域住民を巻き込

んだ活動を展開しているというふうに聞いておりますので、そういった部分の視察をしていきたいというふうに考

えています。 

〇委員長（天野京子） 今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） ありがとうございます。 

   次にですね、図書館図書資料ＩＣタグ貼付業務委託料でありますが、こちらのタグの貼付、どの資料、どの範囲

の資料にそのタグをつけるのかをお教えていただけたらと思います。 

〇委員長（天野京子） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（鴨井敏英） お答えいたします。 

   新しい複合施設におきましては、自動貸出し返却システムを導入したいと思っておりますので、そのために電子

データをタグとしてつけるということを考えています。今既存の図書のほうにはタグが全くついておりませんので、

新しく購入する図書、それから今ある約11万5000冊ですか、そういったものを来年、再来年の中で、段階的にタグ

のほうを設置していくというような考え方でおります。 

〇委員長（天野京子） 今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） 分かりました。ありがとうございます。 

   続きまして、ワークショップ開催業務委託料であります。500万円ついているんですが、この内訳って今もし分か

ればぜひ御紹介いただければと思います。 

〇委員長（天野京子） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（鴨井敏英） お答えいたします。 

   ワークショップにつきましては、市民参加型のワークショップを３回程度行うことによりまして、様々な意見、

それから委託をするところで、いろんな全国の先進事例を持っておりますので、そういったノウハウを生かした計

画、事業推進の方向性とかイメージですね、それから活動指標などをまとめていくというようなことで、具体的な

中身のこれに幾ら、これに幾らというのは全体の中で、仕様書を定めて見積りのほうを提出していただくような形

で進めさせていただきたいというふうに考えています。 

〇委員長（天野京子） 今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） ありがとうございました。主に交流機能の具体化みたいな形だと思いますが、その交流機能

の一つにカフェがあると思います。カフェのほうも、今後多分募集をかけていくんだと思います。設計書を見たん

ですけれども、本当に小さいスペースで、多分コンロがＩＨか何かだと思うんですが、やれる範囲というか、出せ

るものが少ないのかなと思うんですが、業者さんが決まったときにその業者さんと一緒に多少の配置の変更だとか、

備品のことだとか、その辺は業者さんがやりやすいように変えられることは可能なんでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（鴨井敏英） お答えいたします。 

   来年度におきまして、カフェの運営の予定者の選定をさせていただきますのは、工事完了が令和７年５月31日の

工期になっていますので、その前に運営の予定業者を決めて、その方の御意見をいただきながら、コンロの配置で

あるとか、テーブル配置であるとか、そういったものについては構えるようにということで考えておりますので、

今の中身、外枠自体の大きさは変えられませんけども、中身の部分につきましては、運営予定者の皆さんの意見を

聞きながら整備をさせていただきたいというふうに考えております。 

〇委員長（天野京子） 今田委員。 
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〇今田委員（今田亜樹） 分かりました。ありがとうございます。 

   すみません。最後にですね、図書館協議会についてお伺いしたいと思います。先ほどの説明の中で、条例によっ

てという形があったのでよかったなと思うんですけれども、図書館協議会の中身ですね、をどのようにちょっと捉

えているかなんですが、前回の全員協議会のときにも少し図書館協議会のお話ししましたが、図書館協議会は何を

する組織なのかというところをお聞かせいただければと思います。 

〇委員長（天野京子） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（鴨井敏英） お答えいたします。 

   図書館運営協議会を設置いたしまして、図書館の運営に対して、基本的には図書館長が施設長からのですね、諮

問に応じて検討を行って答申をしていただくというのが基本的な考え方ではないかなというふうに思います。その

中で、図書館における市民の皆さんへのサービスの内容、それから年次計画ですね、いろんなイベント等の。そう

いったものも出てくるんじゃないかなというふうに想定をしておりますし、もう一つお願いしたい機能といたしま

しては、町なかのにぎわいにつながるような図書館等複合施設を核とした周辺の事業者、市民、団体の皆さんとの

連携事業、意見交換というのをやっていかなきゃいけないなというふうに考えておりますので、そういったところ

への参画というものも併せてお願いできればというふうな考え方でおります。 

〇委員長（天野京子） 今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） 分かりました。そうしますと、その図書館協議会は図書館協議会としてあって、また別にそ

の例えば複合施設の何か運営委員会みたいなものがあって、そこに図書館協議会が参加するというイメージですか、

それとも図書館協議会の中で、図書館の業務内容以外のことも協議してほしいという、どちらになりますか。 

〇委員長（天野京子） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（鴨井敏英） お答えいたします。 

   図書館協議会につきましては、図書館の計画、在り方検討会から始まる中で、市民の皆様方、委員の皆様方から

御意見があったところですので、図書館についての管理運営というのは、そこで協議会のほうでしっかりと検討し

ていただきたいというふうな考え方でおります。そのほかに、そういった別の組織での全体の企画運営、意見交換

の中に、委員として御参画をいただく中で、図書館の運営方針というものも含めて、御意見をいただければ、非常

に助かるのかなというふうな考え方でおります。 

〇委員長（天野京子） 今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） ありがとうございました。ぜひ図書館協議会ですね、図書館協議会と図書館運営協議会って

何か違うのか違わないのかちょっと分からないんですが、図書館の業務内容についての意見が反映される組織であ

るということなので、できればですね、令和６年度の早い時期から設置をしてですね、令和７年度の要は運用です

よね、に向かってその中身を要は図書館協議会も一緒に意見しながらやっていくのがいいのかなと私は思いますが、

またその辺ちょっとそちらでも考えていただいてですね、どのような形になるかというのは、また何らかの説明が

あると思いますので、すみません。たくさん質疑しちゃって申し訳ないんですが、図書館協議会の早めの設置を御

検討いただければと思います。 

〇委員長（天野京子） 岩澤委員。 

〇岩澤委員（岩澤 愛） 生涯学習の場ということでも位置づけが複合施設としてあるということなんですけれども、

生涯学習今全体的な課題というところもあるかと思うんですけれども、複合施設で生涯学習については、この施設

長さんが生涯学習についても指揮を取っていくというような方向でしょうか。いかがでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 生涯学習課長。 
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〇生涯学習課長（鴨井敏英） お答えいたします。 

   先般の全員協議会の管理運営方針でもお話をさせていただきましたが、新しい複合施設のほうには、今の生涯学

習課のほうにもあります生涯学習推進係という部分の業務をそちらのほうに移して、まなびの杜ですとか、そうい

った生涯学習講座、そういったものの事業展開をしていくというような考え方でおりますので、施設長につきまし

ては、その部分について直接手を下すわけではなくて、施設長は全体の図書館運営、生涯学習運営、市民交流運営、

あるいは子育て支援、カフェ、そして周辺の町なかの市民、団体との調整役、そういったものに業務の力を尽くし

ていただくような形を考えております。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） この新図書館の前ちょっと質疑したんだけれども、あそこを今更地にしてそれでやったとき

にトイレを改修しましたよね。そのときのあそこについていた高井進さんの陶板、あれどうなったか教えていただ

けませんか。 

〇委員長（天野京子） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（鴨井敏英） お答えします。 

   実は、私ども生涯学習課の解体工事の所管外なもんですから、この前御質疑いただいてお答えできなくてですね、

確認したところ、もともと高井先生から御指導いただいて、あそこを造ったということで、高井先生のほうにも御

相談差し上げたというふうに聞いております。最終的には、あの陶板自体をきれいに取ることができないというこ

とでですね、やむなく解体撤去と一緒に廃棄をせざるを得なかったというふうなことで聞いております。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） 今の技術でそんなことはあり得るのかどうか、私はちょっと疑問を投げかけますが、要はそ

こまで思い入れがあるかどうかの問題だと思うんですよ。本当に子どもたちと一緒になってやった、そういうとこ

ろの大事なものを作るものは作るでやるんだけれど、やはりその前のそういうことの歴史というのもやっぱり私は

大事だというふうに思うし、先ほどの薬師如来じゃないけれども、そういうのを継承していくことがやっぱり妙高

市の在り方じゃないかなと私は思います。 

   その中に、もう一つ今のいきいきプラザのところにも手形のね、そういうのもあるというんですけれども、それ

も解体のときにはどういうふうな形にされるかということをちょっとお聞きしたいんですけれども、これ市民から

ね、要望がね、あって大事にしてくれと、残してくれという要望がやっぱりあるんですよ。新しいものばかり造る

んじゃなくて、そこにしっかりとそれは保存しておいてくれと、やっぱりそれはね、しっかりしてあげないといけ

ないと思います。その辺どうでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（鴨井敏英） お答えさせていただきます。 

   委員からお話がありましたけども、私どももですね、あの手形はどうなるんですかというような市民からの問合

せが１件、２件ぐらい寄せられております。解体工事の関係で、業者さんに確認をさせていただいているんですけ

ども、あそこをそのまま残すのは非常に難しい作業になるということを聞いておりまして、結果的にきれいに取り

出せるかどうかというのは、いろんな業者さんに聞きましたけども、ちょっと難しいんじゃないかというようなお

話を聞いております。まだちょっと時間がありますので、御意見いただいた分については再度検討させていただく

んですけども、解体で上手にきれいに取ることができないとなればですね、あそこに手形の方のお名前も書いてあ

りますので、連絡は取れるかと思いますので、記念ということで、最後に撮影の機会、そういったものを考えると

かですね、そういった部分についても併せて検討させていただきたいなというふうに考えております。 
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〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） ぜひですね、写真を撮ってね、飾ってあげるなり、いろんな何か手段というのは考えられる

と思いますし、それはやっていただきたいと思います。ただただ壊すだけじゃよくないと思うんで、それでもう一

点、物件補償というのがこれ570万ついているんですけども、これは何でしょうか。 

〇委員長（天野京子） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（鴨井敏英） お答えいたします。 

   工事エリア内に既存の公共汚水ますがあるんですけども、それを撤去して新設するという移転補償とですね、そ

れから建物の南側になるのかな、交差点側なんですけども、ＮＴＴの支柱がありますので、そちらのほうの移設、

それからもう一つですね、太いほうの道路側といったらいいのかな、道路側に地下式の消火栓がありまして、そこ

の移設の補償をしなければいけないということで、全部でこの３点の物件補償が発生しているというような状況で

す。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） ちなみにこの複合施設の建設工事に関わっている約12億5000万なんですけれども、そのうち

の基礎工事をやると思うんですけれども、その残土ってどこに運ぶんですか。 

〇委員長（天野京子） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（鴨井敏英） お答えします。 

   現在残土については調整中なんですけども、近くに運んだほうが運搬費がかからないということで、現在新井総

合公園の整備工事を建設課のほうで都市公園のほうでしておりますけども、そちらのほうで残土のほうを処理でき

ないかということで、現在調整を行っております。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） この残土処分はお金かかるんだと思うんだけれども、それらの入札とかなんかはこれからあ

るんですか。 

〇委員長（天野京子） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（鴨井敏英） お答えいたします。 

   残土処分につきましては、議会で議決をいただきました工事の中の一つの工種でございますので、そちらの中で

工事のほうは進めさせていただきます。 

〇委員長（天野京子） 続きまして、132番、スポーツタウンづくり推進事業、予算書323ページでございます。 

   葭原委員。 

〇葭原委員（葭原利昌） お願いします。今般の国民健康保険料、これの大幅なアップの一因ともなっています、いわ

ゆる医療費の削減、これがこれからの大きな課題だと思っています。ウオーキングの推進として、新規のウオーキ

ングの日の設定とあります。これの考え方、それから中身はどのようでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（鴨井敏英） お答えいたします。 

   本年度からですね、生涯学習課、健康保険課、観光商工課、福祉介護課もそうなんですけども、関係課が連携し

た中で、市民の健康づくり、ウオーキングを中心にやっていきましょうというような検討をずっと続けてまいりま

した。次年度におきましては、それぞれの課でそれぞれの事業を展開するんですけども、生涯学習課としては市民

の皆様に広くウオーキングに関する意識を高めていただきましょうということで、現在の案では毎月12日、１、２、

１、２と歩くということで、12日をウオーキングの日と定めて、市民の皆様に様々な情報を提供するほか、公共施
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設のランニングコース、こういった部分のですね、無料提供、無償提供ですかね、開放というものも考えながら、

市民の皆様にウオーキングによる健康、健康のためのウオーキングというものをＰＲをさせていただきたいという

ような考え方でおります。 

〇委員長（天野京子） 葭原委員。 

〇葭原委員（葭原利昌） 庁内連携してというふうにね、今おっしゃられて、主要事業の54ページに健康保険課の事業

の中に、やはりその運動習慣の定着に向けたウオーキング、民間企業のノウハウを活用して、市民への運動を普及

啓発していきますよってあります。要するにね、健康づくりを進めていく全体の姿と生涯学習課とこの健康保険課

の民間企業のノウハウを活用したってありますけど、どういう関係で役割分担とかね、どういう連携で一つのベク

トルに向かっていくのか、お願いします。 

〇委員長（天野京子） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（鴨井敏英） お答えいたします。 

   生涯学習課といたしましては、そういった市民の意識の高揚、それからウオーキングイベントをですね、地域の

スポーツクラブの皆様方に委託をするとか、スポーツ教室の中で取り組んでいただくというところで、市民に機会

を提供していくということで展開をしてまいりますし、その中でこの健康保険課の事業であります民間のノウハウ

を使ったという部分の民間の方からその事業に参加していただく中で、健康指導をしていただくとか、そういった

部分での連携を今考えております。 

〇委員長（天野京子） 葭原委員。 

〇葭原委員（葭原利昌） 分かりました。やっぱりね、市民目線でいいますとね、やはり市がやろうとしている窓口で

すとかあるいは組織、やっぱり分かりやすく一本化されたほうがいいというふうに思う方が多いんだろうと思って

います。市長、高齢社会ですしね、長寿命化社会進んでいますし、やっぱりこれから大事だと思いますよね、この

運動習慣。一昔前の健康都市妙高と、今でもあるとは思いますけども、そういう意味ではこの組織の見直しなり、

一本化なりそこら辺の考えはいかがでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 城戸市長。 

〇市長（城戸陽二） お答えさせていただきます。 

   従前各課ごとにやっていたものをできる限り今回ウオーキングという形の中で、運動習慣の定着を図るという形

で１年間かけて協議をしていただき、さらには役所だけでやっぱりなかなかできないというところもありまして、

民間のノウハウをお借りしようという形で、１年間議論をさせていただきました。結果的に、今委員さんおっしゃ

るとおり、ちょっとまだ複数の課にまたがっていて、要は妙高市にやるウオーキングの全体像をなかなか市民の方

にはこの今のこの予算の中では多分分かりづらいんだろうというふうに思っていますので、妙高のやるべきウオー

キングのスタイルといいますかね、運動習慣の定着に向けて、市民にＰＲする工夫をまずさせていただく中で、全

体像を示させていただきたいと思っております。それによって、また次年度以降ですね、見直せるところは見直し

をさせていただきたいなと思っております。 

〇委員長（天野京子） 続きまして、今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） よろしくお願いします。１点ですね、中学生の部活が令和８年度から休止になるということ

で、休日における地域のスポーツ文化芸術活動への中学生の参加促進の運営支援です。学校側のほうは、今保護者

とか生徒にはもう説明をしているということなんですけれども、その受皿整備の進捗状況みたいなものを教えてい

ただければと思います。 

〇委員長（天野京子） 生涯学習課長。 
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〇生涯学習課長（鴨井敏英） お答えします。 

   今ほど委員からも御指摘ありましたけども、中学生における休日の学校部活動の地域移行ということで、文部科

学省はお話をしておりますけども、それぞれ自治体の状況によって対応のほうは検討してくださいというのが文部

科学省の考え方であります。妙高市におきましては、令和８年度に完全に休日の部活動が学校活動から離されると

いうことになりますので、段階的に令和６年度から休日の部活動を休止していくということになります。その休止

した子どもたちが部活動ではなく、地域の活動に希望するところに参加をしていただくというシステムを令和６年

度から行い、それについての保護者説明会、それから今の中学生と、それからこれから今年の春ですね、中学生に

上がる６年生のほうに、教育委員会として御説明のほうをさせていただいているところでございます。実は、御指

摘いただいたとおり、地域のですね、スポーツ、文化のですね、クラブ活動への説明というのがちょっと遅れ気味

な状況なんですけども、今年度中にそういった皆様への説明をさせていただく中で、中学生を活動に参加していた

だくような団体をなるべく数多くそろえて、中学生の皆さんに提供できるように頑張ってまいりたいというふうに

考えています。 

〇委員長（天野京子） 今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） 分かりました。先日中学校の先生とちょっとお話ししたときに、ぜひその辺り生涯学習課に

頑張っていただきたいという声もありました。いろいろな課題があると思うんですけれども、ぜひよろしくお願い

します。 

〇委員長（天野京子） 続きまして、135番、スポーツ施設管理運営事業、予算書325ページでございます。 

   宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） これは、妙高高原体育館分館というんだけれども、妙高高原体育館分館ってどこでしたっけ。 

〇委員長（天野京子） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（鴨井敏英） 妙高高原スポーツ公園陸上競技場のこちら側から行くと手前にあります古い体育館のこ

とを妙高高原体育館分館ということで条例のほうで定めております。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） これ新しい体育館を造るときに、あの体育館を造るときに、要するにあの体育館が老朽化し

ているんで、あそこを建てるっていって相当な額をかけて造りましたよね、あれ。何であれ壊さないであのまま、

だってあるんだったら合宿とかでも私使えると思うんですよ、まだまだ。全然壊さないということは、やっぱり結

構指摘されるんですよね。壊すなら壊す、だけど、壊さないでやるんだったらちゃんと使わせてあげてほしいと、

期間中だけでも構わないんで、まだまだ使える体育館だと私は、あの支所のあった隣でしょう。あそこはそういう

形を取られたほうが私いいんじゃないかなと思いますけれども、どうでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（鴨井敏英） お答えいたします。 

   妙高高原体育館分館につきましては、御指摘いただいたとおりでございますけども、新しい新耐震基準以前に建

築をされました建物ですので、耐震基準が今の基準に満たしておりません。そのためにですね、新しい妙高高原体

育館、ほっとアリーナ妙高高原ができた翌年からあそこの妙高高原体育館の分館というのは休止をさせていただい

ております。先ほどの勤労青少年ホームではありませんけども、活用の計画の中では、解体施設として位置づけを

させていただいておりまして、私どものほうとしても、あそこを一刻も早く解体をして、また次の活用の敷地ので

すね、部分というのは考えておりますけども、これは計画的な財政的な部分の中での計画の中で今位置づけられて

いるということで、今後解体に向けて調整をさせていただきたいというような考え方でおります。 
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〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） ちなみにほっとアリーナができて何年たちますか、あれ。 

〇委員長（天野京子） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（鴨井敏英） ７年目で、今年の５月から８年目に入るというふうに認識しています。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） すみません、もう一点。温泉使用料157万1000円ってこれどこですか。 

〇委員長（天野京子） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（鴨井敏英） お答えします。 

   ほっとアリーナに引湯しております南地獄谷からの温泉、妙高温泉土地に支払っている分でございます。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 同じくなんですが、次のページの327ページにＰＣＢの廃棄物処分業務委託料というのがある

んですが、このＰＣＢが今頃どこから出てきているのかなというのがあるんですが、この中身はどういうことなん

でしょうか。 

〇委員長（天野京子） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（鴨井敏英） お答えします。 

   ＰＣＢにつきましては、旧新井市民体育館、児童体育館を解体したときに出てきたものがまず１つ、それにつき

ましては、適切な部分で管理をしなさいということで、当時ですね、旧平丸小学校の給食室が頑丈で鍵がかかると

いうことでありましたので、そちらのほうでビニールをかけて保存しております。それで、当時廃棄処理ができな

かったもんですから、今になってやるんですけども、令和８年度末までにＰＣＢ含有の分については、処理しなさ

いという国の大きな方針が出ましたので、それに向かって段階的に処理をさせていただくということで、もう一つ

は今ほどお話がありました妙高高原体育館の分館を使っていたときのＰＣＢ含有物になります。トランス等になり

ますので、そちらのほうを来年度、次年度において処分をさせていただくというような計画でおります。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 古いやつだから、ほかにもあるんじゃないかなと思うんですけど、全体調査は行ったんでし

ょうか。 

〇委員長（天野京子） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（鴨井敏英） お答えいたします。 

   スポーツ施設だけではなく、全ての施設につきまして全部洗い出しをさせていただきまして、計画的に今年度も

処分をさせていただいていますし、あと残る６年度、７年度ですね、この２か年で全ての部分を処分する、処理す

るということで計画のほうをつくっております。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） できるのかなってやらなきゃいけないんですけどね、古い建屋のところの蛍光灯がまだまだ

という位置づけがあると思うんですよね。だから、その辺のチェックというのはきちんとやってもらわないと、見

た目じゃ分かんない話ですんでね、それはそれなりきの形でもってきちんとしないというと、アスベストじゃない

けど、後々えらいことになるよというその辺出てきますんでね、お願いしたいなと。 

   あとその上にある立ち木の伐採というのは、これはここへのっかってくるほどのものあるのかなって、どこなん

でしょうかね。 

〇委員長（天野京子） 生涯学習課長。 
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〇生涯学習課長（鴨井敏英） お答えいたします。 

   これにつきましては、新井総合公園、それから妙高高原スポーツ公園、それから妙高ふれあいパーク、いずれも

ですね、周りに立ち木がございますので、そういった部分での枝等のですね、処分のために予算のほうは計上させ

ていただいております。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 分かりました。ありがとうございました。今見ていったらね、このページの中段あたりにＡ

ＥＤのリース料、ここでは６万円載っているんですね、全部値段違うんだ。そんなこと分かりました。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） もう一点確認したいんだけど、この温泉使用ということになっていった場合、これ入湯税っ

てどうなるんですか。 

〇委員長（天野京子） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（鴨井敏英） お答えします。 

   私が市民税務課にいたときの入湯税の徴収条例を思い浮かべてみますと、いわゆる入湯税は入浴、温浴施設の入

湯客から徴収する税金になっておりますので、妙高高原体育館のいわゆるそのプール施設につきましては、温浴施

設に当たらないという考え方でございます。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） 温泉場に行って運動しながら入って、これだってじゃ運動するんだから、入湯税はかからな

いよねというのと一緒で、それはあれだと思うけれども、温泉を使っているんだから、温泉の税というのじゃない

ので、目的税というのは発生すると思うんですよ。だけど、温泉を使っているけれども、これは違うということな

んですかね、これ。そこで前から私ちょっと疑問を感じたんだけど。 

〇委員長（天野京子） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（鴨井敏英） お答えします。 

   これにつきましては、建設当時私スポーツ振興室というところにおりましたので、県のほうも総務担当のほうに

も、今回のこの件については入湯税の徴収というのは必要あるのかということで御確認をさせていただきましたと

ころ、いわゆる温浴施設に当たらない、温浴施設に対する入湯行為、入湯客行為ではないということで判断できる

のではないかということで、入湯税の徴収はしておりません。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） でも、この体育施設は、温泉を要するにろ過して、それで冷まして、それで温泉を利用した

健康増進のプールという意味合いで売り出しています。ということは、温泉の効能をうまく利用して、それで体の

効能を発展させて、要するにリフレッシュさせるという感覚じゃないんですかね、これって。その人それぞれのそ

ういうのって私はあると思うけども、そのプランによってあると思うんだけれども、そもそも温泉を利用するとい

うことは、やっぱり私は入浴と全く似ているような感覚だと思うんですけれども、だったら普通の温浴施設として

活用するという感覚じゃないのかなと私は思っていたんですけど、ちょっとそこはいろいろとあるんだろうけれど

も、そうしたらばそれはそれでいいんですが、ただ疑問を感じちゃうわけなんですよ。我々は払え、払えというか

ら、一生懸命になってやるわけだ。だけれども、何でああいうところのやつはいいのかなってやっぱり感じただけ

なんですけど、その辺どうですか。私は優しいから静かに言いますけど。 

〇委員長（天野京子） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（鴨井敏英） お答えいたします。 
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   温泉水を使っている、いわゆる池の平温泉、妙高温泉に引湯していると同じ温泉を活用しているというのは、御

指摘のとおりだと思いますが、いわゆる入湯行為という部分での温浴施設という部分と、それからほっとアリーナ

の１階にある円形状のバーディプールにつきましては、いわゆるそのプールの安全規定に批准をする水質を確保し

なければいけないということで、温浴施設とは異なるというものが考え方でございますので、御理解のほうをいた

だきたいと思います。 

〇委員長（天野京子） それでは、最後になります。137番、スポーツ施設整備事業、予算書は329ページでございます。 

   宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） このスポーツ施設整備事業で、トイレ改修工事実施設計業務委託料というんで、435万という

んですけど、これはどこでしょう。 

〇委員長（天野京子） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（鴨井敏英） お答えいたします。 

   新井総合公園のほうの野球場の脇のにしき園側に屋外トイレが１か所あります。それから、陸上競技場側の南北

にですね、１か所ずつ屋外トイレがありますので、こちらのほうにつきまして和式のトイレ、それから多目的トイ

レもあるんですけども、古い形式のトイレになっておりますので、そちらのほうを今皆様方が快適に御利用いただ

けるような洋式のトイレのほうに改修をさせていただく実施設計を考えてございます。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） こういう改修のね、整備は大事なんですけれども、先ほど来昨年からですね、雨漏りしてい

るところのああいう体育館のやつの整備もちゃんとしなきゃ私はいけないと思うんですよ。特に今回やるところの

隣が何か森田体育館なんていうのは、まさにそうだと思うんだけど、そういうところの整備の進捗はどうなってい

るんでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（鴨井敏英） お答えいたします。 

   御指摘をいただいているとおり、御利用団体の皆様方からも今年度に入ってというんですかね、特に雨漏りの量

が多くなってきているということでお話がありましたので、これまでの調査では、トップライトが特殊な形でトッ

プライトというような形になっていますんで、あそこがガラスなもんですから、結露が大きな原因ではないかとい

う今までの業者さん、それからうちの技術屋の見立てだったんですけども、今回結露だけじゃないんじゃないかと

いうことで、中に足場を組んでですね、実際に雨漏りしているところの天井材を剥がして確認をさせていただきま

したが、結果的にははっきり分かったわけではないんですけども、結露だけではない原因が水が差しているところ

があるんじゃないかというところまではつかみました。具体的にやぐらを組んで天井までこう見れるような状況で

今回確認をさせていただきましたので、次年度におきましては、どういった形での改修ができるのかどうかという

部分をですね、今考えていますが、屋根自体を変えるということになると、非常に大きな投資も必要になってくる

ということで、雨漏りしているところの水道が分かれば、それを外に出すようなといを整備できないかとかですね、

あるいは全体をシートみたいなもので被覆することによって、屋根自体に雨がかからない方法もあるんじゃないか

とかですね、いろんな方法を今検討中でございますので、また今後御利用いただく皆様方に、なるべく不便をおか

けしないようにするためには、早期の対策が必要だと思いますので、そういった部分を検討してまいりたいという

ふうに考えております。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） ぜひですね、やめないで使える方向、常に使えるんだけれども、そうやってちょっと工夫を
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してでもね、使わせてあげてほしいと思います。１つなくなればまた違うところに移動してやるということになれ

ばまた大変なんで、せっかくそこで使っているんだし、我々も市としてもそこのところ、ずっと森田財団から受け

継いでやっているところなんで、そこはちゃんとしてほしいと思います。 

   それから、それに伴ってですね、この施設整備の中でね、前々から私言っていたんだけれども、スポーツ器具、

以前杉野沢の体育館にあったスポーツ器具とか、あれいいものがどこに行っちゃったのかどうかというのが全く分

からないような現状になってくるんですよね。その整備をするにしても、あるものをちゃんと生かすというところ

がやっぱり大事だと思うんだけれども、その辺は課長どのようになったんでしょうかね。結構な額で買っています

んで、整備として。 

〇委員長（天野京子） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（鴨井敏英） 前の所管事務調査のほうで御指摘をいただいたかと思うんですが、その場でお答えでき

ずに、後で後日書面で回答させていただきましたが、結果的には杉野沢トレーニングセンターにつきましては、バ

ランスボールとマットと、それから鉄アレーですかね、そういったもののみ購入させていただいたということで、

あとお話にあったトレーニングマシンにつきましては、健康保険課のほうで購入させていただいて、今ふれあい会

館ですかね、のほうで置いてあるというふうに、ちょっと私も今資料を持ってきておりませんけども、後で文書で

回答させていただいて、予備的な資料としては提供させていただいていますので、御了承いただきたいと思います。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） 申し訳ない。文書で回答というのを文書を読まないもので申し訳なかったです。ただね、あ

のときは要するに体育施設でしっかり使うということの購入だったんですよ。あるとき突然それが福祉のところ、

要するにふれあい会館のほうに移動したかと思ったら、今度そこにも今なくなってという話をちょっと私は聞いた

もんでね、多分介護施設のほうに移動したという話も私は聞いておったんだけれども、そういうことがなければね、

ちゃんと使い道があって、使っているということだったらそれはそれでいいでしょう。ただ、この施設の整備とい

うことでいろんな施設の改修工事ということで出ているんですけれども、この備品購入費というのがあるじゃない

ですか。備品購入したらやっぱりそこのところにね、ずっと置けるようなシステムをしてあげないと、移動してみ

たりだとか、そういうことは極力避けてやるべきだと思うんですけれども、そういう事例はもうないですよね。 

〇委員長（天野京子） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（鴨井敏英） お答えいたします。 

   次年度において整備する備品は、３地域にある体育館に製氷機ですね、夏場の御利用の皆様方の。これにつきま

しては、スーパーや何かであるいわゆる業務用の大きな製氷ストッカーっていったらいいんでしょうか、イメージ

的には。ああいうものになりますので、いわゆる電気設備とそれから配水設備が伴いますので、今３つの管理をお

願いしている指定管理者の皆さんと設置場所についてはよく検討させていただきながら、あっち行ったりこっち行

ったりというのは、基本的にはできない備品になりますので、設置場所も含めて検討させていただきながら整備の

ほうを進めてまいりたいというふうに考えています。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） ちなみに体育施設改修工事5540万、これはどこですか。 

〇委員長（天野京子） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（鴨井敏英） お答えします。 

   主要事業の概要に記載をさせていただいておりますが、妙高市総合体育館駐車場の区画線の設置工事、それから

妙高ふれあいパークの体育館の１階部分ですね、御指摘を前にいただいていますけども、あそこの部分の全面張り
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替え改修、それから妙高ふれあいパークの高圧受電設備、これにつきましては電気設備点検による指摘事項に対す

る対応ですけども、早めに対応しようということで高圧受電設備の改修工事を行います。それから、池の平スポー

ツ広場の特に冬場スキーのクロスカントリーのスタジアムになっていますけども、あちらのほうにナイターを新た

に設置するという、以上４つの事業を計画しております。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） このスポーツ施設整備事業ということで、合宿の里ということでね、やっているんだけれど

も、体育館がクーラーのない体育館が今都内ではやっぱりクーラーのある体育館がね、こういう異常気象なんで、

たくさん多くなって、でも今度高原に来ると涼しいから来て、その体育施設でもね、できるというんだけど、そこ

が去年は異常だったとしても、40度以上になっているときがやはりありました。そういうときの際のですね、その

ための予算が計上されているのもあると思うんだけれども、今後ね、やはりもうこれからの時代は各体育館、みん

な練習しているところ、すぐそこのはねうまアリーナもそうだけど、やっぱりクーラーが必要になってくる可能性

って極めて大きくなってきているということも、今後検討していかなきゃ私いけないと思うんですよ。今すぐにと

は言わないけれども、その辺の整備をやっぱりすることによって、快適なトレーニングができると私思うんですね。

その辺含めた今後の計画というのをつくるべきだと考えますけれども、その辺市長どのようにお考えでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 城戸市長。 

〇市長（城戸陽二） お答えさせていただきます。 

   全国的に体育館に小学校も含めてかな、学校も含めて、クーラーのついている体育館が増えているということは、

私も報道等でいろいろ拝見させていただいております。今言われたようにすぐにと言われるところ、これなかなか

難しい問題ではありますので、何がいいかですかね、例えば寒くて暖房が欲しいとか言われることもあるし、それ

によってはつける場所ですかね、当然クーラー、暖気と冷気では吹き出し方とか、体の感じ方も違うので、研究を

しなければいけないし、そもそもそれを想定して体育館を造っていないので、電気が足りるかどうかという問題と

か様々検討しなければいけないと思っておりますが、合宿の里を含めて、それから皆さんからいただいている避難

所の在り方含めて、これは大きく検討はしていかなければいけないなとは思っております。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） ぜひですね、本当にお願いします。避難所としてもね、やっぱりどのようにやっていかなき

ゃいけないかということが大事だと思いますし、本当に重要な課題だと思いますんで、よろしくお願いします。 

   以上です。 

〇委員長（天野京子） 歳出に対するそのほか質疑ございませんか。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） 続いて、歳入に対する質疑につきましては質疑予定がありません。いかがでしょうか。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） これにて質疑を終わります。 

   議案第２号の当委員会所管事項については、全ての所管課に対する質疑が終わりましたので、これより討論を行

います。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） これにて討論を終わります。 

   これより採決します。 

   議案第２号 令和６年度新潟県妙高市一般会計予算のうち当委員会所管事項については、原案のとおり決定する
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ことに御異議ありませんか。 

                   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） 御異議なしと認めます。 

   よって、議案第２号のうち当委員会所管事項については、原案のとおり可決されました。 

                                                     

〇委員長（天野京子） 以上で本日予定しておりました日程が全て終了いたしました。 

   これをもちまして総務文教委員会を散会いたします。大変ありがとうございました。御苦労さまでした。 

散会  午後 ４時４６分 

 

総 務 文 教 委 員 長 


